
様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局E 室・所(係)I 環境課 環境保全係 匹仁己
中項目(施策)

自然環境保全意識の高揚

環境展開催事業

士 Eおのだサンパークを会場とし、 6月の第1土曜日又は日曜

芸|日に実施している。内容は、地球環境、市内の環境、生
概|活環境、リサイクノレ関係の展示を行っている。また、展示

|内容を理解していただく?めこれらの展示物を題材とし
要|たクイズを行い、正解者lf粗品を進呈している。

、歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

消耗品費 66，000 53，526 

支
出
内
訳

dEb3 h 言十 66，000 53，526 

目 . 車 ，a . 申

宣車 入 至豊里額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原割

地方債内合
訳 その他

一般財j原 66，000 53，526 

ιムロ 計 66;000 53;526 

人件費鵬 |四判竹1211|官見|無|雨戸| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 I H25 I .H26 j I . H27 1目標 l

1回 I 1回 I I 1回 |達成

1 1環境展の開催 I 1回 r 1回 I r- 1回 l度

21参加人数 400人 600人
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|目的の妥当性、 | 妥当である|環境問題の普及啓発事業は、市民、企業、行政が協力して取り組む必要性があるため、妥当である。
妥ト・H・H・-“~....'.'…………1.............................1 
当 |自治体聞与の妥当性| 妥当である|環境問題の普及啓発事業は、市民、企業、行政が協力して取り組む必要性があるため、妥当である0

性 ト……'"山山川….. 山….. 山....山…….“山….. 山……….. 山….. 山….. 山..山……….. …....山...山山山川川Lいい山川.. 山……….. 山一…….. 川……….. 山山….. 山….. 山….. 

対象(受益者)の妥当性|妥当である|市内の環境について、市民に周知するためのイベントであり、妥当である。

有 [.~;符明 .............;...1 翌黙丹日:三~.J主担空円許jì_5t三?想円円.停日:三5号註烈与主白吹./j;)乏去?土壬，竺付空曾空'!&tJiJ土♂f主♂iJ守で烈:芝史f詑VJ，翌黙烹男史.ど日と

効 |類似事業の存在 |存在しない
性 h....:..・山H・H・... 今 | 

|上位施策伐の貢献度|貢献している

効|黙さ??肝ffiJ|空JE--c-eb三lffE1ff?fff.r二三百三日rr1252:野合会
率 I受益者負担の適正化|適正である
性 ~.......・…..…...・・1・・・・......・ H ・'....“|・・H・H ・...・H・..……・l

|コスト効率 、ν| 適正である|少ない予算で開催しており、適正である。

.レ
不特定多数の市民を参加させ、環境問題に対して興味をもつような事業内容とすること。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
)時期

tz空



平成27年度事務事業評価シート|課骨・室刊(係)I 環境課

様式1号(事務事業評価)

環境調査センター I' 匹亡ヨ
中項目(施策)

自然環境保全意識の高揚

水辺の教室開催事業

士 E親と子が一緒になって、身近な水辺に親しみ、河川に生
霊|息している水生生物を観察して水質を調査することによっ
~Iて環境保全意識を高める。昭和60年から実施。ちらし、広
喜|報等で、小学3年生以上の親子を募集し、厚狭川で水生

l生物を指標とした水質評価を行い、考察する。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)。 。
支
出
内
訳

ft ヨ 計 。 。

小学3年生以上の子どもとその保護者

石束)11 (厚狭川支流)等で水生生物を採取し環境学習する。

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原害IJ

地方債
内合
訳 その他

一般財調 。 。
~ 言十 。

| 人工数(人役)1人件費(円h-l l交付税| 無 I I会計種別 I-s9: I 
人件費概算 I 0吋 46附~ I 算入 I ~ I I会計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 I H25. 1. H26 I I H27 !目標 l

1 1回 1 1回 1 I 1回 |達成
1 1実施回数 1・H ・H ・-・1固山H ・M ・T.........i百・....・M ・1r......・1日......・H ・1度

21参加者数
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|目的の妥当性 |妥当である|環境保全意識の啓発が目的であり、妥当である。
妥トH・I・.h..・H ・......・H・-叩............・...1.............................1
当 |同自治休関与の妥当性|妥当である|環境教育推進法第9条に基づき、市に実施する努力義務があり1、妥当であるo

性 |ト卜一?一川..，.

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|県が作成した実施要領の目的にかなう対象であり玖、妥当である。

有 |日円精?幣号特守?里男.;;..，..............1空黙件.とピt__--n刀1ど点(，\.0三三T三叶引'..I.!日~明F
f 効 I類似事業の存在 I存在しない

性|エ雨量二語録|首長L~.~.~6..1謀議録芸弱み伝説仁三;;ζ
I実施主体の適正化 φ| 適正である|県が作成した各市町及び県の機関の役割分担に沿っており、適正である。

効十H ・H ・-…仏H ・H ・-・山H ・H ・H ・H ・...…|……・H ・H ・H ・H ・.....1
率 |受受i益者負担の適正化|適正である|県が作成した実施要領に沿つており、適正である。

性性ι }ト卜1一円H……….. 山一圃“山一一一….. ぺ?一一….. 一…九fア一.. 山.. |恒ヨスト効率 、 | 適正である|職員の人件費以外のコストはかけないので、適正である。

• 
課題

今の向後方性 〈 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

2f]ゼロ予算報



平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 農林水産課 農林係

大項目(政策)

自然環境の保全と活用

実施計画名

中項目(施策)

自然環境の保全と適正活用

生活環境保全林整備事業

様式1号(事務事業評価)

回二日

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 312，000 

支 役務費 31，000 
出

委託料 2，930，000 
内
訳

tEs3 • 計 3，273，000 
<L_ 'I ・~、

人件費概算

市覇指標または庇果福薦

1 I対象管理面積

2 

3 

238，275 j 国庫支出金

29，375 Rオ 県支出金

2，930，000 
源割

地方債
内合
訳 その他

一般財j原 100 

丸197，650 Aロ. 計

• ~.， ，、

H25 H26 

7.05ha I 5ha 

7.05ha I 5ha 

100.00% I 100.00% 

|旧目的の妥当性 l妥当である|菩提寺山市民の森の適正な維持管理であり弘、妥当であるo

妥 |卜.円円門円.. 町H"刊巾山4μ川.. …. 

当 |旧自治休関与の妥当f性生| 妥当である|菩提寺山市民の森の適正な維持管理であり玖、妥当である。
性 Lい.. 山….帥山山.. 山山d“川...……….. 山….日山….. 山..… ・H ・H ・•.... … … 叩 1.............................1 

l対象(受益者)の妥当性| 妥当である|市民であり、妥当である。

|目標達成度 |達成している
有ト........・H・..…-……-…|

効 l類似事業の存在 I存在しない

l 性|副長二伝説|誕二.~.~~..I

効 l黙号待明主主 ....I....~，~.~~~....l.:翌~1lJ虫?と!???ヨ!万.主主00

3，273，000 3，197，650 

3，273，000 3)97，650 

一般 経常

| 
率 |受益者負担の適正化|検討が必要作水施設等の老朽化が進んでおり、維持管理面とコスト効率について検討する必要がある。
「性 1...:..・M ・..……山H ・H・山山山山1.............................1.

lコスト効率 適正である|菩提寺山市民の森の維持管理であり、適正である。.. 
「菩提寺山市民の森jは約30haあり、市民の自然とのふれあいの場として親しまれている。面積も広大であり、管理は業者委

F 託としてし、るが、最近ではごみの不法投棄などの問題も起きている。
給水施設等の施設の老朽化が進んで、おり、維持管理面とコスト効率について検討する必要がある。

課題

今の向後方性 事業の進め方等に改善が必要
改善

29年度以降、改善する予定
時期

EE 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 農林水産課 農林係

中項目(施策)

自然環境の保全と適正活用

地域が育む豊かな森林づくり推進事業

;1繁聞の伐採や広葉樹の植栽野生駒隠れ家と
なる薮の整備など、地域づくり活動等に意欲のある集落

町周辺の里山林の一体的整備。

要

歳 出

委託料

支
L出

内
訳

dE』ヨ 言十

人件費概算

予算現額(円) 決算額(円)

2，000，000 1，941，840 

2，000;000 1，941，840 

l人工数(人役)1人件費(円).1
|0.11  576，8501 

活動指標または成果指標 H25 

1 I対象整備面積(ha)

2 

3 

歳入 t 予算現額(円)

1 国庫支出金

財 県支出金 100 2，000，000 
j原割

地方債
内合
訳 その他

一般財源

合 言十 2，000;000 

想見|無||会開~ 一般

H26 

回三ヨ

決算額(円)

1，941，840 

1，941，840 

臨時

目的の妥当性 I妥当である l地域づくり活動等に意欲のある集落周辺の里山の一体的整備であり、妥当である。
妥 lトトト.. …… .. …一.. 川山.. 山…d臼山.. ι.λ... “……… .. …....一...ι山….. 
当 |自治体関与の妥当性|妥当である I地域づくり括動等に意欲のある集落周辺の里山の一体的整備であり、妥当であるo

対象(受益者)の妥当性|妥当である|地域づくり活動等に意欲のある集落周辺の里山の一体的整備であり、妥当である。

目標達成度 |達成している

i: t殺害時五::;|::?5百任:2z5z百日日日日:三五汚ヨ五f長ヨ主三?2三三ζζ;....l除:長誉示茨舟説5E忠日日日:EE日日心f伝伝叩:}日日1d5詰臼j:ヨ臼臼:2詰訪き詰訪説羽沿百説犯:日E-日:示示祥併併性日詳主時:3三許主今5許諒税担:子主煎煎-空煎詩:日2tf予巧.守青汚?ぞ:

|上位施策への貢献度|貢献している

l 効|実施主体φ適正化 |適正である 1
トi• ~ '.' ;.. •••• i・.，....;...;........;.........).............................)

率 I受益者負担の適正化|適正である|県補助対象経費1叩0/1叩0であり札、適正である。
性 }トド"山……..….. 川…….. 山川.. 山山.. 叫.“‘u川山…….“山….“山….. 山..………….. 山....川山“山….

lコスト効率 I 適正である 11県果補助対象経費10ν/1叩0であり弘、適Eである。

..... 

課題

、今の向後性方 計画どおり事業を進めることが適当

I :i 

改時期善



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室個所(係)1 農林水産課

大項目(政策)

自然環境の保全と活用

実施計画名

中項目(施策)

自然環境の保全と適正活用

耕地係

多面的機能推進事業 多面的機能支払制度

事|農業・雇詩t厄有する多面的機能の維持、発揮を図るため
業|の地域の共同活動に係る支援を行い、地域資源の適切
概|な保全管理を推進する。また、担い手への農地集積等を
要|図る。負担割合は国2/4、県1/4、市1/40 推進交付金は

1国100%、県を経由して市に入金。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 501，000 413，067 

支 補助金 45，709，000 45，667，228 
出

償還金 120，000 119，954 
内

~R 

gヨ. 計 46，330，000 46，200，249 

歳入 予算現額(円)

国庫支出金

財 県支出金 75~も 34，781，000 
j原割

地方債
内合
訳 その他 雑入 120，000 

ー般財綿 25% 11，429，000 

占日、 計 46，330，000 

. 車 由

人件費概算 |人工数(入間人 官271同引有|同問| 一般

活動指標または成果指標 H25 H26 

21 I 21 

1 1取組活動組織数 21 21 

100 I 100.00% 
677 1 675 

21活動農用地面積(ha) 677 675 

100.00% I 100.00% 

3 

匹仁己

決算額(円)

34，663，421 

160，820 

11，376，008 

46，200，249 

臨時

目的の妥当性 妥当である|農地周辺の環境を維持・保全する活動は営農促進に重要なことであり、妥当である。
妥 ぃ・・・...山山・・・・・・…....-....・H ・...・I・H ・.....・H ・................1

| 当 |聞本関与の妥当性|妥吋る|農地周辺の環境を維持保全する活動は営農促進に重要なことであ同町る。
性 |ト卜ト..山..，.川リ山F….. …… .. 山….. 山川.“.

l対象(受益者)の妥当性|妥当である|農地周辺の環境を維持.保全する活動は営農促進に重要なことであり弘、妥当であるo

|旧目標達成度 I達成している，
〉有 f.;...oO...;.，..:;.......Oo;..，.，.........:..，.1
効 |類似事業の存在 |存在しない

| 性 |トト卜.. 削山.. 向山.. 川.. … .. 山.. 山....川.. 山~;晶

上位施策ノペIの貢献度 l貢献している

効 1実施主体の適正化 |適正である問主体は地元であり、国の交付金で轄を行うため、適正である。
トー'!.'“・"・・.....・........................................................1ト

率 |受益者負担の適正化|適正である|市の負担は事業費の25%であり、適正である。
性ト川・山・H ・H ・.....・H ・-…叫イ ト

課題

の今後方

向性

|コスト効率 |適正である 1農地面積に応じた交付金であり、適正である。.. 

計画どおり事業を進めることが適当 改時善期 J

活動農用地面積の減に伴う過年度返還金について、対象組織から国費・県費・市費分(計160，820円)を雑入で受け入
れ、県に対して国費・県費分(計119，954円)を償還金として歳出する。



様式1号(事務事業評価)

匹I2J 平成27年度事務事業評価シート|課冒局室刊(係)I農業委員会事務局|

中項目 f施葉)

自然環境の保全と適正活用

......農地法の改正により、市内全域の農地の利用状況調査
芸|及び利用意向調査が義務付けられた。担い手不足などに
畑|より発生した遊休農地の調査を行い、利用意向を確認の|手段|現地調査、利用意向調査、協議の勧告、課税強化
芸|上、農地中間管理機構の活用など遊休農地の解消に向.

Iけた取組を行う。

天項目(政責7
自然環境の保全と活用

実施計画名

農地集積・集約化対策事業

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

社会保険料 250，000 249，386 

支 賃金 1，403，000 1，402，026 
出

需用費 127，000 126，892 
内
訳 使用料 713，000 712，800 

ぷE〉3• 計 2，493，000 2;491，104 

人件費概算
lX工数(人役)1人件費(円)1 
|0.31  1，326，2211 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金 2，257，000 2，257，000 

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財j原 236，000 234，104 

合計 2，493;000 2，491，104 

官見|無||会計種別| 一般 臨時

活動指標または成果指標 H25 1 H26 

24，000筆 I24，000筆

22，770筆 I22，148筆1 1農地利用状況調査

• • • • • • 
-

W
河

-

r

H

四
一
躍
…
筆

z-7
…0
 

8
-
1

引:
 
:
 
:
 
:
 

:
 
:
 

似

m
一

山

口口

-

u

口

口

-

":
 

J
 

A
斗

-

H

Q
d
-

山
• • • • • • 

・21遊休農地の利用意向調査

0.00% 

3 

目的の妥当性 | 妥当である|遊休農地等の解消のためであり、妥当であるo

il抑制説|五五EEl-55211F妥当当日翌日;:::
対象(受益者)の妥当性|妥当である

.目標達成度 、1概ね達成している
有 i 令 |

効1類似事業の存在 I存在しない
性 1.....................;........;...........;.，

上位施策への貢献度 1概ね貢献している

効.実施主体の適正化 |適正である|農業委員会の業務であり、適正である。
l'・・，..“"・・・・o，.'..i......OO!..o.・4・a・......，....・H ・.....................，

率 |受益者負担の適正化|適正である|補助事業であり、適正である。
|性 I・M ・-“………………“，.............................，

|コスト効率，適正である|調査員は臨時的任用であり、適正である。.. 
遊休農地所有者に対して利用意向の確認を行うが、大半が意向どおりの利用がされていないのが現実である。平成29年度

t から農地の利用増進が図られない遊休農地に対して固定資産税の課税強化の措置が講じられるなど、遊休農地の解消に向

課題
けた取組が強化される。

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

特記
与事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課M 局・室個所(係)I農業委員会事務局|

中項目(施策)

自然環境の保全と適正活用

事|平成21年度に導入した農地台帳システムに麗地利用状
業|況調査のデータを入力するo農地法の改正により、台帳
概|の内容が変更され、入力項目が大幅に増加したものであ

lる要.

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入

通勤手当 45，000 44，325 国庫支出金

支 社会保険料
出

賃金ん内

訳 使用料

4E〉Zよ 計

人件費概算ふ

193，000 192，696 

1，101，000 1，100，943 

736，000 735，323 

2，075，000 2;073，287 

l人工数(人役)1人件費(円) 1 

|0.851  2，275，0叫

財 県支出金
j原割

地方債
内合
訳 その他

一般財源

iロ』 言十

官見|無|

活副首謀ま正直戒果指標 H25 

1 1台帳入力筆数

99.20% I 95.65% 

2 

3 

|会計翻~

目的の妥当性 妥当である|農地情報の共有化が図られるため、妥当である。
妥 t~ Oo'oOOo・M・....・H ・....・H ・-・4一一......・I・-…......・H・....・H ・ "1…"
当 |自j治台{休本関与の妥当性| 妥当である|農地法により農業委員会が行う業務である。

卜 性 |卜い‘h山川川….. 川叩.，叩巾，.刊..守H刊山川….. 山……00山….. 山.. 叩司"叩川宇目川.. 川.円...……….. 山….. 山...………00山….. 山….. 山....川山h川.川….. 山山川….. 山川.. 川叩.叫叩‘い.山…川.

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である

目標達成度 |達成じている
|有 1.....;;;.....:..............................1

効 l類似事業の存在 |存在しない
性 ......1.;.:..:..，令、|

上位施策伐の貢献度|貢献している

1 CL.... 1実施主体の適正化 1適正である|農業委員会の業務であり、適正である。
世胃 J..i..~~・ a・..・.".. ，.....o..j.・H ・M ・...o・H ・...，.............................，

}率 I受益者負担の適正化|適正である|補助事業であり、適正である。
、性;い.........…….~.....，.，・....・M・ .I.............................j

コスト効率 I適正である I職員が臨時的任用であり、適正である。

4易

予算現額(円)

1，733，000 

342，000 

2，075，000 

一般

シスァム導入前後の農地転用、利用集積等のデータが完全で、ないため、調査が必要な部分が多く見られる。

~ヨ

決算額(円)

1，686，000 

387，287 

2，073，287 

臨時

今後は、農地情報公開システム(フェーズ2)上でLGWAN環境の下にクラウドによる一元管理が実現するため、農地情報を
随時更新することができるが、現在、全国農業会議におけるフェーズ'2への移行作業が停滞している。

課題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

皇j



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室個所(係)I 環境課 生活衛生係 匹[EJ

天項亘I政東7
自然環境の保全と活用

実施計画名

中項目(施策)

自然環境の保全と適正活用

河川海岸保全事業

ーl山陽地区において、昭和38年から毎年7月頃に、「河川海
事|岸清掃大会Jと称して全体参加者約5千人の、大規模な
概|清掃活動を実施しており、地域の環境保全を推進する。

要

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

刈草運搬等委託料 664，170 597，500 

支
出

内
訳

dロ，._ 計 664，170 997，500 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円}

国庫支出金

M 県支出金源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 664，170 597，500 

~ 言十 664，170 597，500 

人件費概算 !疋諏I引人tf;9||鷲見|無|匝画一般 経常

活動指薦ま正直雨裏商事 H25 

1 1参加地区数

100% 1 100唱

5，000人程度 15，000人程度

21参加人数 4，952人 4，744人
99.04% I 94.88弛

3 

目的の妥当性 、 1妥当である|この清掃なしでは、河川・海岸周辺の保全は保たれない。
l 妥 1・.....，.....・H・.....・a・.......・H・-ー“・1.............................1

当 l自治休関与の妥当性|妥当である|市内で発生したごみの回収義務があり妥当である。
性 |卜卜..

対象(受益者)の妥当性|妥当である

目標達成度 達成してし活|各地区内での調整と市との連携が図れており、その成果は多大であり、達成している。
有 t...，..， • • ~ .... • • .. . • • • .... • • • • • ... • •. .... ....， 
効 I類似事業の存在 |存在しない
性~.，"， ~.; .ó~~ ~.;~. ".; '，"'H~.~j ，' '.' ....~:. ...~f..~ .....¥;;1 

上位施策への貢献度|貢献している

効 I~.~.きi*三宅再生 |翌日照l.~三日三点.fffT.1fY??.Tm!?fで:r1J.?z--rだ:P.T.T会
率 |受益者負担の適正化|概ね適正である
性 f.;'....，.......;;.........，............，......1

hスト効率 |適正である

4易
-各地区ともに清掃範囲が非常に広範囲に及んでいるが、両齢化と地域の人口減少による人手不足が問題となりつつあるo

課題

-県河)11に該当する場所で、両岸斜面の草刈り・回収が非常に困難である個所については、県土木建築事務所との協議が
必要と考える。

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

則一



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局室町所得)I 下水道課 維持係 匹O::J

遊水池維持管理事業(西の浜)

遊水池の凌深

事|西の浜遊水池はポンプ施設の調整池として位置づけられ
業|ているが、通常は流量が少ないため、汚泥が堆積し易く
概|悪臭の一因となっているo周囲には民家や保育園が隣接
要|しており、定期的に竣諜する必要がある。 意図|悪臭防止と調整池の機能回復による海・河川環境の保全

歳:出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円)、決算額(円)

工事請負費 1，000，000 877，716 国庫支出金

支 財 県支出金

ごF訳出tさ三
源割

地方債;
内合
訳 その他

ι般財澗 繰入金 1，000，000 877，716 

I 、AEZ 言十 1，000;000 877，716 二三二 dロ~ 計 1，000，000 877，716 

l人工数(入役)1人件費(円)I I交付税 I4nr. I I品 I 1H::....d... (---.:-....l.，. ¥ I 
人件費概算 1 0.11 576，叫 | 算入 | 無 I I~計種別|特会(下水) I 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 I H25 1. H26 I I H27 1目標 l

I 1回 I 1回 r I 1回 |達成

1 1波諜回数 r 1回 r 1回 I r 1四 十度

100% I 100覧

2 

3 

目的の妥当性 妥当である|雨水の調整池で、あり、妥当である。

i lH4所持労jF::l::;222日::|:fSH511214t24F755明15512115124515215:
対象(受益者)の妥当性|妥当である|遊水池周辺の生活環境の維持を目的とするものであり、妥当である。

l目標達成度 プ 1達成している
有三E;・山.......τ.....・........….........1

J効 |類似事業の存在 | 存在する
性~...........................，...， ............I

上位施策への貢献度|貢献している

l実施主体の遁正化 |適正である l雨水施設の維持管理は市が主体で実施すべきであり、適正である。
妨刊←…山……...・P・....…1.............................，
率一|受益者負担の適正化|適正である|施設の維持管理は市の負担で行うものであり、適正である。
性 1.......，........・H ・-……H ・H ・.....・p・.， ・・ | 

課題

今の後方一

向性

特記
事項

コスト効率 γ I 適正である|活動頻度が少なく、コストも低く、適正である。.. 

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 建築住宅課 建築係 匹I9 I 

記Jぞ端技EZ5522号清雲待問|対象1:財団法人
~I治体に配布しているが、各自治体の使用は別料金との申|手段|使用料を支払う
笠l出があったので、その費用を支払い、県から年4回の建築l~ 
要|工事複合単価表の配布を受ける。 I意図て|適正な工事費の算定ができる

t三三..~ 'x-三三二孟

票F五三当去 一
国庫支出金

県支出金日 L

地方債乙 J

訳肉合
その他---一三一三一一二

ー般財調三二
守

三二三126，0001 ニユ18，aOO 三台三計J

竺一 Iよーエ数(人役)1人件費(円}

;三1 0叫 288，425

活動指標または成果指標 --三1-._.. H25 

建築工事複合単価表提供回数 1............4日:::::::::r:::::::::顎...........

2 

3 

.. 

計画どおり事業を進めることが適当

団

至豊里璽(円)ん E決算額(円)

126，000 118，800 

126，000 11$;800 

経常



様式1号(事務事業評価)

匹仁ヨ
小項目(基本事業)

高齢者住宅の普及

住宅管理係建築住宅課平成27年度事務事業評価シート|課画局・室・所得)1 

~I高画著T正帯が増加している中で、バリアフリーや緊急通
主|報装置などを設置した高齢者住宅が不足している。法令
書|に基づき、良好な住環境を備えた高齢者向けの賃貸住宅
倒 lの供給を行おうとする民間事業者に対して家賃の減額に
要|要する費用の補助等を行う。

歳入 予算現額(円) 決算額(円1
国庫支出金 50覧 1，064，000 1，034，000 

財 県支出金主 f 25百 532，000 517，000 
源割

地方債三三内合
訳 その他

ヶ般財調 533，000 518，600 
牛舎 計 2，;129，000 2，069，600 

歳 出 予算麗麗(円) 決算額(円)
高齢者向オ優良賃貸住宅供給促進事業費舗助金 2，129，000 2，069，600 

+支

出

内
|訳

f 合一計 2，lg91000 2，069，600 

経常|官|無|1入工数{人役)1人件費(円yl

71 0.11 576，8501 
3 人件費概算

1" H25 活動指標または成果指標

…一戸…
コo
…
…4
…
 

…一戸……nu
…
 

一Fb
…

1 1家賃補助戸数

2 

3 

r 三cl自匝の妥当性 |概ね妥当である
」妥二二f''''''一巳山叩".どP引"円戸"山.…一-

三三三当当 |自直(治体関与の妥当性|概ね妥当である
F 性-1..;.....;...................................1

，対象(受益者)の妥当性|概ね妥当である

卜 、|目標達成度
有 ト日山......・-ぞ..ウザ..!_.._...叩ぷl

効 i類似事業の存在 .1存在しない
性=ド・，f，f.~;，: .~.:，. ;.~. ..;..... .......... ...1 

-i一三三二上位施策への貢献度|概ね貢献している

実施主体の適正化 |概ね適正である
効}、|

率 |受益者賞担(D適正化|概ね適正である
性 } 戸、 ..........1.............................1

|コスト効率 1概ね適正である .. 
27年度において終了した。

課題

. 
今の向方性後 「 事業の終了

改善
時期

団J



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局E室・所得)I 建築住宅課 住宅管理係 匹[TI

室 l平成25年度に分電盤開閉器の故障により、電気製品の↑対象 123市営住宅団地の全戸(1464戸)
芸|破損事故が発生した。経年劣化などによる緊急度の高い!三 l 
拘置|住宅から、業者に委託し年に3棟程度ごと順次点検を実|手既|電気事業者が行わない住宅内の機器取付状況の点検業務

室|施する。漏電に伴う火災発生および家電製品の破損事故I;_s21>1 
|発生の未然防止を図るo I意図 1市営住宅の住環境の保全と入居者等の安全確保

Iミ 歳長出 予算現額(円) 決算額(同) ニ 三' て歳〒入

国庫支出金

財 f 県支出金 L

調割
地方債三

内合

主二f支出同 2 主

手数料 302，400 302，400 

訳 訳 その他

一般財源

合計 302，400 302;明。 、~ 計

i人工数(人役)十人件費(円)A
|刻現|無|雲ι|0 051 288，4251 

活動指標または成果指標

1 1点検戸数

21不具合改善戸数

3 

目的の妥当性 | 妥当である

治体関与の妥当性|妥当である

議長選司言語以|
目標達成度 でさ 1概ね達成している

有 }コ，.q
効 |類似事業の存在 |存在しない
控 eb........~.h...，...........................:1 

二土位施策ムの貢献度|貢献している

|実施主一体司直正化三|適正である
効~.......・H ・H・..........・ P ・...:..，..;，.:{.i.1

率 l受益者負担の適正化|適正である
性ぺ |ト卜トH山……….. … .. 山……….. 山….. …… .. 山..η山円H………….. 山…….. 山….. 山.. 川.日…-

三三三も[:::(コスズi卜効率， 1 適正である

※上段:目標

H25 1ゴ H2fi

24戸 1 88戸

24戸 1 69戸

l00.00% I 78.40略

100% I 100% 

[:::2三72主::::i:::::設25I
100.00% I 100.00% 

.. 

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当

圃

予事事面I円7決算額(同〉

302，400 302，400 

302;400 |ζ302，400 

臨時

改善

時期



様式1号(事務事業評価)

匹1 4 1 住宅管理係建築住宅課平成27年度事務事業評価シート|課・局室副所I係)1

事(雀告書・警告書の発送による文書肩車訪同・電話等に
業|よる面談指導、高齢者能力活用団体(シルバー人材セン
概|ター)の徴収専門員の活用や、悪質な滞納者に対しては
要|訴訟によって支払いを促し、公平性を確保する。。

歳士ニ入:二、 予算現額L円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金二ヱ

源内 割 地方債=三
訳 dE』ヨι 

その他

ー般財源 5，377，000 4，319，010 

dE』ヨ 言十 5，377;OOQ 4，319，010 

ごち歳;出 予算現額(円) 理主事蹟(円)

業務委託料 4，227，000 4，227，000 

役務費 1，150，000 92，0101 

合?言十了 三 5，377，Q{)O 4，319，010 

団一
l人主義E瓦在刀三入件費〔円丁1
10.51  2，884，2481 

人件費概算 J 経常

21訴訟件数(A:明け渡し訴訟、 B:強制執行)

ょ活動指標または成果指標へ

1 1現年度分住宅使用料収納率

山

'tl
…

1
4
1
M
 

M
nノ
u

u
r
D
u
 

宗主:::::::::I::::::311E:
シルバー人材センターに徴収を委託してし、る滞

31 
納者数

目的の妥当性正三三さ| 妥当である

自治体園長予言当性|妥当である

対象I受益者]の妥当性| 妥当である

三l目標達成度 マ l概ね達成している
有ιト~…".・H ・・...…… ..1

J劫c 1類似事業の存在存在しない
1'" t・M ・.....・M ・..・.....・a・..;.，;;.，，;;，~... '-"'1 

弓ー |上位施重点白貢献jfl貢献している

効 l~.駐体の遁正化 |適正である

三率 .1受益者負担の適正化|適正である
:性 -1....................，......，::.;ぷー1.............................1

1 1コスト効率ぐ三 I 適正である l

〕
一
一
妥
当
性

.ト
シノレパ 人材センターが集金を行っている入居者は夕方、休日に集金を希望される方が多いが、約束した時間に留守で
あったり、居留守をつかわれたり、何度も訪問しなし立会えない事例が多い。
使用料徴収について、口座振替やコンビニ収納の活用を促すことで事務の簡素化を図る必要がある。

課題 また、平成26年度から住宅管理に係る職員数が3人→2人へと削減されており、事務運営に大きな支障を生じている。裁判
によって判決が出たとしても、以降の納付については滞納者に誓約書を提出させるなど対応してして必要があり、今まで裁判
等を推し進めた成果が失われないように引き続き努めていく。

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

エ向性 時期

~聖



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局室f所(係)I 建築住宅課 住宅管理係

車 l身寄り丙吾い単身の入居者が死亡した場合や不法逼孟|対象|家財が残された住居
司等により家財が放置された住宅は住環境の悪化に繋がるp@
拍宜|ため専門業者に委託し家財撤去を行う。また、公募を行つ|季段|業者に委託して家財等の撤去を行う
霊|た住宅において、新たな入居者が入居できるようハウスクf三 i 

|リーニングを行う。 1意図|すみやかな空き部屋の活用を図るため

、L 二?一二歳 出

業務委託料

支訳出向

合、 言十ミ

J人件費概算

予算現額(円)

1，456，920 

1，456，920 

!大工数(入役)1

|0.151 

二三子三τ 、活動指標または成果指標

1 1放置家財等撤去率

21ハウスクリーニング件数

3 

決算額I円) 歳二 J 入

1，456，920 ，国庫:支出金，

調財内訳 割合

県支出金

地方債

その他

一般財源一、主

1，456，920 合計

入常明 |二官T~
※上段:目標

二三 H25 1 H26三

全件撤去 | 全件撤去

3件 I 3件中2件

設定::::]::::;:51五:

予算現額(円)

1，456，920 

1，451;i，920 

匹1 5 1 

決算額f円)

1，456，920 

1，456，920 

臨時

|目的の妥当性 l概ね妥当である引|市営住宅の管理は市で行うペきであるが、本来遺族等が行うベきものを市が負担してbい、泊る場合もある。
妥 }トトトH山……….“山……….. 山….. 山山.. 川.川.. 山 .

当 |自治体関J写写与与;の妥当性| 妥当である|市営住宅の住環境の悪化防止及び良質な住宅の提供と確保に寄与するため妥当である。
性 }ド二よぷ.. 叫 .

|対対:象f受益者)の妥当性| 妥当である|市営住宅の入居者に対するものであり妥当である0

2主|層標達成度 λI達成している

官有J 三....p.ふi肩吊←1ρ一.. 一.“叫一‘“………‘一一.. 一i一.川 .. 山.吋川….. 手効 I類似事業の手存F在Jιそ三斗| 存在しない
て~ζ 性 lトト卜?円叩………….. 山….“山….“山..……一"…臼一」一一.“-ぷJ示示長吾Jι ::.，;，......1 

|上位施策不め貢献度|貢献している

パ三|実施主体の適正化、 |適正である|専門業者に委託しており適正である0

7 効 ιふ.......・H ・-……-…ヶ…1.............................1
| 率ご|受益者負担の適正化|適正である|維持管理は市で行うべきであり適正である。
万性 }…H ・H ・...…山…h… ….1.............................1

課題

， 

今の後方

向性

特記
事項

コスト効率ご |適正である|維持管理は市で行うべきであり適正である。.. 

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期



平成27年度事務事業評価シート|課旦局宮町所得)1 建築住宅課

|三ム 活動指標ま正i孟蔵裏詣覆

1 I検定満期を迎え硝Jーターの更新数

2 

3 

~J旦闘の妥当性 |妥当である.
'"b- '....._._.o・“・・・・M ・・・・‘....，........，..........1..............................
:当三|自治体関与の妥当性|妥当である
桂三q..;....;.....;..・・ ...、|

三三|対象(受益者1の妥当性|妥当である

宍 |目標達成度三三三|達成している
帽 ....・・引り・E山川山・山・..-u，.._.，.......I.............................I.

| 効 |短観事業め存在宅 |存在しない
噌引ド 酔..呈・・・・h・・・・・・_....................'.........1
三三 1.上位施策への貢献度|貢献している

「均:1対吠竺空云|再三校
率 |受益者責担の適正化|適正である
性 l…i・"山川M ・M ・・.........:...1
三 1コスト効率 l 適正である

課題

.. 
今の後方

計画どおり事業を進めることが適当
向性

I =~<I 

様式1号(事務事業評価)

住宅管理係

改時善期 、

匝仁日

(同)

3，089，340 

3，089，340 

臨時



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課ー局面室・所(係)I 建築住宅課 住宅管理係 匹I7 I 

事戸両ま老朽厄頑扇が多ほ雇著からの語需要対象|市営住宅の修繕必要な箇所
1::1望が多い。それに対し、内容を確認の上、必要に応じて!ご ! 
事|業者に修繕を依頼し、小規模な修繕は直営で実施する。:手段|直営、または業者委託による修繕を行う
l市営住宅の適切な管理と入居者の居住環境の改善を図' E 

~Iる。 I意図|市営住宅の適切な管理と入居者の居住環境の改善を図る

歳 出守 予算現額C円)

消耗品費 131，000 

修繕料 22，926，767 

工事請負費 2，815，020 

工事材料費 889，623 

合 J 計 r 26，762，J10 
‘"-1. 問、

活動指標または成果指標

1 I修繕慨

2 

3 

決算額(円〕

77，560 

22，874，889 

2，815，020 

889，623 

I • 26，657，092 
，、

三二 | ミ H25 H26 

.........E誌秘L詰謝谷引緋1存存半平平干.. 山………….. ………… .. ……….日山…..山....t

目的の妥当性 妥当である|市営住宅の修繕は市で行うべきであり妥当である。
i 妥 }ιJ主益，.山バ山山~仏正九前這tι.-i..尽.そ子子~川..主弘.日川山.. 山.. ι~一ι片匂一…1勺?円….. 山山…….. 山山.. 山山.. 山....…….. 山山.. 山..……….叫宇.山.日'…….ヤ竺一.. 叶.

一般

当1自?造責剖{体本関与の妥当性| 妥当である|市営住宅の適正管理と入居者の居住環境改善に寄与するため妥当である。
性性'J

仏 |対象(受益者)の妥当性|妥当である I市営住宅の修繕は市で行うべきであり妥当である。

l目標達成度
有|旬 t

三効 |類似事業の存在 、| 存在する
性} 坦ー ..............，.....;..1 

I上位施策への貢献度 I貢献している

(円)

経常

三対1施主体空適正記 |適正である|市営住宅の老朽化!こより修繕箇所が明日しているため予算措置がタ要である。

J率 |受益者負担の適正化|適正である|市営住宅の修繕は市で行うべきであり適正である。
| 性 |卜卜卜"山……….. … .. 山…….. 山.. 山.. ら.

l=ヨコス卜効率 1適正である|入居者により負担してもらう消耗品等の修繕は入居者負担としており適王である。.. 
市営住宅の性格が、一時的な仮住まいから終の住まいへと変わり、入居者の居住年数と両齢者の入居が増加している。その

、 ため、通常退去時に行っている住宅の整備が長期間行えない。修繕の依頼がなされた時は、大がかりな修繕となっている
ケースがあり、費用が多くかかる。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

向性
v 

笠|



様式1号(事務事業評価)

回三日住宅管理係建築住宅課平成27年度事務事業評価シート|課・局室町所得)I 

一二|市営住宅b空家、図面語面等の草刈亙び高木の伐採王手|封象|市営住宅敷地内の雑草、高木等
霊|は市住入居者又は地元自治会からの要望が強いが、危!三三 q
歪|険であったり機械を必要とするなど、地元や職員で対応li蔓陵|業者委託
童|できないところが多い。草刈を毎年度実施するとともに高I~r~ I 

|木の伐採等を緊急度の高い所から計画的に実施する。 I霊園|市営住宅の住環境を整備する

「士正蔵2 一人 予算現額(円) 決算額(円)

置財罰向 割合

国庫支出金

県:支出金

描方債

その他

一般財源ーで 1，069，702 1，069，702 

上 合「昔tJ 1;，069，702 よ三三 1，069，702

l人工数(入役)1人件費(円)1 
|0.751  3，492，9651 

J 歳」出 予算現額(凹J三塁重塑(円)
草刈等委託料 1，069，702 1，069，702 

、

| 主合住 1;069，702 1，田9，70割
人件費概算

三;活動指標または成裏藷覆

1 1草刈実施箇所数(業者委託)

21草刈実施箇所数(職員対応)

31高木伐採実施箇所数

L 

I目的の妥当性 I妥当である|共同施設、入居者施設を除く法面、高木等の管理は市で行うベきであり妥当であるo

、 霊ゴ.山……..山…….. 山….“山.凶.ド川川{….. 山….. 山..山……4“川…血吋一.. 一一.“叫.
一当三γ子 I自治{体本関与の妥当性| 妥当である|市営住宅の住環境の向上に寄与するため他妥当である。
三正;性性九 lトトトトトH山……….目….日……..…且....…………..……E町…..吋ーおM ・...…・・…・1.............................1

E対象(受益者Jの妥当性| 妥当である|市営住宅用地であり妥当である。

k. I目標達成度 三I概ね達成している
'同 t.!_~・ E ・ 2 ・・・....卯・・・・............_.._.!_.!.~...，

効 |類蝦事業の存在子一三 | 存在しない
山一一五日…・......…帥 一一 . 

r;三C I上位施策(干の貢献度|貢献している

j戸|実施主声高誼主化...1適正である|委託しており適正である。
ト・"・ !_"!'品一..............，.....;..1.............................1

率 |受益者負担の適正f信E三CI 適正である|市で行うべきであり適正である。
性¥一Iドi一言訂ιlし.リ山J戸….

I同コスト効率 三三主てで一 | 適正である|市の負担で行うベきであり適正である。

.... 
|近年、団地入居者の高齢化等の事情によ何者聞で草刈等の環境整備が困難になり市に対し草刈等丙要望が増加して
いるが、職員での対応にも限界がある。

課題
吉一一一

r~=1 計画どおり事業を進めることが適当
後
方
性

今
の
向

日記



様式1号(事務事業評価)

回コヨ住宅管理係

官 i平成語存度の法改正を受けて、 25年度に市内市膏在宅I宅対象|市営住宅に設置された消火器
芸|団地の消火器を一斉点検し、設置されていない個所へのI.-:S:.-:=~'I
概|新規設置、および、古くなった消火器の交換を行った。今|て一手段|業者に点検と交換を委託する

|後、製造から10年を経過したもの、および、点検で交換がI E 

|必要だと判断されたものを順次交換していく。 1意図|安全・安心な住宅環境を提供する

建築住宅課平成27年度事務事業評価シート|課E局室冒所{係)1 

(円7

445，518 

445，518 

三歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

消耗費費 375，000 244，062 

手数料 404，000 201，456 

金三計三 Ti'9，QQO 445，518 

臨時
交付税見 1 __ 1 

算入1 燕 | 

※上段:目標

二.H25 1 官互6 >_' 

243個 1 243個

243個 I 243個

必要数 | 

93個 | なし

必要数

:二三週二:I:二校二....

入旬開lJλ工薮T瓦在刀
|0.11 五件費概算

三活動指標または成果指標

消火器点検数

21消火器設置数

31消火器処分数

l目的の妥当性三 |妥当である
ム妥:ト・川町長.i.ヤ l 

1 当 l自若林関与の妥当性|妥当である

|i$ct事;説副長当証|副長|ぷ議長以雨漏;;二目玉込山ぷ;LZii弘;
| 三ミi目標達成度 II概ね達成している.

'"司ご -t~..ー...................!._・.._~........ー ""'1"

二主効 .1類似事業の在在J主 | 存在しない
主性 1......，..;，- 主同;:;.，..1

|上位麺震への貢献度|貢献している

|実施主株の適正化 j 適正である
劫孟ド会;•..• •••..••••• ....~.，. ..... ，..~ー l

三三率三|受益者負担の適正化d適正である
ご性-1・M ・-…-…..，叫ん戸:.:..q・・..........……・…1

|コスト克h率イ |検討が必要|点検委託の方法(年間契約or点検ごとの委託)についてコストの比較が必要。.」
27年度まで、古開作第二団地H-l棟、 H-2棟(以下、「高層」という)の消防設備は附日立ピルシステムに年間委託cr弄
降機の維持管理契約」に含めていた)して、それ以外(以下、「中層」という)の消防設備(27年度までは消火器のみ)は点検
のたびに業者を選んで委託していた。 28年度から、「①高層の点検を市内業者に発注するJI②中層の消火器以外の消防

課題|設備点検を消火器点検に併せて行うJこととした。委託方法、点検対象設備のピックアップなどが必要となる。

主
力
一
性

づ
一
の
向

28年度中に改善に着手事業の進め方等に改善が必要



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課冨局面室・所(係)1 建築住宅課 住宅管理係 匝1 12 1 

市営住宅給水設備保守管理業務

7歳主出 、予算現額(円) 決算額(円) 歳入も

設備保守委託料 4，762，370 4，762，370 て一 国庫支出金

財 県支出金

i 支訳出内 源内 割合 地方債

訳

4E』3 言十 4，762，370 o 4，762，370 
|人工数(人役)IA件費(円)I 

人件費~~o 一一γ λ 1 0.251 1，239，9601 

活動指標または成果指標 三て

水槽点検(受水槽9基、高架水槽8基、月 1回)ポ
1ンプ点検(本山、大河内、古開作、古開作第二、

前場、月 1回及びメーカー点検年1回)

2 水質検査(臭気、味、色、色度、濁度、残留塩素、
9団地、週1回及び公的機関による検査年l回)

3 古開作団地汚水桝点検(目視、年2回)

|目的の妥当性 壬三;宮 1妥当である
三 妥 lト卜ト.“山.. 山…….. 山山.. 山山.. 山....山……….. 山…….. 山….. 山..….....一一….. 山一.. 
牛二;当 |自治体関与の妥当}桂性| 妥当である

|十「ι祉 |ド元逗泌量亙;通言説訪量込4斗主司|長込当三3記~"'l
|目標達成度 | 達成している

γ 有ミド ;'~.i.......;..;..................i. ， 1

て三効三|類似事業の存在 ;1存在しない
桂|……・..:......‘・ ち主|

l上位施策九の貢献度|貢献している

I実施主体め適正化 |適正である
効てι正コぷ | 
率そ|受益者負担の適正化|適正である

ι;聾 1 ・ 三五|
|コスト効率九 主主|適正である

「課γ題

H25 

270回
ー・・・・・・・・ー・・・・・・..............

270回
-・・・・・・・・・・・・.冒・・...冒・.......

100.00% 

485回
-・・・・・・・・・....・・・............

485回
-・・・・・・・・・且・・..且・・...........

100.00% 

2回
E・・・・・・・・・...................

2回
-・・・..........冒..............

100.00% 

... 

その他:一一 三

ー般財調三二:

合7 計

H26 

270回............................. 
270回

................・・・・・・・・・・・・・
100.00% 

485回............................. 
485回

-・・・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
100.00% 

2回............................. 
2回

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......
100.00% 

今の向後方性: 計画どおり事業を進めることが適当 d

E 

予算現額(円) 決算額(円)

4，762，370 4，762，370 

三二4;762，370 4，762，370 

経常

改善
時期



様式1号(事務事業評価)

回三日
rj噴!3(基本事業)

公営住宅の整備と適正管理

住宅管理係建築住宅課、平成27年度事務事業評価シート|課・局面室・所得)1

ギ|市住(萩原団地1号棟、神帆団地D棟、古開作第二団地

主 I~湖、同H槻)にある昇降機の安全性を維持するた
概|め、定期点検を業者委託(年間契約)において行う。

要

歳 γ 入:、 予算現額(円). 決算額(円3

員調向オf割合

国庫支出金

県支出金三「

地方債ミ

訳 その他士二

ー般財源 4，992，192 4，944，240 

j三合計 γ 4，992，192 1. 4，944，240 

歳E 出 予算現額(円) 決算額(円)

設備保守委託料 4，992，192 4，944，240 

支

出訳向

合計: 、4，992，192 4，94.;4;2110 I 

Iス工数{人役)1よ再葺E両n
10.11  576，8501 

ー

経常算二概一一、
番
具
一

件人

一
活動指標または成果福覆

…口
H
…

…nU
…
 

…コnb
山

…A“吐I
…

…
1
上
…

+
t‘
目
目
目

日口
HHH
日

…ハ
U

…
…ιU
…
 

…A日吐A
…

"

4目
ム

"

1 I遠隔監視延べ日数

2 

3 

一
妥
当
性

目的の妥当性 |妥当である

自治体聞専の妥当性|妥当である

対象f受益者)の妥当性| 妥当である

l目標達成度 三 r

有1一三…・ 舎 U';;';"I:J.:.:;...I 
二効圭|類似事業の存在 1存在しない
¥性 fU" 二民 一 :.....1

|上位施策示の貢献度l貢献している

実施孟体の適正化r、三cl適正である
効 f"川川.. 一.よムλ「一‘
f率:三二|憂憂j益者負担の適正{化EI適正である
王性 l 吾主詰T 百 i 

lコスト効率一二三 九 | 適正である

課題

今の向方性後ι 計画どおり事業を進めることが適当 時改期善

... 

三特記
三事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局居室冒所(係)I 建築住宅課 建築係 匹[KJ

歳 出 予算現額(円j 決算額(円) 歳三三入 予算現額(円] 決算額(円)

工事請負費 17，000，000 13，125，240 国庫支出金

財 県支面金 4

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財源 17，000，000 13，125，240 

士合本 計」 .17~QOO~000 13，125，240 4回』 言十 17，000，000 1~U2~~2AQI 

| 一三白概算 ，-1人工数(守~人件烹羽 |三宮支見|無|匝同| 一般 | 臨時

? τ二「 動指標または成果福覆

1 I取替ポンプ数

2 

3 

I I目的の妥当性 |妥当である
妥 1.:..竺…~..................... ...，.... ...1 
{当 l自治体関与の妥当性 1妥当である
性---1.，.'...........;....，...........;.，:.."..;.1

|対象(受益者Jの妥当住| 妥当である

|目標達庫度三 、

有 1..・H・-町内山戸主..~..........・J・....山・I

効 |類組事業の存在 |存在しない

そti雨量二副長|説こぞみ|
三 -1実施主体の適正~i~~fl 適正である

= 効 lトト.. 川山…….. 叩山.. 川….. 川.. 司……'-'0'ト.... 川川..ら白‘h一‘jι示吋一戸刊山一ヲιj一ぷム…ぷ;雪ぷ丙;

| 率 |畏益者質彊の適正化 l適正である
性 h・ャイ…山 ・ l 
_1コスト効率 1適正である

H25 

.レ
取り替えの緊急性のあるものが他にも3基あり、計画的に取り替えていく必要がある。

r 

二課手三笠吾題宮士三、

、今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

毎f年度 予 時 越 事 業

ャ改時善期



様式1号(事務事業評価)

匹仁日住宅管理係建築住宅課平成27年度事務事業評価シート|課唱・室M所(係)1

ー|定期点検(法定点検)において不真吾I万が弱すぎて閉
霊|まりきらない、閉まってもすきまがあるなど)が報告されて
嘉lいた。緊急性のあるものから順次、改修していく。

要

歳入J三 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金ご
源割

地方債三
訳内合， 

その他

一般財源 1，846，800 1，846，800 

合 計二 、 1，846，800 1，846，800 

歳 T 出 予算現額(円) 決算額(円)

d 工事請負費 1，846，800 1，846，800 

支

? 内訳出 よ

J ご.ロA. 言十 1，846，800 c 1，846，800 

臨時団一
|人工数(人役)1人件費(円)I 

人件費概算~三三 1 0.21 1，153，699・

活動指標または成果指標;三

1 I改修した防火戸の枚数

2 

3 

~~ J I目的の妥当性 I妥当である
守妥:ド川H・M・..... 一三号!
主r 当 11自治体関与の妥当性、|妥当である
叫い.......・H ・.....;.................-........1

| と一一 |対象〔時者ゆ翠当性| 妥当である

|目標達成度三」九 I i逢童成している
有 lト...ミ手丙....ふ:λ-ふぶiι..丙ιJ
効!I類似事業の存在 |存在しない
性 Iμいらら..一.

|土位施策への貢献度I貢献している

|卜三__ I実施主体φ理E一t記TI 適正である
文泊〉 ト・・・・坦竺戸言，-.n-'-'示 γ ，........1 
率 |受益者負担め適正化|適正である
与性 cf.，;';:';弘山・…山山....・P・.....が・|
三コスト効率、; 三| 適正である

27年度工事の2枚をもって、不具合とされるものはなくなったo

」三手事τ題=も

今の向方性後 事業の終了 、改時善期

..... 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課買局室・所(係)I 建築住宅課 住宅管理係 rNol 16 I 

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入い 予算現額(円)|決算額(円)I 
工事請負費 1，026，000 1，026，000 国庫支出金 γ 二

?事

財 県支出金
源割

地方債
内合
訳 その他三

一般財源てムご 1，026，000 1，026，000 

合 言十ご 1，026，000 主ご 1，026，000 合計 1，026，000 1，026，OQO 

人件費概算ん 一般 臨時

竺三-活動指標または成果指標 H25.. •. I H26 

1 I復旧した防水シートの面積

2 

3 

" ，目的の妥当性三 |妥当である
=妥トH・M・...一…，-.~..・-一一 l 
言 I;~湖周与り妥当性|妥当である

J 三|対象(受益者)の妥当性| 妥当である

主主持成度 ，Xd 
三姐 |類似事業の存在三よ|存在しない
:性ト ぎ弘，.;，:....1

上位施策~if)貢献度|貢献している

二実施主体の遁正化 I適正である
J 効二手足一戸 山 ヤ二l
率 '1受益者負担の適正化 1適正である

三性 i ょ元三 .~.i.;...1

コスト効率2三三 三 I適正である

.... 

事業の終了

建物総合損害共済災害共済金の対象となり、 135，000円が28年度の歳入となる。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課E 局面室?所(係II 建築住宅課 建築係 回二口
コ大項目l政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

住宅リフォーム資金助成制度

官 lリフォームを行う民間住宅り所有者に対し、山陽小野田|対象|自らが居住する家屋のリフォーム工事を行う家屋の所有者
事|市住宅リフォーム資金助成金交付要綱に基づき助成金を1，'，.. -.-1 

概|支給する。助成金の額は工事費の川、限度額7万円|手段|市広報紙等で広く募集し、工事完了後、助成金を支給する
要|で、市内業者の施工によるものに限る。

歳 出 予算現額(円) 決算額〔円) |二二包歳 入 〆 予算現額(円)

子云主官弘去ー二両主由之訳h 壁三三一匹一

住宅リフォーム助成金 10，000，000 10，000，000 国庫支出金

財源向 割合
県支出金

地方債

訳 その他

ィ一般財源三三 10，000，000 

三合三 E十 ご 10，000，000 10，000，000 合計 10，000，000 
E . 温風 d . hL .. -

|人工数(人役)1人件費{同)I I交付税 I4DL I 1"ムーι一戸|
J I 1叫抑

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 戸ミl二1-125 十三 H26 I I H27 1目標 l

I I I I I達成
1 1助成件数 I 173件 I 170件 I r 173件 l度九

2 

3 

妥 目円目問巴担聖笠霊型当笠草些一ニ子一ト......‘-''"';-....，;;.....，..，;.;.~''I

当 |自治体関与の妥当性|妥当である
性èf;;;.;;._.~主主 ふζ|

| 三回事(受益者)の妥当性|妥当である

|目標達成度

:i|持労使;;;[::555:::12今今日明日村1511f弘子ljjill三ij:::
|よ位施震へJの貢献度|貢献している

三|実施主体の適正化 |適正である
:効[......;;..........;.....:.....:..........，..1
率|受益者負担の適正化|適正である
性 卜…ー"ケ・山川【 d

γ|コスト効率 = 適正である

ぞ課三題? 

、

.. 
今の後方

計画どおり事業を進めることが適当
向性r

特記
事項、

改時善期

決算額(円)

10，000，000 

10，000，000 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課E 局室・所t係)I 都市計画課 管理緑地係 匹[IJ

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

一日計画名

公園・緑地維持管理事業

公園、緑地及び街路樹世 E公園(58カ所)及び緑地(5カ所)について、清掃、草刈り、

芸|勢定、消毒、施設点検、補修、受付等の維持管理運営を
概|行う。(指定管理者等への業務委託を含む)また、街路樹
要lについて、費定等の維持管理を業者委託する。

手段|公園、緑地、街路樹の維持管理を指定管理者や業者に委託する。

意図|公園及び緑地の安全確保と快適な公園環境を整える。

歳 出

報償費

= 主出訳両{正h 

需用費

役務費

委託料

その他

AEb ヨ 言十占

人件費概算

予算現額(円〉 決算額{円)

12，000 8，000 

10，998，244 10，998，244 

2，950，756 2，443，459 

113，330，360 113，210，670 

852，000 741，062 

128，143，360 127，401，435 

l人工数I人在Jl~人件費(円11 I 
1 1.71 8，918，7321 

活動指標または成果指標

1 1江汐公園の来園者数

歳入

国庫支出金

財 県支出金一

-~内原 割合 地方債ム

訳 その他

一般財源

¥ 

JEbヨh 計

22，000 1 20，000 

21竜王山公園オートキャンプ。場の有料施設利用者数 I 18，956 I 20，061 
86% I 100% 

3 

十 |目的の妥当性 |妥当である

予算現額(円)

128，143，360 

128，143，360 

-・・・・・・・.................... 、

5 I:~:~~~~~:与妥当日:記長:12HH42211三千子宮百三五................
l 対劃呈益者)の妥当性|妥当である

二|白標達成度 三7 壬ご I概ね達成している

有 1..，...:・F・p・.......................一|

効 l類似事業の存在 一|存在しない
性ト…・M ・M ・.............................1
1上位施策への貢献度 1:貢献している

17|実駐誌の適正化 |適正である...!.. .. -._i，.-・.• ・....・正・・・._....o..!.-...._...-..-.._.I
率 |受益者負担の適正化|適正である
性 f.....;.....・H ・.....，.........:.............，

|コス ト効率， 適正である

..... 
維持管理を行っている公園等が63ヶ所と多く、老朽化も著しいため、維持管理費が増加していく可能性が両い。

今の方後

向性

特記
事項

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

決算額{円)

127，401，435 

127，401，4351 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局 E 室・所得)I 都市計画課 管理緑地係 回ココ
J 大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり
~~計画名

開設公園維持管理事業

、歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 三歳入 予算現額(円) 決算額(円)

積立金 15，000，000 15，000，000 国庫支出金

支 財 県支出金
出

内
源割

地方債
内合

訳 訳 その他

一般財源 15，000，000 15，000，000 

二合 計 15，000，000 15，000，000 ~ 計 l' 15，000，000 15，000，000 

人i骨概算 二I 0叫 肌叫|算入三|無 II会計種別| 一般 | 臨時

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 I H25 I H26 I I H27 l目標 l

I 15，000，000 I 30，000，000 I I 45，000，000 1達成

1 I積立金額の合計(円) r i5，O()()，()OO 1 30，000，00() 1 r 45，O()()，()O() I 度

100% I 100弛

2 

3 

目的の妥当性、 妥当である|今後、長期間にわたって維持管理を行うには、多額の修繕費や改修費が必要となる。

i!?;持該当日:22152:12H持;21ili房長安定二:::::
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

目標達成度 I達成している|予定ど、おりに積み立てられている。
γ 入有 1....'...，.....:..........，...................1 

主l空白知;~r:....，......1 存在しない
|上位施策への貢献度|貢献している

|実施主体の適正化 r 三|適正である
効 f;.....................;.......;..........'..1
三率， 1受益者負担の適正化|適正である
性f..}.....，.;，::::.;........:..，..:...........1

コスト効率 I適正である

課題

.. 
今の後方

計画どおり事業を進めることが適当
向性

l' :if.1 
改時善期



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課E局・室・所得)I 都市計画課 | 都市整備係 匹I5 I 

f 歳出 予算現額(円1決算額(円)

支出

委託料 11，684，640 11，684，640 

;内
訳

合計 11，684，640 I . 11，684，640 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
内合
訳 その他

一般財濡 11，684，640 11，684，640 

合計 11，684，640 11;684，640 

i 活動指標または成果指標

lス工敦τλ在)1人件費(円)I I交付税 1_1 長一一一1
エ三よ件費概算、 I 0刈 肌 3叶 | 算大|無 II会計種別| 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率

H26 I I H27. I目標 l

達成
度

経常

1 I費定木の本数 705 666 

H25 

2 

3 

l目的の妥当性一 |妥当である
妥 1..川i........-..-.……-…......1・...
当ーーァ|自治体関与の妥当性| 妥当である

竿陥i員長雨量言語|込342心

|有 l.~宇黒字 ..............1
効 |類似事業の存在 | 存在する
性 ..1..:..........;......:...".:...，............1
51土位施策バの貢献度 l貢献している

l'よ|実施主体の適正化 |翌ね適正である

率 i受益者負担の適正化|概ね適正である
，性 1..・H・..…............;...，..............1

二て|コスト効率 1概ね適正である

予算不足により、街路樹の適切な管理が行えないため、苦情は年々増加傾向にある。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めるととが適当

改善

向性
時期

.. 

配一



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室置所(係)I 都市計画課 管理緑地係 匹LIJ
大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

一一計画名

.....1有帆緑地l士、現在、最終処分場と緑地公園として利用L
芸|ているが、最終処分場の埋め立てが完了した後は公固と
山|して整備する予定である。 平成13年度から平成32年度までの20年で償還する。
霊|建設費の仰

l成3ロ2年度までの2却O年でで、償還するo

歳出す 予算現額(円) 決算額l円) 歳入 J 予算現額(円)

負担金、補助及び交付金 141，055，000 141，054，488 国庫支出金

l 支訳出向

財 県支出金
l源割

地方債内合
訳 その他

一般財源 141，055，000 

d回b‘ 言十J 141，055，000 141，054，488 Aロ. 言十 1.41，055，000 

人件費概算 |人工数(淵瓦TtZ||野|無|同問| 一般

活動指標または成果指標 I H25 I H26 

2 

3 

目的の妥当性 妥当である|有帆地域の環境の再生と保全に寄与するものである。
3 妥、 t.，・H ・-…・・….......・H ・..……・.，.............................，litz関与の 主性 |ー る|搬は…ーであるーペ f;......;;:.:........;;....;.................I.............................1 

|対象L受益者)の妥当性|妥当である|環境の再生と保全に寄与するものである。

|て， I目標達成度ご
有トH・M ・..ι，......:....................，
効 |類似事業の存在 |存在しない
性トM・M・................，.....................1

|上位施策への貢献度|貢献している

で|実施主体rの適正比二三|適正である
効 1..・H ・........“日::.:.."，，;...，....，.;.1
率 l受益者負担の適正化|適正である
性d ト....・H ・-…..........:.........".......1

|コスト効率 1適正である

課題

... 

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

l特記

事項

改時善期

決算額(円)

141，054，488 

I 141，054，488 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課E 局・室育所(係21 都市計画課 計画係 匹仁日
中項百{施策)

公園・緑地の整備・保全

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

都市公園施設整備事業

事|山陽小野田市公園施設長寿命化計画に基づき、今後進展する
業|公園施設の老朽化に対する安全性の確保、機能の確保及びラ l 

相|イフサイクルコスト縮減の観点から健全度がD判定1緊急度高)・cl手段|公園施設の劣化状況に合わせ、更新や補修を行う。
芸|判定(緊急度中)となっている公園施設のうち重要度・利用度の高1----1

I¥-、施設の計画的な更新・補修を行う。

歳 出 予算現額(円)ご決算額(円〕

委託料 2，592，000 2，592，000 

工事請負費 13，205，000 13，204，890 

4E』3 計 15，797，000 15，796，8901 

歳 入 ん予算現額f円) :決算額(円)

国庫支出金 50% 6，790，000 6，790，000 

肉源訳酎巳二:割音
県支出金

地方債 .1/2 x 0.9 6，100，000 6，100，000 

その他

一般財j原 2，907，000 2，906，890 

合 計 15，797，000 15，796，890 

入件費概算
l人工数(入役)1人件費I同)I I交付税 1-'=' 1 1 ..o..~_j_ 'ti"C ，' 1 
| 0.31 印刷~ I 算入 |有 II会計種別| 一般

※上段:目標中段・実績下段:達成率

直τー1 I H27 1目標

達成
度

活動指標または成果指標 H25 

1 1浜河内緑地トイレの改修

21小野田中央公園体育館屋根の改修

31その他公園施設の改修 …
了
一
側

…
白
河
一
叩

目的の妥当性 |妥当である|公園施設の長寿命化を図るためであり、妥当である。

臨時

妥 t..・M・-…・....山・M ・M・.......・M・.......，.............................，

当 I自治体関与の妥当性|妥当である|市管理の都市公聞であり、妥当である。
性1-.・H ・-…........・H ・...……..1.............................1

対象(受益者)の妥当性|妥当である|市全域の整備であり、妥当である。

三二ミ三旧標達成度 γ l 達成している
:有 F:;..~'.;:.~; ぷ:.. ，........1 
効 |類似事業の存在 l存在しない

F[:t伝説副長雨|長瓦石三|記長不説示通嵐長副許証言ろみが五;
1実施主体の適正化 |適正である|市が主体で実施すべきであり、適正である。

劫 4三Cl宅ド宅示i一主忌-ιμ......竺....υふP
率 |陣受益者負担の適正化| 適正である|社会資本総合整備計画に基づき補助率lν/2の国庫補助金により弘、適正であるo

性 |トトト.“山…….. 山…….. 山.. 山....……….. … .. 山…….. 山…….. 山.吋山…….. 山…….日山.吋山.. 山…….. 山.“山.“...…….. 山…….. 山.. 山..，….. 川戸

l』コスト効率 1適正である|全国的な傾向であり、適正である。.. 
課題

直;

計画どおり事業を進めることが適当 I~:I 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局室ー所得)1 都市計画課 管理緑地係

糸根地区公園松くし、虫防除事業

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

委託料 416，000 380，160 国庫支出金

支出

内

財 県支出金

源内 割合 地方債ミ

訳 訳 その他

デー般財源 416，000 

τ 合ニ計 416，000 380，160 ぷロ』 計 416，00.0 
-a  AML  ~ -1 d 円、 E E aa上冒富島 r 、

一般

活動指標または成果指標 H25 H26 

20 I 27 

1 1注入木の本数 20 27 

100% 1 100% 

118 1 118 

21生存松の本数

3 

目的回妥当性 i妥当である|松の維持管理を適切に行う必要があるため、妥当である。
妥 1，;;，，:ぃ…九γH・M・...・M・H・H・...・1.............................1
当三|自治体関与の妥当性|妥当である|松の維持管理は市がすべきであり、妥当である。
性二}片品目P…..............…H ・H ・.1.............................1
J三二|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|市の指定文化財であるため、妥当である。

|三号 l.~性慢性 ;.;;:....u空P.T.:ピ
効 l類似事業窃存在 1存在しない
性b-....;:..~..:.ι.， .1

|上位施策への貢献度|貢献している

:す|望号さ??空~~~~;j..1 子会三院でさf*lim三行k~ ， 手.E???
率 |受益者負担[の適正化|適正である
性 ト・・.-ーらよ"・.................山 1......・H ・-…・・…・…・・l

回三日

決算額(円)

380，1601 

380，160 

経常

|コスト効率 1概ね適正である|松くい虫防除業務については、見積入札により業者委託しているため概ね適正である。.. 
課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

糸根公閏内のクロマツの成木の多くは、市指定文化財である。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・骨室・所.c係)1 都市計画課 計画係 匹DD

事 I~山陽小野田市緑の基本計画J に基づき、長期未着手と
~Iなっている公園の必要性等を検討・見直しを行う。また、
毒|供用している都市公園や風致地区について整合性を図|手段|都市計画決定している公園や風致地区を見直す
要|り、機能の集約化や統廃合を検討・見直しを行う。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

支

訳出向

、合 z 計 。 。
ー.. I • ".司、 . .. ，、

人件費概算

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金、

財 県支出金
j原割

地方債
内合
訳 その他

一般財源

合三百十 。 。

、活動指標または成果指標 I 二 H25 H26 

案作成
…
了
…
%
一
成
…
了
…
%
一
成
…
了
…

…
完
…
∞
一
作
…
完
…
∞
一
作
…
完
一
蹴

…
1
一
案
…
…
1
-
案
…
未
…

111山陽小野田市緑の基本計画Jの策定

21都市公園の見直し方針の作成

31風致地区の見直し方針の作成

一般 臨時

目的の妥当性 ，二|概ね妥当である|都市計画の推進に寄与するものであり、妥当である。
妥}・.................ー“H ・H・-……寸 l
当 |白治体関寺存iのの妥当性| 妥当である|結の基本計画は市が策定すベきであり玖、妥当である。
性 lトい"………….目……且日…………..……..……..….日......

|対象t受益者)の妥当性| 妥当である|市全域の緑に関するものであり弘、妥当であるo

E目標達成度 |概ね達成しているE

有 t...................，.........................，
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 f...........................;.......;;..'，...'.1

上位施策への貢献度|貢献している

効 f雪貯????lFf空~....1ザ.主伝子Ffft?h望.号、十三:
率 I受益者負担の適正化|適正である
性 |ト卜トト"………….. 山….“………….“山….町川….. 山....……….日山…….. 山….. ….. 一一…一"………….竺一!一一一.肉山…….. 山山.日川山.日山...日……….. 山…….. 山….. 山.. 山…川.. 川山小…川Eり山円川.. 山…….“山….. 山….. 

コスト効率 |適正である l::zコスト高は全国的な傾向であり、適正である。

• 風致地区の見直しについては保留とし、小野田楠企業団地の地区計画の見直しを優先的に行う。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

L11 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課a局百室?所(係)I 都市計画課 都市整備係

支
出

内
訳

歳 出

委託料

会す計

中項百〔施策)

公園・緑地の整備・保全

予算現額(円) 決算額(円)

2，840，000 2，754，000 

2，840，000 2，754，000 

lA.I薮I瓦在)1人件費(円>1
:1 0.051 288，4251 

樹木の適切な管理を行う。

歳入

国庫支出金

財覇内訳 割合

県支出金

地方債三

その他一一

一般財源

AEb3 • 計

交付税
算入 凶

若覇指標または成果指標 乙L三H25

1 1テングス病に感染した樹木切除の処理本数

2 

3 

予算現額(円)

2，840，000 

2，840，000 

目的の妥当性 |妥当である|公園内の樹木管理を適切に行う必要があるため、妥当である。
妥...~.;.~.・..・ i…川・?・........…+..・H・....・ ・・・....+

当てtl自治体関与の妥当性|妥当である|公圏内の樹木管理は市がすべきであり、妥当である0

1 ・対象(受益者)ーの妥当性| 妥当である|公園利用者の安全性に寄与するため、妥当である。

目標達成度 」ス|達成している
有 1...............................，..;;.;......1
効 |類似事業の存在 |存在しない
性-h-;...........;...，....，.......，~...........I

|主位施策合り貢献度|貢献している

l実施主体の適正化 1適正である
効 }…H ・H ・-川町山山............;.';.，..1
率 |受益者負担の適正化!適正である

三 性 }トトト.日….リ...……….. 山…….. 山.. 山..勺円川.. 山….. 山….. 

|同コスト効率主 t正 1概ね適正である

課題

.. 
今の方後

計画どおり事業を進めることが適当
向性

改善

時期

匹1 27 1 

決算額(円)

2，754，000 

2，754，000 

臨時



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局直=所(係)I 都市計画課 管理緑地係 回二日
大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

都市緑化推進事業

手段|イベントによる啓蒙活動の実施や会員への百木の配布などを行う。

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

負担金、補助及び交付金 160，000 160，000 国庫支出金

支 使用料及び賃借料 159，000 123，960 財 県支出金

喪踊商主品割至主急
地方債

その他 r ニ

一般財源 r
319，000 

dロ』 計 319，000 283，960 合計、 319;000 

人件費概算 |人工数(人間人空間|官lI無|同問1一般

活動指標または成果指標

11苗木の配布数

21緑化推進協議会の加入件数

3 

目的の妥当性 |妥当である

H25 

2，300 

2，338 

H26 

2，300 

1，858 

102% I 81% 

15，000 I 15，000 
15，692 15，164 

105% I 101% 

5 .I:~:~~:~~#.:~:~~~:~:t::~~:~~~::t~~~待相手R11所持汚;:::
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

|目標達成度 |概ね達成している
三有1-';.山ー ュl
?効寸類似事業の存在 三|存在しない

在日弘二伝説長|言語CE;;よい伝説子五日:芸員長員長以
l実施主体の適正化 |適正である

二効=ド..ぷ・1・ぷ4・" が | 

| 率 |受益者負担の適正化|適正である
性 |ト卜.山......…川.一{

1::::(コスト効率 | 適正である

課題

.い

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

1:;: 
改善
時期

決算額(円)

283，960 

283，960 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局室・所(係)I 

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

一日計画名

事|平成26年度に国土交通省により、今後10年程度を目途
業lに汚水処理の概成を目指した各種汚水処理施設の整備
概|計画の策定と実施が提案された。本市においても計画的
要Hこ汚水管渠整備を推進し、普及率の向上に努める。

歳 l 出 予算現額(円)

委託料 24，231，960 

三F 両重出
工事請負費 560，939，506 

補償費 35，067，892 

訳

dEb3 • 言十 620，239，358 

人件費概算

二?活動指標または成果指標

1 I管渠整備延長

21普及率

3 

決算額(円)

24，231，960 

560，939，5061 

35，067，892 

1620，239，358 

H25 

2483m 

51. 70% 

下水道課 工務係 回三日

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金 祉企質本軍個卑合主付金 249，832，320 249，832，320 

財 県支出金
源割

地方債 346，300，000 346，300，000 
内合
訳 その他 受益者負担金 6，103，812 6，103，812 

一般財源 繰入金 18，003，226 18，003，226 

A口6. 計 620，239，358 620，239，358 

臨時

3029m 

52.00% 

目的の妥当性 | 妥当である|汚水管渠整備は住環境の整備と公共用水域の保全を目的としており、妥当であるo

J 妥トH ・H・...……..………...，.............................，

言|自治体関与の妥当性|妥当である|公共下水道施設は市耀備すべきであ日当である。

|ァ|対車(受益者)の妥当性| 妥当である|公共下水道の未整備地域における管渠整備であり、妥当である。

」目標達成度ー
有 ι}….，.....・..・日・... 二 ち l 

効 |類似事業の存在 r三三|存在しない
性|与、 l

上位施策への貢献度|貢献している

ユ I実施主体の適正化 |適正である l公共下水道施設の整備は市が主体で実施すべきであり、妥当である。
効………ん，........" .~.・...，.............................，

率 |受益者負担の適正化|適正である|汚水管渠整備は受益者負担金の対象事業であり、妥当である。
性 1......…………山・ ...:~;......I.........._.................I

課題

今の後方 イ

向性 J

Iコスト効率 |概ね適正である|工事費用が高額であるが全国的な傾向であり、概ね適正である。.. 

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

26年度からの繰越工事請負費360，717，226財源は国庫支出金181，462，000地方債161，486，800一般財源
17，768，426 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局官、所(係)I 

主l管渠の詰まりを解消するための清掃や汚泥引抜き、管渠

議|の老朽化等による破損の補修、路面陥没の復旧、管渠の

要|点検を行う。

歳出

需用費

支
|出

内
訳l

三 A 計I=l 

人件費概算 」

予算現額(円) 決算額(円)

5，027，316 5，027，316 

5，027，316 5;027，316 

|人工数(人役)1人件費(円)1 
|o吋 2，364，0171

活動指標または成果指標

1 1重要な幹線の点検延長

2 

3 

下水道課 維持係

下水道管渠維持管理事業(汚水)

下水道管渠

下水道管渠の点検、清掃、修繕

歳入 予算現額(円〉

国庫支出金

財 県支出金?
源割

地方債
内合
訳 その他 使用料 5，027，316 

一般財源

ぷE』3 計 5，027，316 

，目的め妥当性 |妥当である|下水道管渠は下水道施設であり、妥当である。
妥 L..~.川........…………山山1.............................1

匹LiiJ

決算額(円)

5，027，316 

5，027，316 

経常

当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|下水道法に「下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものとするJとの規定があり、妥当である。
性}…H ・M ・...….....・P・.....…・…ト........................1

'対象(受益者)の妥当性| 妥当である|処理区域内の生活環境の維持を目的とするものであり、妥当である。

|目標達成度 |概ね達成している
有 1・H・H・-…，;;;:.u.:.::...，...............1
効 |類似事業の存在 " .1 存在する
性 }・|

|土佐施策への貢献度 l貢献している

l'闘主体の 迫 田 じ |適正である|下水道施設の維持管理は市が主体で実施すベ向り適正である。
ごr効 ト…・山ー山元 "司 H・H・H・…1.............................1.

率 |受益者負担の適正化|適正である I施設の維持管理は市の負担で行うものであり、適正である。
性トH・H・....-....・H・u………十戸1.............................1.
ー|コスト効率 三 |概ね適正である .. 

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|謀E局室冨所(係)I 維持係

事|国の指導により、重要な幹線と30年以上経過した管路の状態を
嘩|確認したが、供用開始当初に整備した合流区域のマンホーノレ蓋
=1とステップ、市内に3路線存在する圧送管の空気弁とその吐出部
芸|の下流の管路及びマンホーバンプが硫化水素で腐食している

lことが判明した。今後、それらを計画的に補修する必要がある。

出 (円)

一一支出

=内
訳

合 マ計 。

下水道課 回三日

管渠の維持管理による快適な生活環境の確保と水質の保全

士二歳 大 予算現額{円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
内合
訳 その他

一般財源

合計 。 。
人件費概算 |人瑚tT;l 人間~ F官J-~-l ~会開'Jl 附

活動指標または成果指標

1 1長寿命化計画策定

H25 H26 

基本調査

…
了
…
叩

…
ゥ
ヨ
叩

21長寿命化詳細設計

31長寿命化工事

妥 |守的円当性 y.....J妥当である|対象施設の機能回復が目的であ日当である。

当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|下水道法に「下水道施設の設置、改築は、市町村が行なうちのとする。」との規定があり、妥当である。
寸性 1..........:......................:..;.......1.............................1 

対象(受益者)の妥当性|妥当である|下水道管渠施設の改築・更新が目的であり、妥当である。

目標達成度 ャ |検討が必要
-有}示 i 三，u.......;.::....1
J劫 |類似事業の存在三斗二|存在しない
性~;..........;，..;::;;，;:;.;...::.i.~..-....;.I

上位施策への貢献度|貢献している

.実施主体の適正化 I適正である|公共施設整備は市が主体で実施すべきであり、適正である。

率三|受益者負担の適正位|適正である|施設整備は市の負担で行うものであり、適正である。
性 .……. ……...山…川川.“山…….凶山…..山......ム山山…......“山…川..山川..川ι..ιムぶ晶正戸....…川..竺←E

コス卜効率 I 適正である|長寿命化計画を策定し、計画的に改築・更新を実施することで、修繕費を圧縮できる。

.... 
交付金の内示額が例年より20%少なく、予定していた詳細設計を中止した。今後については、 28年度に詳細設計を実施し

たいと考えている。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

特記
事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)1 下水道課 管理係 匹OD

事|下水道法では下水道整備後3年以内の水洗化が義務付
業|けられているが、様々な理由で未接続世帯がある。事業
概|の投資効果を高め、使用料の増収を図るため、接続率を|手段|未接続世帯同し、文章の送付や個別訪問により水洗化を促す。

要|引き上げることが重要である。 1音問|水洗化率の向上により使用料の増収と公共水域の保全を図る。

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

支出

内
訳

盟尉訳丙七三τ 割音

県支出金

地方債

その他

一般財源

合計一一 一 01 0 合計 。
^件費概算 |人工数(人?;|人τ弘II習っ無 II会計種別|特会仔水)1

活動指標または成果指標 H25 

1 1お願い文書の郵送数 ，..…・65逼 "T・a?1逼 .. 

65件 1 71件

21未接続世帯の接続数 10件 1 11件

15.4% 1 15.5% 

3 

目的の妥当性 妥当である|事業の投資効果向上のため、妥当である。
J 妥 t.....・…・ヤH・H・円….............1….........................1.
当 r自治体関与の妥当性|妥当である|公共下水道事業の投資効果を向上するための事業であり、妥当である。
性'.，1-...:.…二....・M ・.;.• ，.;:..................1 ・・ 十

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である l処理区域内の生活環境の向上を目的とするものであり、妥当である。

1目標達成度 |達成している
二有 ト…・・作・H・H・-… :....:.....1 
二効 |類似事業の存在 1 存在する
性 1，.......・1……':，.;，::.;..，..:，:...;.-.:....1

|上位腫策去の貢献度|貢献している

JJ.J.一帯主1*0)再空，'.1空CT2|:?????士??:?主主役今Tう主主1]，雪主主任
、率 |受益者負担の適正化|適正である
性 }卜卜.日一……….. 山……….. 山…….. 山….. 山...…….. ….一一よ一.一……….. 山....…….. 一.瓦...……….. 山….. 山..… "ん7

I:::Jコス卜効率主 1 適正である|郵送費用が安価であり、適正である。.ト
今後、個別訪問等も検討が必要である。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

経常

。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課 a局・室・所(係)I 下水道課 維持係 匹1 14 1 

事|生活排水の適正な処理と生活環境の改善には、宅内から
盛|の排水を適正な構造の排水設備によって排出し、排水設

事|備の誤接続や無断接続を防止する必要がある。そのた
要|め、設計図書などを厳正に審査し、現地での完了検査に

'より適正に施工されたか確認する。

歳出: 予算現額(円) 決算額{円)

;訳主副同三f 

合計 。 。 。
エ数(人役)1人件費(円)I I交付税 IAm: I 1..2 二 I ~.A_/--r _l...\ I 

;人件章概算二 三1 1.11 り;;'，;~61 I 算太 |無 II会計種別|特会(下水)I 経常

活動指標ま正直麗栗指標 F H25 

(随時)
H26 

(随時)

1 1完了検査件数
同・・・・・・・・2"ii9f平…T........2I9{;手......

2 

一3

目的の妥当性 妥当である|排水施設は下水道施設で、あり、妥当である。
妥 ト・............~..・・H・H・.....・山H・H・ .1.............................1

当一|自}台体関与の妥当性i妥当である|下水道法に「排水設備の検査は、公共下水道管理者が行うものとする」との規定があり、妥当である。
性}…・1・…H ・H ・…......…一........・I・H ・..........・H ・...........1

|対象C受益者)の妥当性|妥当である|下水道使用者の排水施設の構造を確認するもので、あり、妥当である。

-目標達成度
有 f十.. 山….. … .. 川.…….. 山….“山.川.........................:......1
効 |類似事業の存在、 |存在しない
性 lγi
、¥上位施策への貢献度|貢献している

|実施主体の逼主化 | 適正である|下水道法に「排水設備の検査は、公共下水道管理者が行うものとする」との規定があり、適正である。
;効 f...:u・叩・'"!'''…司聞H ・H ・，o".・M ・..1...・H ・...・H ・..…・........1.......
率 |受益者負担の適正化|適正である
性 l…………1…..0..;...，.......，......1

| 争I::Jスト効率 =γ | 適正である

--
課題

今の向性後方 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

業
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記
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事
一



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 

事|低地にある家屋の汚水排水は、自然流下式では不経済となるた
嘩|め、個別にグラインダーポンプを設置して直近の下水管まで汚水

下水道課 |山陽水処理センター| 匹I15 I 

孟|を圧送している。現在、 22箇所にポンプを設置しているが、定期|手段|直営により修繕・監理監督、民問委託により保守管理を行う。
童|的な保守管理を実施することにより、事故を未然に防止するとと

lもに、長寿命化を図りライフサイクルコストを縮減する。

1 歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 1，054，150 1，054，150 国庫支出金

二二支 財 県支出金
出
内

源割
地方債

肉合
訳 訳 その他 使用料 1，054，150 1，054，150 

一般財源デー

、合計 1，054，150 1，054;150 L 合:計 1，054，150 1，054，150 

1-二三時時三 I一一一 n~~1 n";~'，~;()1 I-;x._'k I無 II針種別特会刊| 経常

| 活動指標または成果指標 H25 1 H26. 

O件 1 0件

1 1ポンプ不備による排水障害発生件数 0件 1 0件

100% I 100% 

2 

3 

目的の妥当性 妥当である|低宅地の下水の排水を行うことが目的であり、妥当である。
妥 t..，・-…・…....………...・，.............................，
当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|下水道法に「下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものと寸る。」との規定があり、妥当である。

主|岩見-布伝説|妥当である|対象は、低宅地の下水の排水を行うポげであ日当である。

I~HI~.~!~長........:..:.1門町三I.~~な竹竺!?!???55三tff:??!?開校三:会
効 |類似事業の存在 |存在しない
性f:...・H ・................ ..;.，... ~............I 

|土位施策への貢献度|貢献している

|実施主体の適正化 I適正である|保守については民問委託しており、適正である。
効 f;..;:~.・H ・......・M・....・H・.....門町1.............................1

率 |受益者負担の適正化|適正である|維持管理は市で行うべきであり、適正である。
性 l川'.......……山………，.............................1

1 1コスト効率 適正である|維持管理業者と複数年契約することで、コスト縮減を図る。.. 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

I =~ 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所得)1 |山陽水処理センター|下水道課

小野田水処理センター整備事業(長寿命化)

匹O[J

事|小野田水処理センターは供用開始後34年が経過し、経
業l年劣化による機能低下が顕著になっている。これらの機
概|能を回復させるため施設の長寿命化・改築・更新及び未
要|整備施設の整備を行う。

手段'"1事業計画に基づき施設の長寿命化・改築・更新及び未整備施設の整備を行う。

83，468，960 83，468，960 

予算現額(円)1決算額f円)歳出 予算現額(円) 決算額(円)

工事請負費 156，738，400 156，738，400 

訳支出内

委託料 2，985，120 2，985，120 

合寸 言十 I 159，干23，520 159，723，R20 

薦人

I国j輩支出金 |替措帽開会副会

財 |県支出金
源割i
内合|地方慣‘

訳 .1その他 主|受益者負担金

一般財源 |繰越金

68，600，000 

}，419，760 

234，800 

合計 159，723，520 

l人工数(人役)1人件費f円)1 1交付税 I-i::::- I I ..6..-:.L~=I;UI I .*-:1:......6... 1-r.....L-¥ I 
人件費概算 I 0叫 4，459，3叫 三一算XJ有 1 1会計種別|特会(下水) I 臨時

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 1 . H25 1 H26 '1 I H27 !目標 l

1 基本計画 | 詳細設計 1 I 1達成
1 1小野田水処理センター長寿命化計画 ( 完了 I 完了 1 r ........................1 度

100% I 100% 

小野田水処理センター耐震診断
21 

(対象は、人が常駐する建屋のみ)

31長寿命化・改築・更新及び未整備施設設置工事

100% 
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目的の妥当性 |妥当である|対象施設の機能回復が目的であり、妥当である。

i l-hp -EP --F: : | : : -2与詰話記日:三三奈去汚?2渋去渋臼汚:?三汚汚汚?iヨ汚汚:5主妥5長長主交夜叶}2三E王司ζ;::::::::j:::1;::|•. f1京涜汚r:語d説.2f京-f梧:--:E---芸主史:1j51日1iff日日汚:;:1三汚iff壬日:J三汚;5汚l主ヨ与z?芳空主烹?翌?胃?.?5竺百?ぞ?.弁守

対象(受益者)の妥当性| 妥当である|整備事業の対象そのものであり弘、妥当である。

五 l.~.'需要Fijip :三 旦 |空黙幣存性.ど日叩とピf土It'三~..1雪警号~tji!jj門ゴ芝?でf竺予!巴、空tJJtL.--C三土It'
効 1類{似以事業の存在云三寸圭三二二| 存在しυyな訟い
性 1..:.......................::....，........;.;1

上位施策への貢献度…|貢献している

実施主体の適正化 |適正である|公共施設整備は、市が主体で実施すべきであり、適正である。

|効 li雨戸山山{;;;~:~î:.:-~I....:::;.=~...:....t
率 |受益者負担の適正化1適正である|施設整備は、市の負担で行うものであり、適正である。
性 1......………~ ..・H・...・H・ムn・..1.............................1 

コスト効率 1 適正である|長寿命化計画策定時においてライフサイクノレコスト縮減を検討している。.. 
課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

26年度からの繰越工事請負費4，636，000財源は国庫支出金2，348，000地方債2，113，200一般財源234，800



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課医局室園所得)1 下水道課 |山陽水処理センター| 匹CTIJ

水処理センターの機能を維持し、公共用水域の汚濁防止を図る。

支
出

内
訳

歳 出

委託料

需用費

役務費

工事請負費

計

人件費概算

，予算現額(円) 決算額C円)

107，841，670 107，841，670 

28，582，885 28，582，885 

23，200，217 23，200，217 

1，944，000 1，944，000 

161，568，772 161，568，772 

l人工数(人投)1λ再葺I再n
10.951  5，480，0701 

活動指標または成果指標

公共用水域への放流水に係る排水基準達成率
1 1=(排水基準達成検体数/水質分析検体数)x

100 

2 

3 

歳 入

|財

国庫支出金

県支出金
;頂割

地方債
内合
訳 その他

一般財源、 ι 

合てご計

|目的の妥当性， 1妥当である|汚水の浄化が目的であり、妥当である。
:妥ゴト........・M ・....ふ………斗…….................1

予算現額(円) r決算額{円)

使用料 161，568，772 161，568，772 

1 161，568，772 161，568，772 

経常

i当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|下水道法に「下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものとする。止の規定があり、妥当である。
桂ト……............….........…十 l 

七 |対象(受益者)の妥当性|妥当である|対象は、目的を達成するための施設であり、妥当である。

目標達成度 I達成している|排水基準を超過した放流水は無く、目標は達成している。
有一l卜卜..山………..山……….日山……….“山………..山….. 山….. 山....………….. 山….. 山..…一….一円…...….. …… .. 山よ…..ι…司己…戸L一.一一…i一一……….. 山…….. 山….. … .. …玉h山.. 

効 |類似享業の存在忌I存在しない
、性 f言 J 子|

~I土佐施策への貢献度|貢献している

実施主体の適正化 | 適正でで、ある|民間委託しており玖、適正でで、あるo

効 lトト.日.......……….. …….“山.. ‘山一.. 升.ι中一iちヤい←……プ一一…….. … .. …....…山.一戸iι.山.

率 |受益者負担の適正化|適正である|維持管理は、市で行うものであり弘、適正である。
性 }一……一….. ……..山.. 山..…一.…….. …… .. 山….. 山.吋...….一i…...……・・1.............................1

|コスト効率 |適正である|維持管理業者と複数年契約することで、安定した水質管理とコスト縮減を図る。.. 
事業開始当初に比べ、法改正により、排水基準が厳しくなっている。これに伴い維持管理コストが増加している。

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局 E室置所得)1 下水道課 |山陽水処理センター| 匹I18 I 

山陽水処理センター維持管理事業

水処理センターの機能を維持し、公共用水域の汚濁防止を図る。

:歳出二 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入

国庫支出金「

財 県支出金

委託料 45，663，707 45，663，707 

I支 需用費 13，910，175 13，910，175 

訳k轟向1--割音
地方債二=

その他

ー般財源

|出
役務費 6，738，746 6，738，746 

訳内

、d回l>. 言十 66，312，628 66，312，EiZ81 合計

' 出 由

交付税| 年 | 
算入一 1"" 1 

f 主 l人瑚木役)1人件 費 側

主主;主昨季直筆~三 1 1.31 刊刷4

※上段:目標

H25 1 H26 

公共用水域への放流水に係る排水基準達成率
11=(排水基準達成検体数/水質分析検体数)x

100 

2 

3 

100% I 100% 

100% I 100% 

100% I 100% 

目的の妥当性 |妥当である|汚水の浄化が目的であり、妥当である。
妥:ト川..........….........，…….1 ・|

予事事福(円) 決算額(円〉

使用料 66，312，628 66，312，628 

66，312，628 66，312，628 

経常

了当一::1自1治台体関与の妥当性| 妥当である |下水道法に「下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものとする。 J止との規定があり玖、妥当であるo

性 1卜百"……...... ……..一…..…….日…...己?子h一~ふ竺竺1プ..竺…………..……..……..…...…………..……..山…..山....刊…斗1.............................1
仁三一 I担象(長益主1の妥当住| 妥当である|対象は、目的を達成するための施設であり、妥当である。

とl-I.~.~~.~ι.;:~..........I 号;L.--n三J.~明竺空恐????と里子.TfJ:壬
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1..・M ・.....・.......・M ・..… 1

1上位施策への貢献度|貢献している

11511賄主体の適正化 .~..I 適正である|民問委託しており、適正である。

率 |受益者負担の適正化|適正である|維持管理は、市で行うものであり、適正である。
性 I・M ・-…-…………一……1.............................1

|コスト効率 、 | 適正である|維持管理業者と複数年契約することで安定した水質管理とコスト縮減を図る。

課ー題一三

今の後方

向性

特記
事項

.ト
事業開始当初に比べ、法改正により、排水基準が厳しくなっている。これに伴い維持管理コストが増加している。

計画どおり事業を進めることが適当
改善

時期



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課 z局室・所(係)I 下水道課 |山陽水処理センター| 匹OD

下水道ポンプ場維持管理事業(小野田処理区)

主ノj、野田処理区内の下水道供用区域拡大に伴い設置した
高|汚水中継ポンプ場において汚水の停滞を防止するため、
要|その機能を維持し、ポンプ場の運転・保守管理を行う。

対象|高千帆汚水中継ポンプ場、竜王汚水中継ポンプ場，

手詰|直営により修繕・監理監督、民間委託により保守管理を行う。

一一一意図 I汚水中継ポンプ場の機能を維持し、汚水の停滞を防止する。

歳 出 予算現額f円) 決算額(円) 歳 〉三ア 予算現額(円)J 決算額〈円3
委託料 6，779，918 6，779，918 国庫支出金

F支 需用費 6，752，652 6，752，652 財 県支出金
出

役務費 61，129 61，129 

ι 訳品向三七キ5 工事請負費 2，678，400 2，678，400 

調割
地方債内合

訳 その他 4 使用料 16，272，099 16，272，099 

一般財源

ぷE』2 言十 16，272，099 16，272，OQ9 合計 16，272，099 16，272，099 

人件費概算 |木工薮(刷|人件費叶
0.151 865，274 [智|無||会計種別|特会(下水)1 経常

※上段:目標
H25 H26 
0件 0件

1 1流下汚水の停滞発生件数 0件
-・・・・・，.・・・，.・・・..............-・・・・・・・.....................

100% 100% 

............................. ............................. 

............................. ............................. 

............................. ............................. 

.............................. -ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........

|目的の妥当性 |妥当である|流下汚水の停滞防止が目的であり、妥当である。
妥 1・M ・....・M ・..............………1.............................1
当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|下水道法に「下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものとする。 止の規定があり、妥当である。
性}…H ・H ・...…H ・H ・H ・H ・…子......1.............................1

対象(受益者)の妥当性|妥当である|下水道供用区域拡大には必要な施設であり、妥当である。

|有 J~堅持二|訪日v三l.~~~~:!竺?!?!?ザ門主主.?.と宍<， eI標liザ rJ27.
効， 1類似事業の存在 |存在しない

三性 1...............................，............1 
-上位施策への貢献度|貢献している

.実施主体の適正化二 |適正である|民間委託しており玖、適正である。
:効効 ~ドι....川吋司市唄刊可正山川円lら(←ヨ一→山1子←玉，......………喝H山…….. 山司"山..司;λ午ふぶ.一ιi
二ぺ:率率 1受益者負担の適正化|適正である|維持管理は、市で行うものであり、適正であるo

: 性 ， Iト卜ト.吋山………..山………..山…..……..一.日..………..………..……..山..… … … … … ..1.............................1 
コスト効率 一:二 l適正である|維持管理業者と複数年契約することでコスト縮減を図る。.. 

計画どおり事業を進めることが適当

国



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課 a局呈冒所(係)I 下水道課 |山陽水処理センター| 匹O[J

主|山陽処理区内の下水道供用区域拡大に伴い設置した汚

高|水中継ポンプ場において汚水の停滞を防止するため、そ
要|の機能を維持し、ポンプ場の運転・保守管理を行う。

汚水中継ポンプ場の機能を維持し、汚水の停滞を防止する。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)1 

委託料 2，036，585 2，036，5851 

支 需用費 1，382，791 1，382，791 
出

役務費 163，151 163，151 
訳両主ごモ

合計 一 3，582，527 3，582，527 

:歳入 予算現額(円) 決算額(同)

国庫支出金

両官財調令コ書電: 
県支出金

地方債

その他 使用料 3，582，527 3，582，527 

一般財源

合計 3，582，5271. 3，582，527 

|士 三三 |厄数{人役)1人 傾町|交付税 I~ I 
人件雲概算 1 0.11 576，叫 I ~算入 I ~ I 

※上段:目標

二 r 活動指標または成果指標 二十 H25 1 H26 

0件 1 0件

1 I流下汚水の停滞発生件数 I 0件 I 0件

100% I 100略

2 

経常

3 

妥
当
性

目的の妥当性子 |妥当である|流下汚水の停滞防止が目的であり、妥当である。

自治体関与の妥当性| 妥当である I下水道法に「下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものとする。 Jとの規定があり、妥当である。

対象L受益者)の妥当性|妥当である|下水道供用区域拡大には必要な施設であり、妥当である。

有じ!R目号里.~空腎翌烹?.予 J一ベ三二一...ム..二二;λj三二仁....

効効 I類似事業の存在 l 存在しない
T性 F...........;.i......."..i;..:L.:..........1

上位施策^の貢献度|貢献している

効 l~.~ずの男!と 1 適正である l民持託しており、適正である。
率企 I受益者負担の適正化l適正である 1維持管理lはま、市で行うものであり弘、適正である。

性 lトト.日川一.山山…h山………'一……山i一…山.. 山川.. 川….“ら

コスト効率ニ |適正である i維持管理業者と複数年契約することでコスト縮減を図るo.. 
課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

[{里



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局室・所得)I 下水道課 |山陽水処理センター| 匹OIJ

事|小野田処理区内の自然流下による汚水排水が不可能な地域に
業|ついてはマンホールポンプ場を設置し、自然流下が可能な下水
概|管まで汚水を圧送している。定期的な保守管理を実施することに
要lより、汚水の停滞及び事故を未然に防止するとともに、長寿命化

lを図りライフサイクノレコストを縮減するo マンホーノレポンプ場の機能を維持し、汚水の停滞を防止する。

歳出二 杢亘理額{円) 決算額f円)

委託料 1，314，000 1，314，000 

支 需用費 1，274，210 1，274，210 
出、

役務費 404，228 404，228 
訳内

|三与」一合計 |マ 2，992，:i38 2，992，438 

v- Á{Ht~~....... I人工数(人役)1人商問
人件費概算 μ1 0.151 865，2741 

活動指標または成果指標 y

1 1流下汚水の停滞発生件数

2 

3 

歳入=

国庫支出金

財 県支出金

源一割 地方債
内合
訳 その他 使用料

一般財源'
z 合計

正 -.1旧目的の妥当性 γ 妥当である|流下汚水の停滞防止が目的であり玖、妥当であるo

三 妥 ~トト..川山……..川山……..山山……..山………..山一……..山………..山………..山……..…....…iし..………..山………..山……..山山.叫山.“.……..山…..山….帥山...……….. 山…….. 山….. 山.川..…ρf戸戸川ぷι…j……..…斗.ιL

予票読覇I円) 決算額(円)

2，992，438 2，992，438 

2，992，438 2，992，438 

経常

こ当 |匡自!治休関与の妥当性| 妥当である |下水道法に『下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものとする。」との規定があり、妥当である。
y 性 トH ・H ・...…...・H ・....…:;.:.:..，.1.............................1

対象(受益者)の妥当性|妥当である|下水道供用区域拡大には必要な施設であり、妥当である。

有点空空:Fi s |?と.~.~.~~..l.~~竺f!f.匂r;:照.7ffTFせさとど!吹:??!?K.T.-
fで効二1類似事業の存在 宮|存在しない

p1上位施策への貢献度1貢献している

ー実施主体の適正化〆|適正である|民問委託しており、適正である。
効~.……一山……・... ~ .. .・・H ・.1.............................1

1 .率 |受受!益者負担の適正化|適正である|維持管理は、市で行うものであり仇、適正であるo

; 性 }トトト..山......…"."山....…….，山....……"…...山……..山..山…..山一..川.吋山...山"川川..山山-討山山川よム山.日一...….日山-日川斗..

コスト効率 仁 1適正である|維持管理業者と複数年契約することでコスト縮減を図る。.. 
課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

1
2:: 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課，局町室・所得)I 下水道課 |山陽水処理センター|

事|山陽処理区内の自然流下による汚水排水が不可能な地域につ l対象 1マンホールポンプ場(山陽処理区)
堂|いてはマンホールポンプ場を設置し、自然流下が可能な下水管 l j l 

匝I22 I 

高|まで汚水を圧送している。定期的な保守管理を実施することによ卜手段植営により修繕・監理監督、民問委託により保守管理を行う。
|り、汚水の停滞及び事故を未然に防止するとともに、長寿命化を' 目

裏|図りライフサイクノレコストを縮減する。 1意図|マンホールポンプ場の機能を維持し、汚水の停滞を防止する。

|三三歳出 予算現額(円) 型車璽(円) r 歳 λ: 予事事面I円) 決算額(円)

委託料 769，678 769，678 国庫支出金

i ヲ出向長F三需用費 1，553，151 1，553，151 

役務費 213，656 213，656 

財 県支出金
瀬割

地方債 J内合
訳 訳 その他 使用料 2，536，485 2，536，485 

一般財源

.g. ヨ 計 2;536，485 2，536;4B5 合、計 1. 2，536;485 2，536，485 

|人工数(人?;|人件記;。lf3fh| |会計種}3IJI特会問)I 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

1 1流下汚水の停滞発生件数 客十事:1151事
三 三 J 活動指標または成果指標

100% I 100% 

2 

3 

目的の妥当性 1妥当である|流下汚水の停滞防止が目的であり、妥当である。
妥トH ・H ・...山............…...・H ・...・I・H ・ | 
当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|下水道法に『下水道施設の維持管理は、市町村が行なうものとする。 Jとの規定があり、妥当である。
性 f';ヂ........・H・..~...・H・・H・H・ ......1.

三|討急.(，号章者)φ妥当、性|妥当である|下水道供用区域拡大には必要な施設であり、妥当である。

有 I.~円ザ;秀宇翌黙里空更竺Il"ι...一よ一.. 二二二"...に二.. 二 .

効 l類似事業の存在二 |存在しない
性 f.. ... ~ . . ... ; . ..... : . :. ....... ...... ..... ... .1 

上位施策への貢献度|貢献している

ギl実施主体の重正化 .. .1空主である|民問委託しており、適正である。

率 |受益者負担の適正化|適正である|維持管理は、市で行うものであり、適正である。
、¥性ト…………H ・H ・-……・..1ー | 

|コスト効率 1 適正である|維持管理業者と複数年契約することでコスト縮減を図る。.. 
課題

の今方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

EE 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課喝喧盲所(係)I 下水道課 |山陽水処理センター| 匹1 23 1 

事|山陽水処理センターは供用開始から26年が経過し、経
業|年劣化による機能低下が顕著になっている。これらの機
概|能を回復させるため施設の長寿命化・改築・更新及び未
要|整備施設の整備を行う。 良好な汚水・汚泥処理を可能とし環境保全を推進するo

歳、出

委託料

，>支

出

内
訳

合 J 計ーす

予算現額(円)

5，090，000 

.5，090，000 

|人工数(人役)1

|0 .051 

活動指標または成果指標

山陽水処理センター長寿命化計画

21長寿命化・改築・更新工事

3 

決算額(円1
5，090，000 

5，090，000 

人件間

H25 

国庫支出金本

県支出金キ

地方債

訳 その他

一般財源「

dE』Z 言十

宝?;|ム)
※上段:目標

祉企貰本E個同音吏柑盆

受益者負担金

l目的の妥当位 三 rl妥当である|対象施設の機能回復が目的であり、妥当であるo

'妥J ト引….....・......!_........._.._...斗 | 

予算現額(円) 決算額(円)

2，545，000 2，545，000 

2，545，000 2，545，000 

5;090，000 9，090，000 

臨時

~Tl自7跡目印妥当空| 妥当である|下水道出こ「下水道施設の設置、改築は、市町村が行なうも1J)i:::.するoJとの今があ!fTあと。

r|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|整備事業の対象そのものであり、妥当である。

I右目f標達成度 |達成している

効 |類似事業の存在 j 存在しない
性 F...'干H・H・;.;•• ';.~L，...，.;.，.I 

:上位施策示の貢献度|貢献している

;ふ |実施主体の適正化 |適正である|公共施設整備は、市が主体で実施すべきであり、適正である。

率 |受益者負担の適正化|適正である|施設整備は、市の負担で行うものであり、適正である。
性 F・川.. -....…・...・M ・....山一一+......................・.1
三 ......I~スfト効率 I 適正である|長寿命化計画策定時においてライフサイクノレコスト縮減を検討しているo.. 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

I.;fil 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局官u所(係)1 下水道課 |山陽水処理センター| 匹I24 I 

小野田水処理センター整備事業(合流改善)

古 l平成25年度までに、合流式下水道の当面の改善目標で
事|ある「汚濁負荷量の削減Jr公衆衛生上の安全確保Jr爽
概|雑物の減少」を達成するため、合流式下水道緊急改善計
裏l画を策定し、合流改善事業の緊急整備を実施する。ま

Eた、その後、事後評価を行う。

歳 出 予算現額(円) 理璽璽(円)

委託料 10，800，000 10，800，000 

支
出

内
訳

計 10，800，000 10，800，000 

目 - E 包曙・ AU，_， ， d円且、 E E E且ι冨藍包 'M・官、 E 

歳 入 予算現額(円J 決算額(円)

財二=

国庫支出金 担金賀本亙恒陽台車付金 5，400，000 5，400，000 

県支出金

麗訳刷r~劃合 地方債

その他、 受益者負担金 5，400，000 5，400，000 

一般財源

合 ι 計三 10，800，000 10，800，000 

活動指標または成果指標--

臨時

1 1汚濁負荷量の削減(分流式下水道並みのBOD)

21公衆衛生上の安全確保(未処理放流回数)

下…以
…
回

回
…
刈

ワム】

H
-
-

9白
，

l
l
I
T
-
-

下一以
一
回

目
戸

u
Q
d

q
h

山

ワ
白
日

31爽雑物の除去

所
…
所

箇
一
箇

1
i
E
1
i
 
100覧

:;1目的の妥当性 |妥当である|放流水質の改善が目的であり、妥当であるo

r 妥三1;::…一LLUNNUM--HUNdu---LM・M・.1.............................1
三当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|下水道法に「下水道施設の設置、改築は、市町村が行なうものとする。 Jとの規定があり、妥当である。
l 性 f..........叫………......そH ・H ・+............................1

l対象(受益者)の妥当性|妥当である|対象は、目的を達成するための施設であり、妥当である。

目標達成度 :一二斗達成している
有 lトトト.. 一…….. 山…….. 山…….. 山.. 円.で".. 吋P里F印正

| 効三 I類{似以事業の存在 | 存在しない
三性三三 I忌丙弓rプ.一一-空 Fんユ ....;;\.~:.....:.........;I 

|よ位施策への貢献度 I貢献している

効|き:1i'ffiさ1*(1)空E空三.I....~.~.~:~:....I会主施型開.!?:f!?.刊士号存rttT:望5257.
率正|受益者負担の適正化|適正である

云佐二lι.. 一'I::lコスト効率 I適正である|経済比較により、工法を抽出している。

• 
課題 F

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

国



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課z局室置所(係)I 下水道課 |山陽水処理センター| 回三日

事|下水道ポンプ場(小野田処理区)は供用開始後18年が |:対象I高千帆汚水中継ポンプ場、竜王汚水中継ポンプ場

業|経過し、経年劣化による機能低下が顕著になっているoこl ニ1;'.I....._~L='~
概|れらの機能を回復させるため施設の長寿命化・改築・更 |手段|事業計画1;:::基づき施設の長寿命化・改築・更新を行う。

要|新を行う。 1意図|汚水中継ポンプ場の機能を維持し、汚水の停滞を防ぐ。

「歳=三出 予算現額t円) 」決算額{円) 予 (円)

γ 委託料 3，912，000 3，912，000 担金賀率直個回音負担金 1，956，000 

1，956，000 1，956，000 

ぷE』ヨ 言十 3，912，000 3;912，000 ....3，912;QOO 

仁瓦工数(人役)r .. 人件費f円)1
人件雲!軍事:三 1 0.051 288，4251 

臨時

ご活動指標またl主誠栗指標 キ H25

下水道ポンプ場(小野田処理区)長寿命化計画

21長寿命化・改築・更新工事

3 

l目的の妥当性}も |妥当である|対象施設の機能回復が目的であり、妥当であるo

J 妥ト……….~..............、M ・M ・ ...1.............................1

1ご 詰|問-?所閉胃雪?雪努空空竺..1子雪黙;三?力三乃ぞ校三 I.~.烹?ちì't;1;吹1;ど1;:力f
対象(受益者)の妥当:坐1盤全引| 妥当である|整備事業の対象そのものであり玖、妥当であるo

ド目標達成度 三二三|達成している
有:ト五........_t戸川ふ山 | 

ヘ効 I類似事業の存在 | 存在しない
f 性「卜.~......プブ τ l 

|上位施策への貢献度|貢献している

効 1持主向車型27-J| 再三~~....l全.ザ所持fTサヨ存:T^~虫色.幣:l"ib6。
;-Z:;:|持:????円 I....~.~.~~~....I照子宮tff空主主?r.7ELP2?:

コスト効率 | 適正である|長寿命化計画策定時においてライフサイクノレコスト縮減を検討している。

• 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

固



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局室E所(係)1 下水道課 |山陽水処理センター| INol 26 I 

事|下水道ポンプ場(山陽処理区)は供用開始後20年が経

制fよ接ZZ首位設営臨漂雲227長持説明|事業計画に基づき施設の長寿命化改築更新を行う。

要l行う。

A件費概算 h 一一
一 3，958，000 

三歳入) 予算現額(円〕 決算額(円)

源器財肉ミZき二主士:声割r三宅

国庫支出金 祉会貰本貰圃卑合茸吋童 1，979，000 1，979，000 

県支出金

地方債

その他 受益者負担金 1，979，000 1，979，000 

一般財源-，-

合三計 3，958，000 3，958，0001 

出 1予算現額(円)1決算額(円)

3，958，0001 3，958，000 

三歳

1委託料

支 J
出
内
訳

~ 合三計:

1 1下水道ポンプ場(山陽処理区)長寿命化計画

臨時

二プア「一宮動指標または成果指標 三 I H25 e I 0 H26 

21長寿命化・改築・更新工事

3 

Iー |目的の妥当性 |妥当である|対象施設の機能回復が目的であり、妥当である。
T い・……~"-'・H・・H川M・M・.........咽 ・
当 |自治t体本関与の妥当性| 妥当である |下水道法に「下水道施設の設置、改築は、市町村が行なうものとする。 J比との規定があり仇、妥当である。
性 I佐.寸竺竺!三?竺..竺竺..プ.ザu十川(…….ρム一旨λi

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|整備事業の対象そのものであり弘、妥当である。

cl冶目標達成度 f三d達成している

類似事業の存在千 |存在しない

z 有
;効

|性|斗長二房長古屋|品目;;:5."1
三|実施主体の適正化 C~él 適正である|公共施設整備は、市が主体で実施すべきであり、適正である。

効 r.・H ・-……………ら1・q・ト…H ・H ・-…・ l 
j率 I受益者負担の適正化|適正である|施設整備は、市の負担で行うものであり、適正である。
性 : 卜....... 円 ...・.. ι ...... ・H ・… ..…..十十十|ト卜トトト.日………….日………一..………一.日…………..…………..………..……..….日.…………..……..…….“…...…………..……..……..…...…………..…….“…………..……..山…..…..…..

コスド効率イ | 適正である|長寿命化計画策定時においてライフサイクノレコスト縮減を検討している。

、

課題

z 

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善
時期

[旦性

.ト

I :; 



様式1号(事務事業評価)

匹00維持係

手段|集落排水施設の委託業者による適切な維持管理

下水道課平成27年度事務事業評価シート|課・局室町所得)I 

古 I汚水を処理施設までスムーズ1こ送るためには、管渠やマ
エ|ンホールポンプの異常の早期発見が不可欠である。ま

事|た、マンホールポンプを常時正常に稼動させるため定期
百|的なポンプ槽の清掃とポンプオイルの交換などのメンテナ
~Iンスが必要である。 集落排水施設の維持管理による快適な生活環境の確保と水質の保全

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

翠

国庫支出金r

県支出金二三

地方債

その他 使用料 11，354 12，141 

ー般財源

d区2ヨ島 計 l 11，35.4 12，141 

歳‘出、 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 9，254 9，362 

支 修繕料 2，100 2，779 
出

内
訳

:合三計 "11，354 12，141 

E J. 製也 .tM.¥. I ， 曹担

経常

ー

ー

l
標

:

:
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四

回

人{牛梨司|入工数(人役)I 
|0.151 

Z入件費概算

活動指標または成果指標

点検回数

2 

3 

1旧目的の妥当性:三£ζ官| 妥当である|集落排水の管渠は集落排水施設であり弘、妥当である。
=妥ニ }巨示山山山“品而..子竺子kん“…....示μ;示.-..j"，“.."山.

当当一二|自j治台f体本関1芽子の妥当性| 妥当である|集落排水施設は浄化槽t法去により所有者が維持管理すベきで、あり、妥当である。

性，qト..示竺一i一…一"…ぷ….瓦十…J、1
.封対象P受益者)の妥当性| 妥当である|処理区域内の生活環境の維持管理を目的とするものであり、妥当である。

目標達成度 |達成して仏る
有 r トH・H ・...，・...・6・・4・・・・・ 一 l 
「効 1類似事業の存在 r 三1存在しυyなkい
性fち?竺ト←…，.....………..……川..….一ι-λL且...千T干.

三工;司z三斗、十I~主k位施策2弓命、、百貢献度度 1 貢献している

実施主体の適正化 |適正である↓集落排水施設の維持管理は市が主体で実施すべきであり、適正である。
効 l…....・H ・-…H・H ・....・H ・.........・.1 ↓

c率 |受畏l益者負担の適正化| 適正である I施設の維持管理は市の負担て寸子うものであり、適正であるo

三三主性 三λ1一一|い竺ザ巳日…P主円..山...一山町尺竺
Jコスト効率率主一 1 適正である|予算的な制限があるが、重要度が高いものから優先的に実施しており、適正である。

課題

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

---

三特記
事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課唱・室骨(係)I 

大項目(政策J
誰もが快適に暮らせるまちづくり

ーム』計画名

農業集落排水整備事業

下水道課 維持係 匹LJU

事|農業集落排水の処理場は浄化槽法の基準をj遵守し、放

ま|諜諮問君 主 高 嬬2伝説霊祭主|叫集落排水処理場の委託業者による適切な維持管理

要|る。 1意図|集落排水処理場の維持管理による快適な生活環境の確保と水質の保全

二歳三出 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 9，361，872 9，361，872 

支出 役務費 33，000 33，000 

ZF仁三

4Ebヨ.、 計 9，394，872 9，394，872 

歳入 予算現覇(円) 決算額(円)

国庫支出金

}源R訳材z==割貴子

県支出金、

地方債で

そぬ他 = 使用料 9，394，872 9，394，872 

一般財源二

合計ヰ . . 9，394，872 9j394，872 

|人工数(人投)1人件費(円)I I交付税 I.-I 1 .L>..~_;__:t";、 I ~^-/I:ÖJ_.H，:\ I 
| 0.31 問仇叫 | 算入 | 無 II会計種目。|特会(農集)I 経常

活動指標または成果指標

公共用水域への放流水に係る排水基準達成率
1 1=(排水基準達成検体数/水質分析検体数)x

100 

H25 1 H26 

100% 1 100% 

• • 
-

W
河
川

W
百
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U

一nu
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n
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噌
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"
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-H 

2 

3 

|同目的の妥当性 ， .1 妥当である|集落排水の処理場は集落排水施設であり弘、妥当である。
妥 lト"山山…….. 山山…….. 山山.. 山山.. 山....…….“山山…….“山山.. 川山.. 山.“.……...山…….. 山….. 山..…… ‘“山山川川.. 川一….. 一….一…i一.. 什 | 

J当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|集落排水施設は浄化槽法により所有者が維持管理すべきであり、妥当である。
性~...・H・...................…… ......1.............................1

|対象(受益者)の妥当性|妥当である|処理区域内の生活環境の維持管理を目的とするものであり、妥当である。

LI3標達成度主主 |概ね達成してしも

三有有じ汁ot辛lι-示トい‘Uベ引..'

j三三劫劫:三三|類類1融以事業め存在ζ三壬三:了1存在しない
ヘ 性性 'f十|卜=ぷH凶凶μ.ベ十山仏{←ヤふ.白山、-..ん;μ“-川キ .;..;....::.0-1 

上位施策への貢献度|貢献している

実施主体の適正化、|適正である|集落排水施設の維持管理は市が主体で実施すべきであり、適正であるo

i担再開時I-5255j岩手持今日明日日三千五:
コスト効率 1概ね適正であるi予算的な制限があるが、重要度が高いものから優先的に実施しており、概ね適正である。

..... 

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

[里



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局室・所得)I 

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

事|汚水処理を早期に実現するには、浄化槽の設置は有効
業|な手段であり、助成制度は今後も継続する必要がある。浄
概|化槽の設置基数についても、地域計画に基づく基数の確

下水道課 維持係 匹OD

要|保が必要である。 1意図|浄化槽の維持管理による快適な生活環境の確保と水質の保全

歳 出 予算現額(同)三決算額(円) 七 歳入 至皇塑璽(円) 決算額〈円)

補助金 31，686，000 30，202，000 国庫支出金 圃国担置貴闘曜櫨量E帽章 10，562，000 10，562，000 

ヤ2支 県支出金
:出

三内 内合
地方債

訳 訳 その他)

一般財源;三 21，124，000 19，640，000 

ミ dロ』 計 31，686，000 30，202，000 、一一 合 1 計 べ....31，686，000 _.30，202，000 
1人工数(人役)1よ件費(円)I I支討穂 I4ar. I I A ;OJ.宇戸 I . o"' I 

三ι;入件費概算」 三I 0ω9司I 2，76 

※上段:目標中段:実績下段:達成率

|三云: 活動指標または成果指標 三 I_ H25 三 I H26 I ti三H27 1目標

1 86基 1 85基 1 I 85基 |達成二
1 1環境型社会形成推進地域計画に基づく浄化槽設1...........7議 t..........~選 I l..........~渥 1 度ー

置基数の確保 ト….............……↓ ' 
88.4% I 87.1% 

浄化槽設置595基(平成27年度~平成33年度) 1…烈?基… l…叩県.....
21注)平成23年度から平成26年度までの総設置計画基 1 351基 1 423基

数500基 |……百::Z%......T.......ii4:説・・・…

3 

.目目的め妥当性 1 妥当である|汚水処理に向けた市としての取組みであり臥、妥当である。
妥 ~ド.....…..川一
当 J斗|自治体関与の妥当性|妥当である|循環型社会形成推進地域計画に向けた市としての取組みであり仇、妥当である。
性21.;……………..一…….日……..…..………….，山，.一……….. ………… .. ……… .. …… .. …..川主戸戸平.-←?
三三干壬|対象(受益者)の:妥当性| 妥当である|公共下水道の認可区域外の水洗化希望者を対象としたものであり、妥当である。

五時部長 I達成している

J効 |類似事業の存在 |存在しない
性二十ιふ"ふH・H・............... ~ .. ，....'1 
日一三|主位施策への貫極度|貢献している

効 l実性性適正1f; 1適正である|浄化槽は汚水処理施設であり、.rñ;Ò'>主体で事業~1ft!i土べ合が翌正であ00

率 I受益者負担の適正化|検討が必要|県補助が廃止となり、市の負担が増加した。
性 1・・ム....・M ・-……………山I.............................j

.コスト効率 己二|適正である .. 
謀題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性二

LJ聖-



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課冒局副室・所(係)I 土木課

一事|課長izrt官串噌常識長|対象|沿線住民
言|置を変更するとともに、道路を拡幅する。 L手段|用地買収、新設工事
笠|延長 L=100m、幅員 W=11.0m、片側歩道
云 l延長 L=300m、幅員 W=6.0m

歳 出 予算環額(円)

工事請負費 31，397，920 

I支
出

内
訳

合計 31，397，920 

決算額(円)

19，487，280 

19A87，28Qi 

|人工数〔よ役)1λ件費(円n
2，018，973 

|ーて 活動指標または成果指標

11事業進捗率(事業費ベース)

2 

3 

歳入

国庫支出金

海財夏ュ割合
県支出金

地方債:一

その他ムキ

一般財源
;4Ebヨ. 計

道路整備係 匹Eヨ

予算現額(円) 決算額(円).I 

52.2 15，790，000 10，167，000 

38 11，500，000 7，400，0001 

9.8 4，107，920 1，920，280 

31，397，920 1 19，48'7，280 

臨時

I目的の妥当性 | 妥当である|道路整備は、利用者の安全性や利便性に寄与するもので、妥当である。
妥ト....・H・-…，.................…吋.I.............................j
三当 |自治体関与の妥当性↓妥当である|市道の整備であり、妥当である。
性 f........…，........・H ・...向日H ・V・...十 | 

対象t受益者)の妥当性|妥当である|歩道未整備箇所であり、妥当である。

旧標達成度 ニ |達成している
有 1.;.;.山…H・・・6…ι:.;;..........1
効乏|類似事業の存在、 二|存在しない

|叶エ雨量二伝説ド民日:社長記長ぷ五福以ιじ語以:2;
|実施主体の適正化 |適正である|市が道路管理者であり、適正である。

|トr 効 f~ .. 戸h….札刊…山貝"叩.. ….己二丙耐川川.. 向....叩…守U刊山.. 山….. 山..司"……….. ……….日…….. …...……… .. ……… .. …… .. …一.. 

率三 I受受i益者負担の適正化|適正である|市が道路管理者であり仇、適正である。
性 }ト卜"山…...…川...川….. … .. …....…......山日凶山-日.. 山........……….. …… .. ….. …・… トM ・E・.......................1 

|コスト効率 I適正である|指名競争入札により請負者を決定しており、適正である。

..... 

課題

の今向方
性

後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善

期

直下成28~1t""~~額11 目0.640円



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 土木課 道路整備係 匹I14 I 

ーi当路線は、幅員2m程度の生活道路で車の離合ができな
芸|いなど日常生活に支障をきたしているため、公共下水道
概|工事に併せて道路を拡幅するo

要|延長 L=567m、幅員 W=6.0m
沿線住民の利便性の向上

歳出 予算現額(円) 決算額(同)

工事請負費 4，056，080 4，056，080 

支
出

内
訳

iロh 言十 4，056，080 4，05Q，080 

歳 入 予算現額{円) 決算額(円)

国庫支出金 41.4 1，681，000 1，681，0001 
財: 県支出金
源割

地方債← 29.6 1，200，000 1，200，0001 
内合
訳 その他

一般財源三 29 1，175，080 1，1江 0801

合 計 4，056，080 4，056，0801 

ー

人件費概算 jムエ数(tti人件1241 1 官~<I 有 I I会計種別| 一般 臨時

活動指標または成果指標 H25 1 H26 

54% 1 59% 

1 1事業進捗率(事業費ベース)

2 

3 

目的の妥当性 妥当である|道路整備は、利用者の安全性や利便性に寄与するもので、妥当である。
妥 t…・・・……………H・H・."1.............................，.

2当 |自治体関与の妥当性l妥当である|市道の整備であり、妥当である。
ご 性 |…H ・H ・.............・H ・-・・ぷ…...…1................... ↓ 

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である I市道沿線の住民であり、概ね妥当である。

目標達成度子 |概ね達成している|工事費の一部を繰り越しているが、概ね達成している。
有}ぷ.…，-".ん.......……….1...........……H ・H ・.1
三効~I類似事業の存在 | 存在しない
三性性三n.日…………..………..……..….日..…..….

上位施策への貢献度度J貢献している|拡幅により利便性が向上し、貢献している。

実施主{休本の適正f低~ I 適正でで、ある |市が道路管理者でで、あり弘、適王である。
効 }ト"山……...….刊叩..山..……掬

-'-J率よ I要畏i益者負担の適E化| 適正である|市が道路管理者であり弘、適正である。
-住 lト.“….“.…1し'

冒冶コスト効率 l 適正である |指名競争入札により請負者を決定しており弘、適正である。

社会資本整備総合交付金の配当額が年々減っており、事業進捗に影響がでている。

課題

今の向方後性
改善

計画どおり事業を進めることが適当
時期

.. 

直;



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課唱宮匪所(係)I 

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

官 l当路線は、千代町レークタウンから国道190号に接続して

主|いる既存の道路が暫定形で危険なため、国道190号の四
概|車線化に併せて新設する。
要|延長 L=120m、幅員 W=12.0m

歳 出 予算現額(円) 震算額(円)

工事請負費 64，652，040 64，652，040 

|支 補償、補填及び賠償金 4，716，000 4，716，000 
l出

公有財産購入費 9，278，171 9，278，171 
内
訳

dEbヨ. 計 78，646，211 78，646，211 

土木課 道路整備係

歳入 予算現額(円)

国庫支出金 45.9 36，107，000 

輝訳酎内 割合

県支出金

地方債 J 33.6 26，400，000 

その他

一般財源 20.5 16，139，211 

4E』3 計 78，646，211 

人件費概算 I人工数(矧人集引|想見|有|同町| 一般

活動指標または成栗詰雇 H25 

1 I事業進捗率(事業費ベース)

2 

3 

※上段.目標

H26 

80略

80% 

100.00% 

|目的の妥当性 |妥当である|道路整備は、利用者の安全性や利便性に寄与するもので、妥当である。
妥 • ~トトト.ゾ山1一...…..川..ふい.. … .. 川山….刊山.. 山..山…....…….. 山….. 山…….日…..…..山………u山山….….“川川.. 叫負り山.

J当で|同自治体関与の妥当性|妥当である|市道の整備であり玖、妥当であるo (¥ 

性了ト.........…………・H ・H ・....n.・・4 ・ | 
|対象(受益者)の妥当性J妥当である|市道沿線の住民であり、概ね妥当である。

I . I目標達成度日ご |達成している
.... ヨ ト・・....同"!.... o. "_，，_，， .~.ó... .......... ;....1 

効:I類似事業の存在 |存在しない

主'ff{掃員二伝言語長|説C~'~'~~'l単語日伝説品工晶子ζ
実施主体rの適正花 |適正である|市が道路管理者であり、適正である。

効トH・H・.~.，日 ζ........一一一…..1.............................1
率 |畏益者負担の適正化I適正である|市が道路管理者であり玖、適正である。
性 5子主sA主主1.'戸~山"巾山Pρ五"………..山……….. 山….. 山….“山...……….. 山….μ……..山..……....…………..山…一.. 山….. 山.... ………… .. 山……….. 山….. 山….. 山.. 

|hコスト効率 I 適正である!指名競争入札により請負者を決定しており弘、適正である。.. 
義ちし主，主

今の向方後性 「 事業の終了
改善
時期

EE 

匹IJIJ

決算額{円)

36，107，000 

26，400，000 

16，139，211 

78，646，211 

臨時



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局冒室伺(係)1 土木課 道路整備係

事|当路諒冠:別府八幡宮から市道有帆元赤諒を結ぶ生活
1::1道路ですが、幅員が狭く離合が困難であり雑排水が路面
~Iを流れ不衛生であるため、道路側溝を整備し離合箇所を
創設ける。

l延長 L=400m、幅員 W=5.0m、側溝設置 沿線住民の利便性の向上

マ歳出 予算現額{円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

工事請負費 14，604，840 14，604，840 国庫支出金 54.6 8，066，000 

支出市
公有財産購入費 157，942 157，942 

内
訳

財源割
県支出金

地方債 40 5，900，000 
訳内合

その他

一般財源二二 5.4 796，782 

合計 14，762;782 14，7()2，782 合計 14，762;782 

人件費概算 |人工数(人間入{12L||官|有 l同副| 一般

77音覇指標または成果指標 H25 

6% 

1 I事業進捗率(事業費ベース) 6% 32% 

100.00% I 100.00% 

2 

3 

目的の妥当性 l妥当である|道路整備は、示利lリl用者の安全性や利便性に寄与するもので、妥当である。
妥 ト叫…….. 山….....山刊.“川.“.. 一.山山~面山.

}当当. I自治f体本関与ぬ妥当性| 妥当である|市道の整備であり弘、妥当である。
性 lト"……….. ……… .. … .. 川.白.. ケケ...….. 叩 .

対象f受益者)の妥当性| 妥当である|市道沿線の住民であり弘、妥当である。

¥主王王|巨???樗翌黙?衿男 '''!んふJリ山吋ふ斗i山ιj勺三....1空努存叩三乏卦'..1.仕±烹烹空史史e.史史fカ吹空勺吻!吹?竺翌努?忠空努丹とピピl-""Ct-三士Jど1:T:
J効ご 1類似事業の存在 1存在しない
性 lトトト.. ….山正…………....………H……..一....λ=ι，..ι町巧リ?一1竺.….. … .. 山且“.十"………….日…….. ….日...………….. …… .. …....………… .. 山….. 山.... ……… .. ……… .. …….“….日.. 日'11 

上位施震";0)貢献度|貢献している|拡幅により利便性が向上し、貢献しているo

f瓦開主体の適正化 |適正である|市が道路管理者であり、適正である。

壬率"I受益者負担の適正化|適正である|市が道路管理者であり、適正である。
| う性 1....・P・....………竺…ぷ;...，.+............................1.

コスト効率三 て |適正である|指名競争入札により請負者を決定しており、適正である。.ト
社会資本整備総合交付金の配当額が年々減っており、事業進捗に影響がでている。

計画どおり事業を進めることが適当

〔量

匹[JO

決算額(円)

8，066，000 

5，900，000 

796，782 

キ 14，762，782

臨時



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|謀開局・室町所(係)I 土木課 道路整備係

歳出 予算現額{円) 決算額(円) ~歳一入 予算現額(円)

委託料 10，006，692 10，006，692 国庫支出金 55 5，503，000 

支
「出

内二
γ訳

踊財[手ゴ-割F→ e 県支出金

訳内7三合
地方債

その他

一般財源 45 4，503，692 

AEb Z 計 10，006，692 10，006;692 合計 10，006;692 

人件費概算
は工数(入役)1入件費(円)1 1交付税r-=I r工三三-:l
| 0吋 丸山叫 |算入 |無 1 1会計種別11 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 H25 1 H26 、1I H27 |目標 i

1 1事業進捗率(点検橋梁数)

21橋梁職員点検数

3 

21橋

21橋

100.00% 

達成

度

1.;T1 I目的の妥当性 |妥当である|橋梁整備は、利用者の安全性や利便性に寄与するもので、妥当である。
妥 lトい00山……….日……….日川山00山….. 

当 I同自治体関与の妥当性| 妥当である|市道橋梁の整備であり弘、妥当であるo

性 lトトトn一……….. ………… .. …… .. …….日…....………….. …… .. …....……………"……… .. … .. 一"子♂日?ザ山亘白....一.…"円-一….. 山…ι山…….. ……… .. … .. …ム.“...一.. … .. イ.1.............................1
対象(受益者)の妥当性三| 妥当である|市道橋梁整備であり、妥当である。

l 有 l..~.!~~~:.r.;~人...J~.~.~~と士、:1万J:I)努力〉於.骨子守.と.-CIt \Qo
効二I類似事業の存在 |存在しない

住判長員二記長雨量瓦~.~.~~.l{，結晶;説ぷib美弘品工-員長こぶる;
実施主休の適正化 |適正である|市が道路管理者であり弘、適正である。

効 1:.………a一一-一….九i…片ふ.....一一……7一一.. 山'!"監

:率 |望受~:益者負担の適正化| 適正である|市が道路管理者であり玖、適王である。
性 lトい"山……….. 山….. 山……….. 山….. 山….“山.. ……… .. …… .. 一….. 山.. ……….日…….. …… .. ….“...……… .. 山…….. 山….. 山.......・H ・....... ・..1.............................1 

.コスト効率 一 よe1 適正である|指名競争入札により請負者を決定しており、適正である。

---平成30年度までに点検を完了する必要がある。

今の向方後性 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

固

回二日

決算額(円)

5，503，000 

4，503，692 

10，006，692 

臨時



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課骨冒室置所得)I 土木課 管理係 匹[J[J

ー，国道手束通などの吾藤道蕗を補完子石市孟を適正に維

芸|持管理することにより、市民生活の利便性や安全性を向

概|上させる。
要|道路パトローノレや道路占用事務、境界確認を行なう。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

賠償金 100，000 。
支出 需用費等 8，273，019 7，732，106 

|内 委託料 1，235，000 1，102，788 

訳 材料費 1，811，000 1，731，922 

、 dEbヨh 計 11，419，019 10，566，816 

人件費概算

歳入 予算現額(円) 決算額{円)

国庫支出金

財 県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財源 100 11，419，019 10，566，816 

，ロ企ぉ 言十 11，419，019 10，566，816 

319km 

正二
一

"

H

H

-

臨
一:
 

常
一

経
一

般
一

活動指標または成果指標 lH25  

管理延長

H26 

管理延長

1 1市道管理 320km 

21道路賠償責任事故件数

0件， 0件

1件， 1件

3 

l目的の妥当性， 妥当である|道路施設の補修は適正な管理に必要なことであり、妥当である。
妥二三トーH・H・...……h・子ぷ...，.............................，
当...1自治体関与の妥当性|妥当である|市道は市が管理すべきであり、妥当である。
性二ト・...............・H ・..己…一一…・・...，.............................1

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|道路利用者の多くは市民であり、妥当である。

目標達成度 概ね達成しているl道路管理の破庇による事故件数は、概ね達成している。
有 l ト・山一片山・ 山 I 

効 |類似事業の存在「 コ|存在しない

て院議二偏向|説山市長谷両王山辺モ:長山之
|実施主体の遁主化 |適正である|市道は市が管理すべきであり、適正である。

T効 1...，..........川町H ・....・....・H ・..，;..:.1 ・↓
| 率 |受益者負担の適正化|適正である|市道の維持管理は市の負担で行なうものであり、適正である。

性 f....…….. ….“.ぷ………..山……….. 山....………H山…..一
|同コスト効率 γ 二ミ弓 1適正である l職員でできることは行なっており、概ね適正である。.. 

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

直i



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局 E室・所(係)I 土木課 道路整備係 回三日
太項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

手段|新設・改良または廃止した市道の調書及び図面の更新

歳 出 予事事萄I円) 決算額(円〕 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 3，672，000 3，672，000 国庫支出金

主ご訳主出前三

員オ 県支出金
源割

地方債
内 合
訳、 その他

一般財源 100 3，672，000 3，672，000 

d口~ 計 3，672，000 3，672，000 合 計 3，672，000 3，672，000 

- 畳一 ~ I .1 .. 曹 、
-・E

，、

人件費概算 一般 |経常臨時|

活動指標または成果指標 41 H25 1 H26 

修正延長 | 修正延長

1 1台帳修正 1650 1925 

実延長 | 実延長

21市道 318604 319016 

3 

目的の妥当性 . I妥当である l市道の状況及び全体像把握のために必要であり妥当である。
妥 ~;.・H・.".一 …・山・H ・H ・1.............................1
当 |同自治体関与E白η妥当性|妥当である|道路管理者が整備すベき台帳の更新であり妥当であるo

性 γ lト…..……..…..…..可一.で寸一ブケ，...ι.
対象〔受益者)の妥当性|妥当である|市道が対象であり妥当であるo

E目標達成度
有 "'[:.......'........;.....................:.....1
効 |類似事業の存在 r 二 l存在しない
性 l …"";;';"';.. :.1 

上位施策Jへの貢献度|貢献している

l実施主体の適正化 I適正である|市が道路管理者であり、適正であるo

t効 F..u・H ・……H ・H ・-…...:;.....1.............................1
率l受益者負担の適正化 l適正である|市が道路管理者であり札、適正であるo

性 lト卜トト.日山……….. 山……….帥山……….肺山…..山….. 山.... …………"山….凶..円 • 日.....一ナ了竺ア!寸ヤ.... 山一.. 

|hコz不?ト劫率: ごτ三二 I適正である|指名競争入札により受注者を決定しており玖、適正であるo

課題
島一一一 一

今の向方性後

特記

事項

..... 

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局宣明(係)I 

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 14，406，160 14，406，1601 

f蚕由貰向毛手二三

合計 14，406，160 14，406，160 

人件費概算

土木課 管理係 匹I20 I 

一一
一

安全確保及び環境保全を図る

歳入 予算現額(円) 決算額[円)

国庫支出金

財 県支出金
j原割 地方債二 r

内合
訳 その他 f

一般財源、 100 14，406，160 14，406，160 

士 ぷロ』 計 14，406，160 14，406，160 

一般 |経一i
活動指標または成果指標 H25 1 H26 

25路線 1 25路線

25路線 1 25路線1 1路面清掃(自治会)委託路線数

100.00% 

134400rrf 

100.00略

134400rrf 

21草刈面積 一2
国
…
九

H
A
H
V
U
A
H
υ
 

"ハ
H
V
M
A
H
V

…
叫
…
見

…日山口

4
E
E

・E

・-+・E
'
a

-m…見

"
n
u
u
n
ハU

一
円

U
H
n
u

n
d
笠
，
、
J

…M
…旧

日

4
Eよ
・
ー

i

3 

目的の妥当性 |妥当である I草刈、清掃は道路管理の一部であり、妥当であるo

i l-持持 忠 労日汚託ヨヨ5さ子三R?;;:::;
対象(受益者)の妥当性| 妥当である I道路利用者の多くは市民であり臥、妥当であるo

有正iヲヲ~J.~ザ.子宇号空黙Jil1;号 よιιよ二ふ一ら弘-一)λ￡ω三一J一二斗.."レ乙.....1主...I..~主，..I..~竺|守守任:三It孔
ξ空三効子三1、， 1類似事業の存在三 1存在しない

三性 tLi説ぷ言語房長証c~.~.;~..l手長谷通詞王i;五五三五千:語以;zi
|実施主体の適正化 |適正である|市道は市が管理すべきであり、適正である。

:効二 Iトト..山….. 山.. 
一.

!ι三ご率三|受益者負担の適正化| 適正である|市道の維持管理は市の負担で行なうものであり弘、適正であるo

卜世 }トトト"…………
.. 
…… 
.. 山…….“山.. ….山....……….. ………… 

.. 山…….. 山….. 山..…戸ふん所l一....弓.. ザ"………
.. 
…… 
.. …...“…….“山.叫….λι山山山l一一……正日川….. 山...日..1ト........ 十

コスト効率三 |適正である|指名競争及び自治会委託であり、適正である。.. 
課題

ι 

ムの今後
方 計画どおり事業を進めることが適当 改時善

期
向性

1:;: 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課 a局冒室・所(係)I 

事|大型車の交通量が多い幹線道路は、舗装の痛みが激しく
業|クラックや轍がで、きているため、切削オーバーレイによる
概|舗装のリフレッシュを石油貯蔵施設立地対策交付金を活
要|用して行なう。

二歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

工事誇負費 19，400，000 17，426，826 

A 計 19，400，000 17，426，826 Eヨ

財
源割
内合
訳

土木課 道路整備係 回三日

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金 94.6 18，381，000 16，511，000 

県支出金

地方債

その他 d 、

ー般財源 γ 5.4 1，019，000 915，826 

三 i口L 計 19，400，000 17，426，826 

人件号稿写 r野吉~人115:J |f叡刊無|匝許可| 一般 | 経常

7舌動指標または成果指標 -r---H25

1 ，舗装リフレッシュ整備路線

100.00% 

2 

3 

目的の妥当性 妥当である|道路舗装の改修は適正な管理に必要なことであり、妥当である。
妥 t..・M・...….....川山山......…山，.............，...............，

当 |自治体関与の妥当性|妥当である|市道は市が管理すべきであり、妥当である。
性 J ト...・P・...・H ・-…"...・-…f竺H ・H ・:...，・|

|対象[受益者~_(J)妥当性| 妥当である|道路利用者の多くは市民であり、妥当である。

|目標達成度 ι キ三|達成している
有 f卜卜ト.. 川.“川い瓦匂ふ'一…….. 

効 |類似事業の存在 |存在しない

年|エ{地主:ぷ説瓦品二;;五|元副手伝説;伝説ぷじ語以;ぇ
実施主体の適正化 -1 適正である|市道は市が管理すべきであり、適正である。

効三 lドドJ心ιιふ凶Iし.ぷ=戸λJふふ.. 山…-れ山.. …... .. 山山.. 川山….. 山.. 山.... 刊 川d

率 |畏益者負担の適正化|適正である|市道の維持管理は市の負担で行なうものであり、適正である。
性 i卜卜ト.. 山……….. 山……….日………….. ………… .. ……… .. 山….. 山.. …… .. 山.. 山...一一.....日山…….. 山.. 

|ココスト効率 f三三cI適正である|施工金額を指名競争入札で決定しており、適正である。

課キι題干ー

今の後方

向性

特記
事項

.. 

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課掴局室・所得}I 土木課 管理係 匹1 22 1 

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

一一計画名

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

修繕料 56，983，981 50，861，012 国庫支出金

支 財 県支出金
出

訳内

源割
地方債

内合
訳 その他

ー般財源 100 56 ， 983 ， ~81 50，861，012 

合 言十 56，983，981 50，861，012 合計 z 56，983，981 50，861，0121 

l 人件費概算 I人工数(胤)1疎開n 匝而]ー1l~iHi~'JI -~ I ~1t .~a~ I | O吋 丸U叩1口叫7

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 1 ... H25己 !二三 H26 1 I H27 1目標 l

1 0件 1 0件 1 I 0件 l達成
1 I道路管理の暇庇による賠償事故件数 r 1件 r. 1件 1 r. ....0件 l 度

2 

3 

.目的の妥当性 |妥当である|道路施設の補修は適正な管理に必要なことであり、妥当である。
士妥 I・M・...・........................，.・M・...山・| ・|
:三当 |自治体関与の妥当性|妥当である|市道は市が管理すべきであり、妥当である0

1 性ト......…....・ H・...ー:…"…1.............................1
|対象(受益者)の妥当性|妥当である|道路利用者の多くは市民であり、妥当である。

有 l.~.~空空;m.~ …ρn~.~!~と~.~.~~l.聖子竺望T??!f♂?.F!?!T: 型丹子?と-CJ.， \Qo
λニ勃 I類恨事業の存在 |存在しない

1~ili伝説二ぷ言語長|品目;:三|ぷ;i;詰伝子五日:副長王伝説仁三;;ぶ
効 l:.~主体の翌tJ;~;~.;~...1 適正である|市道は市が管理すべきであり、適正である。
二率一二:1受益者負担の適正化|適正である l市道の維持管理は市の負担で行なうものであり臥、適正であるo

; 佳ι lドドU川沖向川.. …… .. 
|ド五.I::Jコスト効率 、 I適正である|修繕は緊急を伴うため随意契約するが、 2者から見積りを徴しており、適正である。.. 

計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

団j



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局宮町所得)I 

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり
{時計画 H

市道維持補修事業

土木課 管理係

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円?

調査設計委託料 657，720 657，720 国庫支出金

支 市道維持工事 6，583，000 6，159，240 
財」

県支出金

訳出内
用地及び補償 1，250，000 59，142 

源割 地方債 v

内合
訳 その他

f一般財源 100 8，490，720 

合計 8;490，720 6，876，102 dロL 言十 8，490，720 

人件費概算
|人工数(人役)1人件費(円)I 

031 1 ， 730， 54~1 

活動指標または成果指標

1 I維持補修工事件数

2 

3 

旧的の妥当性 1 妥当である I道路施設の改修は適正な管理に必要なことであり弘、妥当であるo

へ〈二妥 二 iトトトM山…………..山………….“山………….. 山……….. 山…….. 山….“山.. 山……….川…….正……一〉一.. 言山川.. 山………….. ιふι.ιふぶふL一…….. 山..………..….“山山….. 山…….. 山.川.
二三jでJ二当 l自j治台体関J与与の妥当性1妥当である|市道は市が管理すべきであり、妥当である。

伊|雨量品副長|副長ド副長以品およぶぷ
目標達成度 ι1達成している

有}山......三/-:;;~，

効三|類似事業の存在二 |存在しない

竺 [iift伝説言語|語以~~"rÏ言語平副長主副長記掃工品目;:ぇ
|実施主体の適正化二|適正である|市道は市が管理すべきであり、適正である。

効 1・.-.;，..・I・H・..……岡山ふ・....，...1.............................1
率二|受益者負担の適正化|適正である!市道の維持管理は市の負担で行なうものであり、適正である。
性二}………-…r川山λ…・4・ ・・・・.，

|コスト効率 J二 |適正である|施工金額を指名競争入札で決定しており、適正である。

..... 
-予算長対して要望箇訴示多いため、検討が必要である。

ーニ課題

奇麗:

自主-
計画どおり事業を進めることが適当 I221 

E 

匹1 23 1 

決算額(円)

6，876，102 

6，876，102 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 土木課 河川港湾係 匹I24 I 

市民(自治会)

手段|自治会の事業を審査し、補助金を助成

歳 出 予算現額C円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

負担金、補助及び交付金 41，321，000 41，321，000 国庫支出金

支一 財 県支出金
出

内
源割

地方債
内合

訳 訳 その他二ご

一般財瀬 100 41，321，000 41，321，000 

|三合 J計 41，321，000 41，321，000 dロh 計 41，321，000 41，321，000 
..， . .，1.唱、 1101 ，、

L 人件費概算 一般 |経常臨時|

活動指標または成果指標

1 I実施件数

2 

3 

H25 

50 

47 

H26 

55 

51 

94.00% I 93.00% 

目的の妥当性 妥当である|住民のニーズが高く、事業は妥当である。
妥 卜・・・山川......…・・・…山......"1.............................1

| 当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|公共性の高い道路等を整備することへの助成は妥当である。
性 1..................… H ・H ・..………...1.............................1

対象(受益者)の妥当性|妥当である|自治会を対象としているので妥当である。

l l標達成度二 I達成司……一一一…有 l・・.....りJ一三・小山山山山、J日.~..I.............................I

効巴|類似事業の存在 I存在しない|小規模土地改良事業補助金(7割補助)
性三H:.;......::.t..........................I.............................1

|上位施策への貢献度|貢献している|事業は市民の生活環境の向上に貢献しているo

a実施主体の適正化 |適正である|自治会を対象としているので適正である。
効 1.…，.勺山小刊…壬グρ片円川..川川…..叩川…更引円円山.日………..山…..川..…………..山..山Jζ品…1曾引山、h山.. …一L瓦ι…Eヘ~一..….一7
:率 |受益者負担の適正花|適正である↑補助金の割合は適正である。
性二|ム・・....・I・H・......・・"“H・H・......…1...... 十

コスト効率 | 適正である l工事費の見積りをチェックしており適正であるo

..... 
平成28年度申請受付分より補助率を70%としている。需要の向い事業のため、実施まで数年待ちの状態が続いており、検
討が必要である。

課題

今の向方後性 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

I:~ 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室且所得)I 商工労働課

中項目(施策)

生活交通の充実

商工労働係 匹[TI

事|平成26年2月に地域公共交通会議を設置し、市交通活性化計
|画に沿った効率的・効果的な生活交通の構築を図る。

業|地域の実情やニーズにあった交通サービスなどについて、地域
概|公共交通会議を開催し、本市の公共交通について関係者と協
要|議する。

歳 J 出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 90，000 。
支 保険料 12，000 。
出
内

訳

.gヨ- 計 102，000 。

地域公共交通会議

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

目オ 県支出金
j原割

地方債
内合
訳 その他

一般財j原 102，000 。
ムロ 計 102，000 。

人件費概算 |人工数(引人件1241|管見|無|恒副 一般 経常

活動指標または成果指標 間
一
掴

1 1地域公共交通会議の開催

H26 

3回

1回 2回

50.00% I 66.66% 

2 

3 

目的の妥当性 妥当である|市民の生活交通を確保する事業であり、妥当である。
、妥 l'・・・4・"ー…・"・……-…・・叶… .......................j 
当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|行政として、市民の移動手段確保のための事業であり妥当である。
性 f.;...........;;...…山H・H ・...・H ・...・，.............................1

対象(受益者)の妥当性|妥当である|市民の生活交通の利便性を確保するため事業であり、妥当である。

目標達成度 達成してし泊|会議を重ね、地域公共交通網形成計画を策定した。
有 1".“山…….. 山…….. 山山….“山山.. 円….円!
効 l類似事業の存在 |存在しない I類似事業なし
性 lト卜"……….. …… .. 山川.“圃

土位施策への貢献度|貢献してしい、泊る|生活交通の充実を図る事業であり弘、貢献している。

効存性??空~.!.~.......I 翌主投 I.~~~.?全~5tim点性!?FT芳三今bFfT:
j率 |受益者負担の適正化|適正である|行政が調整を図る事業であり、適正であると判断する。
性ト……H ・H ・...・…..;............・H・1.............................，

.コスト効率ゾ |適正である

..... 
山陽小野田市生活交通活性化協議会に代わり、平成26年3月に、市民や父通事業者、学識者などからなる山陽小野田市
地域公共交通会議を新たに立ち上げた。平成28年3月に交通のマスクープランである「山陽小野田市地域公共交通網形成

課題

計画jを策定した。
引き続き、行政が中心となり、地域関係者との合意形成を図る場として、市全体の公共交通のあり方などについて検討を重
ね、より良い公共交通体系を維持する必要がある。

向今の後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

報償費については、 No8の「地域公共交通網計画作成事業Jにおいて支出している。



. 

様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課 a局直・所(係)I 商工労働課 商工労働係コ

京項直て面詰7
誰もが快適に暮らせるまちづくり

、中項目(施策)

生活交通の充実

地域公共交通活性化事業

回二ヨ

歳 出 予算現額{円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

負担金(パス時刻表) 250，000 221，184 国庫支出金

支
出

、肉

財 県支出金

j内原 割合 地方債

訳 訳 その他

一般財j原

tEb3 、 計 250，000 221，184 i同~ 言十

E ・ 且且L J E t n.、E ， hL 言恒，~、 l 

人件費概算

活動指標または成果指標 H25 1 H26 

1 1共通時刻表の作成

2 

3 

目的の妥当性

作成する | 作成する

作成済 | 作成済

達成 | 達成

妥当である|市民の生活交通を確保する必要がある。
妥 t...・....・...……………..，.............................，

250，000 

、250，000

一般

当 |自治体関与の妥当性|妥当である|市民生活の利便性を確保するため、公共交通の活性化を図るものである。
性 H.......・M・..…......……H・H・...1.............................1

対象(受益者)の妥当性|妥当である|市民の生活交通の利便性を確保するための事業であり、妥当である。

目標達成度 |達成している|達成している。
有ト…山H・H・.....・H・-“H・H ・.....・E・.1.............................1
効 |類似事業の存在 |存在しない|類似事業なし。
性 l・....・H・...・H ・........“・......・....・H ・..1.............................1

221，184 

221，184 

経常

| |上位施策への貢献度|貢献している|生活交通の充実を図る事業であり、貢献している。

I 3t)J効 |幣幣き烹作門?明翌照明主虫烈1bと，....1旧空F里史三烹f吹三 l.~拾?主サ竺þj;:土吹合訪?主.恕三O)r.s
率 |受益者負担の適正化|適正である

r 性 1.... ，.......，.....，..;;..;..，................1 

コスト効率 1 適正である

..... 
効率的・効果的で持続可能な公共交通を維持していくため、公共父通ネットワークの再編が必要となっている。また、わかり

i やすい公共交通マップや時刻表を作成するなど、公共交通利用に関する情報発信も行っていく必要がある。

課題

今の向性後方 事業の進め方等に改善が必要
改善

28年度中に改善に着手
時期

L21 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 商工労働課 商工労働係 匹E己
中項目(施策)

生活交通の充実

亨154耕雲51135zrJ533JZ需2主主|対象|隙祢線小野田線利用促進協議会

言|会を設置して、利用促進に向けた協議を行うほか、利用|手段 IJ賎祢線・小野回線利用促進協議会補助金の支出
要|補助制度やPRなどを行う。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

負担金 300，000 94，700 国庫支出金

支 財 7 県支出金
出
内

j原書IJ
地方債

内合
訳 訳 その他

一般財j原 300，000 94，700 
£口』 言十 300，000 94，700 A 日 言十 300，000 94，700 

目 EE ・-z111.' Id  n.'a ， ，宜L ，.包 J~司、

人件費概算 一般 臨時

活動指標または成果指標 H25 I H26 

できるだけ多く|できるだけ多く

1 IJR小野田線の一日当たりの乗降者数 508 490 

2 

3 

目的の妥当性 |妥当である IJR小野回線、美祢線の利用促進を図ることにより、地域全体の公共交通の活性化を図るo

，妥ト....・a・.~ .."…一H ・H・M ・-…・....1.............................1
| 当 |自治体関与の妥当性|妥当である|生活交通の利用促進を図る事業であり、行政が中心となって行う必要がある。

性 卜H・・リH ・H ・-・・・山・岡山百H ・H ・..…・・…1..・H ・.......................1
|対象(受益者)の妥当性|妥当である|生活交通の利用促進を図る事業であり、妥当である。

.目標達成度~ 、 I検討が必要|利用者増加は厳しい状況にある。平成27年度は、 100周年イベントなど利用促進PRを行った。
有 I・M ・-…;…・山山H ・H ・.;...・H ・..・ト....・H ・..........・H ・....1
効 |類似事業の存在 l 存在しない

性 t副長二副長|説二日 r~伝説五日以;通およ議仁川;

効;尽性??慢性aHEtfflT!!?竺警f;::，[Pjlt，然史的三立:j:lJ翌三??:
率 I受益者負担の適正化|適正である
性 L・H ・M・....・…山H ・H ・...・H ・H ・H ・.....・l

コスト効率 概ね適正である|利用者を増やすために、効果的に事業を行う必要がある。.. 
JR小野回線は、平成24年春のダイヤ改正で大幅な減使があり、利用促進を図るため、協議会を設置し事業展開しているが、
利用者の減少傾向が続いている。
平成27年度は小野回線100周年事業を行い利用促進事業を図ったが、引き続き、イベント助成などを行い、市内線の更なる

課題 活用促進を図る。
利用促進について、協議会所属団体の協力を得るとともに広く利用助成についてPRを行うなど、 JR小野回線と美祢線の連
携も図りながら、利用促進に努める。

今の方後
事業の進め方等に改善が必要 改時期善 28年度中に改善に着手

向性

I.;~ 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室刊(係)I 商工労働課 商工労働係

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

]R美祢線利用促進事業

士 自JR美祢線の詞扇面通を函るため、本市と長門市、美祢市

主|で協同してJR美祢線利用促進協議会を設置し、ラッピン

需|グ列車の運行やイベント、利用助成事業などを行う。 I手段|隙祢線利用促進協議会負担金の交付

要.

歳}出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入

負担金 1，300，000 1，300，000 国庫支出金

支 財 県支出金
出

内
j原害IJ

地方債
内合

訳 訳 その他

一般財j原

ぷE』ヨ 計 1，300，000 1，300，000 ムロ 言十

- ， .宇司晶且』 I E dn.、， ， ，且L.主且，~司 1

人件費概算

活動指標または成果指標

JR美祢線の協議会事業による利用者数
(三市協議会の目標)

21JR美祢線の一日当たりの乗降者数

3 

H25 

36.7% I 111.7% 
できるだけ多く|できるだけ多く

532 1 550 

予算現額(円)

1，300，000 

1，300，000 

一般

回二日

決算額(円)

1，300，000 

1沼00，000

臨時

目的の妥当性 妥当である IJR美祢線の利用促進を図ることにより、地域全体の公共交通の活性化を図る。
妥 t，.…..叩山…吐り刊..山…….. 山山…..川山.，巾，.….. 

当 |自j治台休関与の妥当性| 妥当である|生活交通の利用促進を図る事業であり玖、行政が中心となつて行う必必、要がある。
性 |トい…………….. …… .. 山.. 山..リ山小円….. 山….. 山..………'"山……….. 山……..山….. 山.“...……….“山….“山.. 圃.山…….. 山…….. 山….叫山.“..，....1… … | 

|対象(受益者)の妥当性|妥当である|生活交通の利用促進を図る事業であり、妥当である。

目標達成度 I検討が必要 I利用者増加に苦慮している。 3月に「幕末ISHIN号j出発式を厚狭駅で行うなどPRを行っている。
有、 1:."・H・.......・M ・-・山山H・H・...…・1............・M ・.....・H・....1.
効 I類似事業の存在 I存在しない

性 エ斗半届泌泌長ぶ二ぷ説員説|貢説瓦ぞ石ぷ;ぷ;苫~'lド主訟記訟品玉孟ぷ語ι二品説説芸ι五説返iι;ζ三弓羽ぷ五お蒜おiぷお;三2説品ミ弓ぷぶぷ;正:説説U=ζ山;芯弓之: i 

勧 I:;~，幣空作勿?竺.翌幣主!?与111ιLL.一ふ人ι~山.. 二二午山..一一ム... ..1子一;. ..1  空摂主士主f三|全主忠尽ささ.警?T??|m里号警空JiI;::1正!ど三;::IRJ史史守巳.

率 |受益者負担の適正化|適正である
性 l・・・・'"・H ・-山

.概ね適正である

.レ
JR美祢綿は、平成22年7月の豪雨災害により大きな被害を受け全線不通となり、運転再開が危倶されたが、JRの懸命な復

旧作業により、翌年9月に運転を再開した。利用促進を図るため、協議会を立ち上げ、長門市、美祢市と連携して、ラッヒoング

列車の運行やイベント、利用助成事業など実施しているが、利用者の減少傾向が続いている。

課題 引き続き、利用助成制度について、広報紙・ホームページなどにより周知を行ってして。

更に、利用者増加につながる効果的なイベントとして次年度も「幕末ISHIN号Jの運行のほか、 JR小野回線にも関連付け、双
方の利用促進に努める。

今の方後 J

計画どおり事業を進めるととが適当
改善

向性
時期

毎週末(土・日)に、 JR西日本が「幕末ISHIN号Jを運行している。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課喝・室・所(係)I 商工労働課 商工労働係

大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

実施計画名

生活交通推進事業 ]R小野田線100周年記念事業

市民等

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

負担金 500，000 499，681 国庫支出金

支 財 県支出金
?出

肉
j内原 害合IJ 地方債

訳 訳 その他

一般財源 500，000 

dEb3 • 計 500，000 499，681 ~ヨ. 計
. 

500，000 

人件費概算 |人瑚人?;|人間~I 官~ I無|匝画 一般

活動指標または成果指標 H25 

1 I記念行事参加者数

2 

3 

l同目的の妥当性 | 妥当である|本市の生活交通である]R小野田線の10∞0周年でで、あり玖、妥当と判断するo

妥 }トい.. 川山…….. 叩山.. 山山.. 山.“.‘…… .. 山…….. 山….. 山.. 山…….. 叫山.，叩山.. 川....川……‘"川….. 川....………，.山山.“山....……….. 山山.. 川.. 
当 1自治休関与の妥当性| 妥当である|生活交通の活性化を図る事業であり仇、妥当である。

| 性 ト叫....・H・-・・山....・H ・.，.・…........・I・H ・.........................1
対象(受益者)の妥当性|概ね妥当である

目標達成度 概ね達成しているl記念行事を通じ、小野田線を広くPRすることができた。
有 1，;:..・.....・d・....…H・H・......ん叶

勃 |類似事業の存在 |存在しない

: 旺 『u斗泌二3ぷ漏員示説長|五証ぶC日山=石;;石zド院記芸遍福二説i辺l広五弱記ぷ2詰五説美ぷ二弓ぷ記ぷl漏元福必=お2説3弓LLZ

効問
率 I受益者負担の適正化|適正である
性 |卜.“…….. 山山….. 山山.“山..苧小川川門“山山d“山円.. 

I:;Jコ3スKト効率 | 適正である .. 

匹E己

決算額(円)

499，681 

499;681 

臨時

平成27年10月31日に100周年記念企画列車「ハロウィンスイーツ列車in小野回線jを運行し、参加者は勿論、小野田駅各
駅及び沿線にファンが集まり、 100周年の記念となった。また、 11月14日、 15日におのだサンパークにおいて「開業100周

J 
年記念イベントjを開催した。目標の3，000人には届かなかったものの、約2，000人の来場者があり、小野回線100周年を

課題 祝い、写真や映像で思い出を共有できたなど来場者に好評だった。今後も、当該協議会を通じて小野田線の利用促進に努

める。

1今の向性後方 事業の終了 | 改時期善

当該事業は平成27年度のみの事業であるが、引き続き、小野回線利用促進事業の中で、PR等を行っていく。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 商工労働課

中項目(施策)

生活交通の充実

商工労働係 回二己
不項百{基本事葉7

地域公共交通の利用促進

地方パス路線維持対策事業

市民の生活交通の維持、充実を図る。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

補助金 132，529，000 132，529，000 

支 使用料及び賃借料 38，000 37，360 
出
内
訳

ぷE』コ 計 132，567，000 132，566，360 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金 上限額 4，963，000 4，963，000 
j原害IJ

地方債
内合
訳 その他

一般財j原 127，604，000 127，603，360 

ムロ 計 132，567，000 132，566，360 

人件費概算
17正工数(人役)1人件費(円)I r交付税

| 0.21 1，153，6991 1 算入
一般 経常

活動指標または成果指標

1日当たりのパス利用者数

2 

3 

目的の妥当性 I 妥当である|パス路線を確保して、市民の生活交通の利便性を図る。
妥トH ・H ・-…-…………山・1.............................1

l 当 |自治体関与の妥当性|妥当である|生活交通の維持のため必要である。
性r ト....・H・....・H ・....・H ・-…"....・H ・..;1.............................1

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|パス路線維持のため妥当である。

有 I.~.!:持守男 I~.~~~と:.~.:~l.~~~.~，主ぞf:ìiijZýとff::公明，0)*1t史i22??.f.会
効|類似事業の存在 |存在しない
性 |ト卜ト"仰山"山…..叩..川…'.‘

上位施策λヘよの貢献度|貢献している l生活交通の充実を図る事業であり弘、貢献しているo

効
率
性

実施主体の適正化 |適正である|補助金交付要綱に基づき、適正に交付している。

受益者負担の適正化|適正である|補助金交付要綱に基づき、適正に交付している。

司スト効率 一 |適正である|補助金交付要綱に基づき、適正に交付している。

..... 
パス利用者の減少により、地方パス路線維持費補助が両額化しており、負担となっているoパス路綜については、同齢化や
合併に伴う生活圏域の広域化等により、市民の移動手段のニーズは多様化しており、効率的、効果的な移動手段が必要と
なっている。

課題 市民の移動手段を確保し、将来的に持続可能な地域公共交通を形成するため、山陽小野田市地域公共交通網形成計画に
基づき事業を展開する。

今の後方? 

計画どおり事業を進めることが適当 改時期善
向性

特記
事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 商工労働課 商工労働係 回ココ
中項目(施策) 示事百T墓本事葉7
生活交通の充実 地域公共交通の利用促進

告 E厚狭北部堀扇ゐ27自治会の住民を対象lこi平扇27年1
芸|月からデマンド型交通(乗合予約車両)を導入し、地域の
山|交通不便の解消を図り、市民の生活交通手段の確保に

霊|努めている。
1平成28年3月時点登録者数258人

デ、マンド型交通運営事業

聞を2エリアEあ可て、
サービスを実施する。

生活交通の維持

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

需用費 270，000 105，169 国庫支出金

支 役務費 67，000 64，224 財 県支出金

内出 デマンド型交通運行業務委託料 6，974，000 5，989，638 源内 合割 地方債

訳 訳 その他 雑入 1，337，000 

一般財源 5，974，000 

dE』ヨ 計 7，311，000 6，159，031 合 計 7 t311，000 

人件費概算 :|人工数(321人件討しII鷲見|有|同匂| 一般

活動指標または成果指標 H25 

1 I一日当たりの乗車人数

21.20% 

2 

3 

|目的の妥当性 、，1妥当である|市民の生活交通手段の確保を図る事業であり肌、妥当であるo

妥 ト.叫……..山山..町"町….. 川…..山..山.. 山….. 山….. 

当 |自治{休本関与の妥当性| 妥当である|市民の生活交通手段の確保を図る事業であり札、妥当であるo

性 }ト山..山…….. ………… .. 一………〉し一….. 叩….. 山..山....・H・'"ム山…川山…・1.............................1
|対象(受益者)の妥当性|妥当である|市民の生活交通手段の確保を図る事業であり、妥当である。

|目標達成度 I概ね達成しvてしも

有 f..;...'.;.;;.....: 川‘|

効 I類似事業の存在 ↑存在しない

決算額{円)

656，000 

5，503，031 

6，159，031 

臨時

性エ半面装工ぷ長示'長|五証仁三;;る|ぷ見込元三五ふぷ通話量:五五五五二説;i-Lぷ長石両岸L-ζ;;;
|実施主体の適正化 I適正である

効 、トー..~ .・・・....，..， ..j 川~.， ~. oi •• .・H ・.;1.............................1・
、率 |受益者負担の適正化|概ね適正である|ド1乗車当たり札、 300円としている。
性 二}ト圃……，.山……且M山.“山..“…….“山.“...…….. 山....…….. 山山….. 山山.. 山....….“山山a“山...“山..μ山山…….“山.“山.“山…….“山…….. 川…….. 山…….. 山….. 川叶.“.

|hコス卜効率 I概ね適正である|生活交通手段であるため、市民が利用しやすい運賃を設定している。

課題

今の後
方

向性

特記
事項

.. 
引き続き、広報紙・ホームページなどによる周知活動が必要である。
平成27年度は、対象地区エリアの世帯にアンケート調査を行い、運行内容の検証を行ったo

今後は、運行サービスを向上させるため、個人病院への乗り入れを検討するo

事業の進め方等に改善が必要 、改時善
期

28年度中に改善に着手



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室ー所得)1 商工労働課 商工労働係 回二口
大項目(政策)

誰もが快適に暮らせるまちづくり

81 地域公共交通網形成計画作成事業(地域公共交通総合連携計画の見直し)

事|平成26年2月E函扇;正英蚕通会議を設置ぷ平蔵28年3
業|月に本市の公共交通のマスクープランとなる「山陽小野
町|田市地域公共交通網形成計画Jを策定した。本計画に基
霊|づき、地域の実情に合わせた持続可能な公共交通の形

l成を図る。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

L 負担金(公共交通会議) 1，250，000 1，250，000 

支
出
内
訳

合言十 1，250，000 1，250，000 

財

地域公共交通会議、事業者、市民

地域公共交通会議を開催、計画の策定

持続可能な公共交通を形成するため

歳 入 予算現額(円)

国庫支出金

県支出金
j原割

地方債
内合
訳 その他

ーー般財源 1，250，000 

b同. 言十 1，250;000 

人件費概算 |融τ入?;|人 IすF|無|同問| 一般

活動指標または成果指標 1 H25 

1 1計画の策定

2 

3 

目的の妥当性 |妥当である!市民の生活交通の確保や利便性を図る事業あり、妥当である。
妥 f....・...・H ・…H ・H ・..……..，叶|

当 |自治体関与の妥当性|妥当である|本市の公共交通網を見直す作業であり、妥当である。
性 、L…-……........‘・・H ・M ・-・H ・H ・..1.… l 

， ，対象(受益者)の妥当性|妥当である|市民の生活交通の確保や利便性を図る事業あり、妥当である。

目標達成度 達成している
有 1...'..'........".，.....，...........，.......1
効 I類似事業の存在 |存在しない

i 性 f.....，.....;.，..."...."."."."."....;....I.............................j

決算額(円)

1，250，00。
1，250，000 

臨時

上位施策への貢献度|貢献している|地域公共交通の利用促進や既存交通の機能向上や交通機関の円滑な運営を図るものである。

実施主体の適正化 適正である|市民の生活交通の確保や利便性を図る事業あり、適性である。

l iミ持議併設日5K阪市長沼五日広主主5::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
|コスト効率 I 適正である

.レ
平成28年3月に策定した「山陽小野田市地域公共交通網形成計画jに基づき、「利用し易い地域公共交通」となるよう、平成
32年度までの計画期間内で事業を検討し、今後の実施に繋げていく。

課題

今の向後性方 事業の終了 改時期善

団千



様式1号(事務事業評価)

i 平成27年度事務事業評価シート|課a局直冒所(係)I 都市計画課 都市整備係 回コヨ

車|平成11年に開業した新幹諒厚狭取面利用者の利便性を|て対象|厚狭駅南口駐車場

主|向上させるために開設した厚狭駅南口駐車場について、 I~~~--:--::~:;I 
概|適正な維持管理を行う。 I手段|駐車場内の清掃や駐車場管理システムの運営管理などを行う。

要I I意図|利用者の利便性を向上させるために駐車場の整備を行う。

歳出 予算現額(円〕 決算額(円) 歳、入 予算現額(円)

需用費 1，341，060 1，325，136 国庫支出金

=二支州Jニ
役務費、備品購入費 222，640 208，220 

=三出内 2 委託料 1，433，000 1，405，512 

財 県支出金
源割

地方債
内合

訳 2 使用料及び賃借料 39，000 30，896 訳 その他 4，236，000 

公課金 1，200，300 1，200，300 一般財源一一

d 4E』3 言十 4，236，000 4，170，064 合計 4，236，000 

人件費概算
瓦工薮京夜πλ件費{円)I I卜3琵付税 IhD:. I 1'..6..-:-.L:;::;e.CII I .IH::....d... (e:4--;::::f;:;-¥ I 
|0.7可|糊

活動指標または成果指標

1年間の総駐車台数
1 1 

(目標値:89台/日 X365日=32，485)

21料金収入(円)

3 

※上段:目標中段:実績下段:達成率

H悶2釘~ 古「つ I H27 ! 目時標 l 

3ロ2，4岨85 I 3沼2，4羽85 I I 3ロ2，4羽85 I達成

3犯3，6印89 I 3泊5，02却9 113訪6.19倒4 I度

104% 108% 

26，315，000 1 27，336，050 

目的の妥当性 妥当である|駐車場の維持管理を適切に行う必要があるため、妥当である。
妥『い"山………..山………..山…..山…..山....………H山…...

当 |旧自治体関与の妥当性| 妥当である|駐車場の維持管理は市がすベきであり弘、妥当である。
性 二.~. f.七一?…F一一……..…....…………..…………..……..……..山..一小一!一?一..……..…...~……….日……..…....………..……..…..…・...-.....ト…H ・ H・ | 

|対象{受益者)の妥当住|妥当である|駐車場利用者の利便性に寄与するため、妥当である。

三三て|目標達成度 I達成している
二有 J トJ・ P ・..・υ・山~....・H・ぃ J 寸4| 

←効 |類似事業の存在 | 存在しなしい、
性 l....…………..……一..…..…-“.

l上位施策への貢献度|貢献している

:三1実施主体の適正{じ |適正である

~<I弘主負担ぷ適正化|適正である
性トH ・H ・...円…… | 

I .1:lスト効率 • :1 適正である

課題

.. 
の今方後、

計画どおり事業を進めることが適当
向性

平成28年度から利用促進を図るため、駐車料金の値下げを行う。

改時善期

決算額(円)

4，170，064 

4，170;064 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局・室伺(係)1 都市計画課

大項目(政策〉

誰もが快適に暮らせるまちづくり

官 l厚狭駅南己に駐車場を開設したこと伴い、借り入れを
主|行った元金の305，500千円とその利子について、平成10

都市整備係 匹I14 I 

毒|年度から平成30年度までの21年間で償還を行う。 I手段|平成10年度から平成30年度の21年間で償還する。

要'

歳 出 予算現額(円)マ決算額(円) 歳 入 予事事萄(円)

地方債元金 18，652，000 18，651，415 国庫支出金

一支出二 地方債利子 1，145，000 1，144，947 

三'訳内

県支出金
源割

地方債
内合
訳 その他 19，797，000 

一般財源 : 

合て計 I . 19，797，000 19，796，362 合計 19，797，000 

|人エ数(人役)I人再葺I再]]1交付税 I..fu::r: I 1...6...e. ... L%$[]I-tl ~A..._/Ef+-;:::f:;-\ I 
入件費時算 一 I 0叶 86丸~I 算入 |無 II会計種別|特会(駐車)I 

※上段:目標中段目実績下段・達成率

活動指標または成果指標 I H25 ニI .H26 I I H27.:!目標 l

2 

3 

.目目的の妥当性 | 妥当である
妥 iい一竺?円?一一….. 山.. 山.叩m示九山......……….. 山 .. 山 山.. 山山川り山.

当 |自}治台体関与の妥当性| 妥当である
性弓c.H-.:..、ふ................，........;，'.，.:...::1

l対象(受益者)の妥当性| 妥当である

目標達成度 r 乞

号|副長記長•• ~..:;:.......I....#五ぷ~"'I よ

、達成
度

決算額(円)

19，796，362 

19，796，362 

経常

性 ...・H ・，-......-.........-..........・M ・....“・.1...................・a・....・・4・・・・・・・・・・・・・....・・・H ・H ・..................・・・・・・・・・E・E・...................................・・・・・・H ・H ・.............・・・・・・・・・・・・・・....・H ・-・・....・..........・・・・・・

1主位施策への貢献厚|貢献している 1 ，

へー I実施主体の適iE1!:;; I適正である
三効ムトH・H・... 戸 仁;，:............1
二率 |受益者負担の適正化|適正である
性 |……円山…斗H ・H・...… | 

|主スト効率 1適正である

課題

---

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

改善
時期

平成30年度に償還金を完済する予定である。(県貸付金については、平成21年度に完済しτいる。)



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局室 z所(係)1 都市計画課 都市整備係 回三日

市営駐輪場管理運営事業

手段|放置自転車の撤去等により、駐輪場の適切な管理を行う。

歳出 予算現額C円) 決算額(円) 歳入 杢算現額(円)

主Z 主H匂

用地借上料 815，000 813，220 
財

国庫支出金

県支出金
源割

地方債
訳内合

その他

一般財源 815，000 
』同民 計 815，000 813，220 dzEz h 計 815，000 

人件費概算
lλ工数(人役)1人件費(円LJI交付税 1__ 1 1.6.乱苧日|
1 0.351 2，018，9叫 | 算入 | 無 II会計種別| 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率
三舌動指標または成果指標 H25 r~H亙吾~ 1 I H27 .1 目標 l

1 11年間の放置自転車処理台数

2 

3 

目的の妥当性 妥当である

91 150 

達成
度

iド子 妥 t.，山γ一.. 一一.竺一川:プ.

当 |自治体関与の妥当性| 妥当である l!a駐主輪スベ一スを適切に確保する必要があるため、妥当である。
性 ヤご1一一lトL戸山山….. ……… .. … .. …盆....……日….…目……….. 山.....“…….. ….日.刊円{盆.. “……… .. 山.. ……… .. ….日…....……….. …....1.............................1 

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である I利用者の利便性を向上させるため、妥当である。

目標達成度ム
有 1 ・1

1効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1...;'.:...;................:::，..::.........1

主位施策への貢献度|貢献している

効一一二一一|き::Ii'Iii主曾幣:!.~.... u.I....~.~.~:ぞ三l.!~?主町古今'6tc今.，空正三??:
三率 |受益者負担の適正化|適正である
l 性 1..........................，.. ・・・ ・1.............................，

コスト効率 壬 1概ね適正である .. 
課題

| 今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

I::ii...ml 

決算額(円)

813，220 
813，220 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課M 局・室・所(係)I 環境課 l 生活衛生係 匹DD
小項目(基本事業)

リサイクル型社会への取組

リサイクル活動支援事業

市民団体等(要登録)

奨励金の交付

意図|廃棄物の減量化と再資源化の促進及び循環型社会を築くための意識啓発

歳 出

報償金

支'
出
内
訳 i

.1.ロ』 計

人件費概算

予算現額(円) 決算額(円)

2，000，000 1，414，866 

2，000，000 1，414，866 

|人工数(人役)1人件費(円)1 

|0.41 2，397，3981 

歳入

国庫支出金

財 県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財j原

ムロ E十

官員|無|

活動指標または成果指標 H25 H26 

1 1年間延べ交付団体数 .31i閏ぽ .r....3.Z6国ff'"

765t I 765t 

21資源ごみ集団回収量 577t I 541t 

75.00% I 70.72% 

3 

予算現額(円)

2，000，000 

2，000，000 

|会開~ 一般

旧的の妥当性 |妥当である|ごみの分別・再資源化を推進するために必要な事業であり、妥当である。
妥ト・H・H ・-・引H・H ・...・H・H・H・......，.....1.…・ | 

当 |自治治ザ体関与の妥当性1妥当である|ごみの分別.再資源化を推進するために必必、要な事業であり仇、妥当である。
性 、fトトi心…川…..川叩…….叫叩叩…..刊山山川…..一……..バ……….正ら…………》、一山…..山……. .  山…..山.“………..山....~山川圃"叫.叫宅刊山…圃"叫叩..  叩山……..山山.“山…..山....……….“山…..山..山山…..叫.叫叩..  什 '

|対象(受益者)の妥当性1妥当である l定期的に活動を行う登録回体を対象としており臥、妥当であるo

有 |恒円??樗空?性幣度 |達成してしい凶、泊る|再資源化(資源ごみの分別

効 l類似事業の存在 I存在する |リサイクノレ品引取業者
性 1...山 H・H・-ふ.山

上位施策への貢献度|貢献している

効|熟主性?空里子FlptftlIR合.Ef.2!.f.f閉そど明日♂:史IE""Z"，仔:

率、|受益者負担の適正化|適正である
J 性 lιL‘“山…川..山..~ó，川.バ山イム.

コスト効率 概ね適正である

。レ

決算額(円)

1，414，866 

1，414，866 

経常

ごみの再資源化はかなり浸透している。市民意識の両揚のために導入した事業であるが、現在では奨励金が各団体の活動
補助金的な位置づけとなっ℃いるo再資源化の意識啓発やその活動実態が奨励金交付の目的を達成していると捉えるなら、
ば、今後は廃止の方向も検討する必要があると考える。他市の状況も参考に判断してして。

課題

2今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期( 

向性

LEE-



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 

事|家庭から排出される生ごみの減量化を促進し、併せてごみの堆
IR巴化による資源の有効利用を図るため、生ごみ処理容器の購入

業|にかかる補助金を交付する。補助金の額は、生ごみ処理容器の
概|購入費の2分の1で、その限度額は非電動式1基につき1，500 
要|円、ダ、ンボーノレコンポスト500円、電動式2万円である。

環境課 生活衛生係

生ごみ処理容器購入補助事業

歳 出 予算現額(円J決算額(円) 歳入 予算現額(円)

生ごみ処理器購入助成金 300，000 168，580 国庫支出金

支 財、 県支出金
出
内

j原割
地方債

内合
訳 訳 その他

一般財源

sヨ. 計 300，000 168，580 ムロ 計

""_1' -'.司、 . "・ ，、

人件費概算

活動指標または成果指標 H25 

1 1補助件数(電動式)
.......・1i百…'''1… 品百

21補助件数(非電動式) "za--T8石…''1'・--""15.苔

3 

| |目的の妥当性 l-る|ごみ減一一一当である)妥 f;........; ，.;...，.....， ..;.;ó.....~;;.， ....+............................l

、当 |自治休関与の妥当1性生| 妥当である|ごみ減量化の施策の一環であり玖、妥当でで、あるo

性性、 L....……….日川……….. 山……….“山….. 山….. 山....山……….. 山…….. 山….. 山……….. 山….. 山….. 山....…….. 山山.. 山....……….. …… .. …....…… .. 山….. 山...山…….. 山山….. 山….. 山.“...1.............................1
|対象(受益者)の妥当性|妥当である|市民のみが対象であり、妥当である。(事業所は対象外)

|目標達成度
、 有 γ ト…-・・りH・H・-“・ ・・ 4・ l 

効 1類似事業の存在 |存在しない
性 I・M・....・H・...，..................~... ，.....， 

|上位施策への貢献度|貢献している

|実施主体の適正化 |適正である
効 |トトい.. 山川….. 川山.“山山‘“山..μ川山…"附山…9μ山a“川.，山山…，μ川川山.. 川叩.吋山…-戸.

率(ド陣受益者負担の適正化| 適正である|自己負担があり、適正である。
性 }ト卜.“叫4山“山……….. 山山.. 山..山……….“山.“E“山.一.. 匂?山…….. 円….. 山….“山..“山….. 川川川.“山山…d“川山.円山…Tρ.

1恒コスト効効十率 ， 適正である|補助額には限度額を設定しており、適正である。

..... ， 

課題

J 今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当

EE 

改善

時期

300，000 

300，000 

一般

INol 16 I 

決算額(円)

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

白日計画名 4

環境課 生活衛生係「 回二日

七1=-1本市はステーション方式で、ごみを収集しており、ごみス
主|テーションには自治会がごみ収納箱を設置し、管理して
ま|し唱。そのステーションにごみ収納箱を設置又は修繕した
霊|自治会に補助金を交付する。補助率は経費の附(上限

120，000円)。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

ごみ収納箱等設置補助金 900，000 722，851 

支
出
肉

J 訳)

dE』ヨ 計 900，000 722，851 

‘..・-、 . .・・ ，、

人件費概算

ごみ箱設置支援事業

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財j原割
県支出金

内合
地方債

訳 その他

一般財源 900，000 722，851 

合計 900，000 、722，851

一般 経常

活動指標または成果指標

1 1設置数(新設、増設、修繕)

笠
個
一
個

出
一
必
一
日

お
一
湘
…
咽

H
一七…

4

2 

108.89% I 122.22% 

3 

目的の妥当性 妥当である|ごみステーションの適正な管理のために必要な事業で、あり、妥当である。
妥 十μ...・...…...・H ・-・・…………1"・H・........・H・.....・H ・"1"・M ・-・目
当|自治体関与の妥当性|妥当である|本市はステーション方式を採用しているので、補助金の交付は妥当である。
性 1.....;山H・H・.....………山H ・..:1.......…………・・・...1...・...........… 

対象(受益者)の妥当性| 妥当である|設置する自治会が対象であり、妥当である。

右 E開予照.............，....1常日1:T.|??.1jf??.主主開三三ヲ:

効 I類似事業の存在 i存在しない
性 ト … .:，......1 

上位施策への貢献度|貢献している

|実施主体の適正化 I適正である|自治会が設置・管理するので、適正であるo

J 効 l…H・H・山...~~...~.，.~.……H・a ・ 1.............................1

率 |受益者負担の適正化|適正である|地元負担があり仇、適正であるo

性 一}トい.. 山川….. 川叩.. 山山.. 川..“山…“…...山…….“山….“山….. 山....川一.よふ山川.“山.. …. 
I:Jコス卜効率 一 l概ね適正である叶15印0%補助(上限2万円)で、概ね適正である。.. 

課題

向今の後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

笠|



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局直・所(係)I 環境事業課 環境衛生センター|

太項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり
同時計画名

、中項百I施葉7
環境衛生の向上

環境衛生センター維持整備事業

歳 出 予算現額(円) }決算額(円) 歳入 予算現額(円)

需用費(修繕料) 8，858，000 6，991，899 国庫支出金

支 Fオ 県支出金
出
内

j原割
地方債

内合
訳 訳 その他

一般財澗 8，858，000 

15 コ 言十 8 ，85~ ，000 6 ，9~1 ，899 ，ロι 言十、 8，858，000 

人件費概算
|人工数(人役)1人件費(円)I 

081 4，499，2001 官見|無||会計翻~ 一般

活動指標または成果指標 H25 H26 

1 I一般廃棄物処理整備

2 

3 

1 m 1目的の妥当性 ，1 妥当である|一般廃棄物処理事業は自1治台体の責務であ制机り仇、妥当である。
~ 妥 }い"仰山.. …'  

当巳Iい同自当治体関与の妥当性|妥当である|一般廃棄物に係る事務は自治事務で、一般廃棄物の総括責任を負う弘。
咽すEι...“‘“...‘正“「屯.....白日.....圃“.......且M圃...“.且M‘.吋.陶.......1.......ヨ ...............1ι h 

|対象U受益者)の妥当性|妥当である|生活環境の保全及び公衆衛生が向上し、妥当である。

有.目標幣度 1 L........;.. ・ a

効 l類似事業の存在 |存在しない|

性 |上i吋策ベゐ貢献度|貢献してしも|

a実施主体の適正化 I適正である|市が主体で実施すべきであり、適正であるo

pl;iJ| 率 p受受益者負担の適正化|適正である|一般廃棄物処理業は市の負担で行うものであり弘、適正であるo

性 、ト山"……L一一……"川……….，山山，.山….. …川.日川川.叫h

|bコスト効率 I適正である I適正な処理、処分をしており、適正であるo

• 
|課題

J 今め向方後性 計画どおり事業を進める之とが適当
改善
時期

I.:=~I 

回二ヨ

決算額(円)

6，991，899 

6，991，899 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局 E 室・所(係)I 環境事業課 環境衛生センター|

中項目(施策)

環境衛生の向上

焼却施設の煙突の撤去等事業(環境衛生センター)

事|現施設は、平成271f，度五もの一新語言語ー動に伴い、平成2
業 I~年度末にその役目を終える。
概lなかでも、老朽化の著しい煙突を危険防止のため、撤去・
要|解体工事を行う。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 f 予算現額(円)

工事請負費

支 委託料
出
内
訳

dEbヨh 言十

人件費概算

46，655，000 。
4，845，000 2，079，000 

51，500，000 2，079，000 

l人工数(人役).1人件費(円)1 
| 0.41 2，249，6001 

活動指標または成果指標 H25 

1 1焼却施設の煙突の撤去等

2 

3 

国庫支出金

j財内原ィ害合、IJ 
県支出金

地方債

訳 その他

一般財瀬 J

s- 計

官見|無||会計種別|

H26 

目的の妥当性} 妥当である|一般廃棄物処理業は自治体の責務であり、妥当である。
妥ト・“"."，・M ・"…'"・M ・'"……l… t 

51，500，000 

51，500，000 

一般

当 |同自治休関与の妥当性| 妥当である|一般廃棄物に係る事務は白1治台事務で、一般廃棄物の総括責任を負う弘。
r 性 }ト"山山……"川山.帥山…"山.“.一………i一……"山……"山………"川……….“山………"川………"山……….“山….“山…"山"………"山…"山"圃"……….“山….“山，，，山‘，...………"………"山川"山"叩叩"川"什.

|対象(受益者)の妥当性| 妥当でで、ある|生活環境の保全及び公衆衛生が向上し、妥当であるo

有 I;~円ザ秀望幣界照 "，;;;".，，1 空空黙.照?とピrご刀!ど:三三刀刀T三汀引'，.1.想7)~烹!空貯~1iI問巳目町.土た士
効 |類似事業の存在 | 存在しJなない

|性 l L'|I上位施策への貢献度|貢献している

実施主体の適正化 適正である|市が主体で実施すべきであり、適正である。
効"， 1"・H・"…………..…-…t……・・…・・・H ・H ・....・I・H ・
率 |受益者負担の適正化|適正である|一般廃棄物処理事業は市の負担で行うものであり、適正である。
性 l“H ・H ・"川

コスト効率 適正である|適正な処理、処分をしており、適正である。.. 
平成27年度中に解体撤去をする予定で、あったが、除染の取扱等に時間を要し調査設計をするにとどまった。
平成28年度中に解体撤去まで実施する。

}課題 1

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

団:

回二ヨ

決算費(円)

2，079，000 

2，079，000 

臨時



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 環境事業課

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

環境衛生センター | 匹仁日

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

備品購入費 9，264，000 5，378，400 

支 役務費 138，000 96，414 

|出 公課費 82，000 25，000 
内
訳

ム1=1 計 9，484，000 5，499，814 

人件費概算

j 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金

j内原 割合 地方債 6，900，000 4，033，800 

訳 その他 i

一般財源 2，584，000 1，466，014 

ムロ》 計 9，484，000 5，499，814 

H25 

一般 |経常臨時|

苦言語宿寝言正直読裏福謀

2台 I 3台

H26 

…ムロ
“
円

L
…ム口

H
n
L
 

1 1塵芥収集車等車両更新台数

100.00% I 66.00% 

2 

3 

.目的の妥当性 I妥当である|ごみの収集・運搬や処理・処分を円滑かっ効率的に行うのに妥当である。
妥}・H ・H ・....・....・H ・-ベ...・M ・....・H ・.....1.............................1

目立与の妥当性|一|廃棄物問…一如こいし…一
1. 円・・ 1.............................1 

|対象(受益者)の妥当性|妥当である|全市民を対象としているため妥当である。

|旧目標達成度、 |検討が必要|要求をロ一リングされることが多く適正な更新となつていないo

有 lト圃“山…….. 山山…….. 山山……圃“山山…….. 山……….. 山………圃H山……….. ………… .. ………… .. ………… .. 山……….“山………圃H山….. 山….. 山.“.. 山…….“山山….. 山….. 山..山………"山山……"山山.. 山….. 山..………....….. 与

効、 I類似事業の存在 |存在しない
性 ~，..~'.....~~ i.，…一山・・ l 

|上位施策への貢献度|貢献している

効|静子作EFJFfT21.F.2里子:???!???tT.T.jf!?さ円計予ft.iJ吉野f100

率 I受益者負担の適正化|適正である

|時 11||川効率 |適正である停車両は故障の仰が高いため適正な更新が必要である。.. 
ごみ収集に用し、る塵芥車両等は10年を経年すると修繕料が嵩む傾向にあり、また故障、事故等の危険性も増大する。その
ため、老朽化した車両は経年順に更新する計画を立てているが、中々現状に沿った予算措置がされないので苦慮している。

課題
因みに、本市がごみ収集を直接委託してし泊業者は故障、事故等のリスク回避も考慮し概ね5年ごとに車両入替をしていると
いうことである。

、

計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

現場の要求を机上の辻棲あわせで変更させられるのはし、かがなものか。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局直・所(係)I 環境事業課 環境衛生センター|

事|ご不屈面非制の充実。一般廃棄弱厄雇孟本計画に基づ
業|き、ごみの収集・処理体制を整備するとともに、新ごみ処
既|理施設の整備を進める。

要

J歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 16，033，000 10，875，041 

|支 役務費 1，719，000 1，622，081 
出

委託料 101，697，000 94，962，507 
!内

|訳 その他 1，985，000 1，804，928 

.g 恥 計 121，4S-4，000 109;264，557 

一般廃棄物(ごみ)処理事業

市内で発生するごみ

ごみの収集・運搬及び処理・処分

生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

歳 入 1 予事事額(円)

国庫支出金

目オ 県支出金
j原害IJ

地方債
内合
訳 t その他 121，434，000 

一般財j原

、ぷE』3 計 121，434，000 

匹亡己

決算額(円)

109，264，557 

109，264，557 

人件費概算
人工獄(人役) 人件費(円)

57吐 2民 773，100 |官l無 1 I封切| 一般 | 経常

活動指標または成果指標 ，H25 

1 I処理量・処分量(搬入量) 26，870t I 26，721 t 

2 

3 

|目的の妥当性 、 |概ね妥当であるl一般廃棄物処理事業は自治体の責務であり、妥当である。
妥〆トム...，・H・..……H ・H ・...・H ・..…，.............................1
当 |自治体関与の妥当性|概ね妥当である|一般廃棄物に係る事務は自治事務で、一般廃棄物の総括責任を負う。
性ト......…………山..• ~，.. • • ~ 1...... . .. .. .... .. . ... . . . . . . ..1 

|対象(受益者)の妥当性|概ね妥当である|生活環境の保全及び公衆衛生が向上し、妥当である。

有 t~.~空界.里 ;戸且 |空持任ど'"(1刀Jどv'三三T三'..I.~史?:T.!f?
効 |類似事業の存在 I存在する
性~.;.，...， ...;:;........."'...;~..;;...;;..;.I

上位施策への貢献度 I貢献している

効 |宗施主体の適正~.7........I適lE't:'ある I.~民が主体で実施すござさあり、空正であ三。
率 |受益者負担の適正化|適正である|一般廃棄物処理事業は市の負担で行うものであり、適正である。

{性 1..・H ・，.……-…，....・H ・...…;;..1.............................1
コスト効率 適正である|適正な処理、処分をしており、適正である。

.レ
事業系一般廃棄物は廃棄物処理法上、事業者が自ら処理する義務があるが、現状では家庭ごみ同様に収集している事例も

'ある。今後、事業系一般廃棄物の収集については周知期間を設け収集から撤退し、本来業務に人員・車両を充てる必要が
ある。また、事業系廃棄物については、分別されていなかったり産業廃棄物が混入してし喝事例もあるため、指導を徹底しご

課題 み減量化を図る。

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

国



様式1号(事務事業評価)

環境衛生センター| 回二口平成27年度事務事業評価シート|課圃局・室・所(係)I 環境事業課

中項目〔施策)

環境衛生の向上

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 66，595，000 73，249，190 

支

出
内
訳

dE〉1. 言十 66，595，000 ん 73，249，190

|人工数(人役)I人件費(円)I 
|0.81  4，499，2001 

人件費概算

焼却灰セメント原料化事業

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金
、財

県支出金
源割

地方債内合
訳 その他 31，516，000 34，665，087 

一般財j原 35，079，000 38，584，103 

ムロ 計 66，595，000 73，249，190 

交付税| 無||会言十翻~ 一般 経常
算入

H25 活動指標または成裏青葉

2，386t I 2，420t 
1 I焼却灰のセメント原料化

H26 

t
山
川
清

1
・
;

円
山

u
u
8

P
O

山

$
i

丸一

m

E

・E

・-
'
E
E
E
E

t
山
%

pounu 

n
u
u
円

L

円
，
白
山

ρ
0

2
山

9

2 

3 

|目的の妥当性 | 妥当である|焼却灰セメント原料化はリサイクル推進、処分場延命に貢献するものであり弘、妥当である。
J 妥 f;.山"叩.. … .. 川山….. 川山.，叩‘"川.

当 |同自治体関与の妥当性|妥当である|一般廃棄物.ごみ焼却灰処理は市の責務であり弘、妥当である。
性性 Iト卜トH山 山.. ……… .. 山….. 山….. 山.叫.山…….. 川..・・H ・...... ・H ・-… … 1.............................1 

対象(受益者)の妥当性|妥当である|ごみ焼却灰の適正処理であり、妥当である。

|目標達成度 三 | 達成している
"F司......・....・M ・...・M ・.，...............，..'..'1.............................1

|三効 |類似事業の存在九 |存在しない
性ト....i・H・ | 

|土位施策への貢献度|貢献している

|均|幣主{*O)翌E??lpffE|二??三:lj-~Jê:t;jJ開害.!ff??2L空主主:
| 笠|受益者負担の適正化|適正である

位以;泌 .........o 日正午ぷ!日二二兆ジぷ説長諸説伝説子iG主計芸品L;

.. 
ごみ焼却灰全量(主灰、飛灰)をセメント原料化するため処理委託するため予算計上している。
焼却施設の運転状況が一定していないので排出量算定に苦慮している。

課題

今の向後

性
方 計画どおり事業を進めることが適当 改時期

善

1':;， 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室岡所(係)I 環境事業課 環境衛生センター l 匹CD
中項目(施策)

環境衛生の向上

焼却灰セメント原料化事業(主灰運搬)

~I県内市町が参画する山百三云タヴジ基本構想事業で、ご
霊|み焼却灰(主灰及び飛灰)のセメント原料化を行う。
山|平成27年度から合理化事業計画により、環境衛生セン
童|ターで発生する焼却灰のうち、主灰と異物(引取伽運

l搬業務を小野田公衛社へ委託する。

歳 出 予算現額(円J決算額(円)

委託料 10，526，000 8，625，420 

支
出
内

r 訳

合 J 計 10，526，000 8，625，420 

人件費概算
lス工薮I瓦夜刀 -A件費(円)I 
10.81  4，499，2001 

歳 人 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
訳内 y 合

その他

一般財瀬 10，526，000 8，625，420 

ぷロ』 計 10，526，000 8，625，420 

|宝?l無| |会計種別| 一般 経常

H25 活動指標または成果指標 H26 

1 I焼却灰のセメント原料化
t
…
t
…鴻

n
U
川
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せ
川
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目的の妥当性 妥当である 焼却灰セメント原料化はリサイクル推進、処分場延命に貢献するものであり、妥当である。
妥 ...・a・・ー・・・E・・・・・・・・・・，・・o.....o・司..司・・・・・・'冒.................................................................................................・E・・・・..................・・・且・..........................................................・・・・・・・...

当 自治体関与の妥当性 妥当である 一般廃棄物・ごみ焼却灰処理は市の責務であり、妥当である。

性 ....・・・・・・a・モ・・且圃・・..，‘且・・・..・・・.....目...・・・..............冒.........・・・・...........・z・・・・・・且・・・・・E且.且.......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冒.............................・k・......................................
対象(受益者)の妥当性 妥当である ごみ焼却灰の適正処理であり、妥当である。

目標達成度 達成している
有

‘え 、...且......軍・，寧.且........・・・・.. -・・・・・・・・・・・・.................................................・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・...且，ー・・a・・・・......................................................

効 類似事業の存在 存在しない
性 '"OH!、.. 、.哩6・..晶司.'司"，.且司、・・・・4・司.......................................... .................寧・・・・・・・・・-・・・・・・・・・..・，.............................................................................................・・a・・・・・・・・a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

土位施策への貢献度 貢献している

適正である 一般廃棄物・ごみ焼却灰処理は市の責務であり、適正である。
効

実受問コス植益山山ト者主効体負卯…率の担……適の適E化E， 化.. 
-・・・・・・・・・・・・a・・・......................................................................................................・・且........................................................................・

率 適正で、ある

1全 ....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........・・・・・・・k・k・・・・・・a・・・・・・量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・z・・....・・・k・・.........................................・............

コ 適正である 山口エコタウン基本構想事業で県内市町が参画するもので、適正である。

.レ
下水道整備等に伴う一般廃棄物処理業等の合理化に関する法律に基づく合理化計画により小野田公衛社と随意契約して
し、る。
焼却施設の運転状況が一定していないので排出量算定に苦慮している。

課題

の今後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

国



様式1号(事務事業評価)

回二百平成27年度事務事業評価シート|課・局室・所(係)I 環境事業課

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

実施計画名

新ごみ処理施設運転管理事業

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 134，987，000 132，458，760 

支
出
内
訳

dロ~ 計 134，987，000 132，458，760 

血 申

人件費概算
|入エ数(人役)1人件費(円) 1 

|0.41 2，249，6001 

環境衛生センター|

小項目(基本事業)

ごみ処理体制の充実

中項目(施策)

環境衛生の向上

新ごみ処理施設運転管理事業

新ごみ処理施設の運転管理

受託業者による施設の運転管理

生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

歳入 予算現額(円)J 決算額(円}

国庫支出金

Rオ 県支出金
j原割

地方債
内合
訳 その他

一般財源 134，987，000 132，458，760 

合計 134，987，000 132，458，790 

宝?|無 I I会計種別| 一般 |経常臨時|

22，838t 

活動指標または成果指標 1 H25 

1 1処理量・処分量(焼却量) 21，415t 

2 

3 

|目的の妥当性 |概ね妥当である|一般廃棄物処理事業は自治体の責務であり、妥当である。
妥ト...・m ・-“・…H ・H ・-……1.............................，
当 |自治体関与の妥当性|概ね妥当である|一般廃棄物に係る事務は自治事務で、一般廃棄物の総括責任を負う。
性1:・.......…....・H ・.....・M ・-…H ・H ・....1・H ・H ・......................j

|対象(受益者)の妥当性l概ね妥当であるl生活環境の保全及び公衆衛生が向上し、妥当である。

達成している|市民が排出する一般廃棄物は100%処理・処分している。
有 t十十“山…..………..山……….“山…..川山..山.“...山.“..….. 山山……..川山.，叩….. 山..“……..山山‘“山.“.. “……… .. 山山….. 山…圃“山...山…….. 山山….. 山山.“山..“……….“山….“山....
効 l類似事業の存在 |存在しない
性 }ト.. 十ω川.. 川..叩司~.. ~…且H山...叩a刊叩川?り刊…..

上位施策への貢献度|貢献している

.実施主休の適正化 | 適正でで、ある|市が主体でで、実施すべきであり、適正である。
効 lトト.. 

一一

.. 

一….入一……

i一….“川.. ‘ 
.. …..山山.. 山..… "……… .. 山....山…….. … .. 川.“川.

率 l受益者負担の適正化 l適正である|一般廃棄物処理事業は市の負担で行うものでで、あり玖、適正であるo

f性生 ト...・..・...・M ・-山・H ・H ・...・H ・.~..・ M ・-“ 1.... ・ H・ .....................1
コスト効率;川、 |適正である|適正な処理、処分をしており、適正である。

.レ
課題

の今後
方 計画どおり事業を進めることが適当 改時善

期
A 向性
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様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課冒局 a室陶所(係)I 環境事業課 環境衛生センター| 匹仁日
大項目(政策) 小項目(基本事業)

資源循環型社会のまちづくり ごみ処理体制の充実

一←計画名

新ごみ処理施設運転経費

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

旅費 21，000 107，680 国庫支出金

支 需用費 90，956，000 64，691，848 
出

役務費 50，000 。
内

財源内 割合
県支出金

地方債

l 訳 委託料 6，157，000 3，905，690 訳 その他

その他 567，000 1，017，280 一般財澗 97，751，000 69，722，498 

合計 97，751，000 69;722，498 ムロ 百十 97，751，000 69，722，498 

. 血 4a . 由

人件費概算
l人工数(人役)1人件費(円)1 

081 4，499，200 宮支見|無||会計種別| 一般 |経常臨時|

活動指標または成果指標 H25 

，1 1 1処理量・処分量(焼却量) 22，838t 21，415t 

2 

3 

|目的の妥当性 。1概ね妥当である|一般廃棄物処理事業は自治体の責務であり、妥当である。
妥ト…i.....・..……...・H ・..，…・4・..1.............................1
当 1自治体関与の妥当性l概ね妥当である|一般廃棄物に係る事務は自治事務で、一般廃棄物の総括責任を負うo

~-q;ト...~・ M ・...・....・H ・....・M ・....・"，'..'， ..'1 ，..，..""，......，....""， ..1

対象(受益者)の妥当性|概ね妥当である|生活環境の保全及び公衆衛生が向上し、妥当であるo

有 ~円?特空明 iふ..，.....， .:1守守空~pJI;L--c停

効 1類似事業の存在 |存在しない
性 f，い・........山ふ山明 | 

|上位施策への貢献度|貢献している

|ヒ品 |実施主体の適正化 |適正である|市が主体で実施すべきであり、適正である。
JfJI' 't.・・・・・p・・・・................o・・・・・・・・・・・・・・‘.，・・・・・・・ ' 
率 |受益者負担の適正化|適正である|一般廃棄物処理事業は市の負担で行うものであり玖、適正であるo

性 |ト卜.. … .. 山山.. 山….“円叩…円fρ円‘....山…….. …… .. 川....…...…L一.

I:Jコス卜効率 1適正である|適正な処理、処分をしており、適正である。... 
稼動後不具合が頻発しており通常運転の継続が中々難しい。
施工業者に取庇修補を徹底して行わせることが必要である。

課題

今の後方
事業の進め方等に改善が必要 ι改時期善 28年度中に改善に着手

向性

巨訂



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室且所(係)1 

大項目(政策〕

資源循環型社会のまちづくり

実施計画名

環境課 匹Eヨ環境保全係

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

報酬 180，000 92，000 

支 旅費 16，000 12，000 

肉出
ー，

訳

1s 計 196，000 104，000 

人件費概算
IX工数I末在，1A再葺I両丁1
|0.41 2，307，3981 

業事ム一品議審
Z
境環

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原割

地方債内J 合

訳 その他

一般財源 196，000 104，000 

品目 計 196，000 104，000 

官見|無 II会言十種別| 一般 経常

活動指標または成果指標 H25 

(随時)

1 1環境審議会の開催回数 1回 0回

0回21技術専問委員会の開催回数

(随時) 1 (随時)

0回

3 

1 妥 i問P里明門門1tr.J竺貯tr.J1切(f)悠今

当 |自j治台体関与の妥当性| 妥当である|環境基本法に基づく審議会であり玖、妥当である。
性 1"・H・..，…q・e・山H・H・...…・・・・1.............................1

対象(受益者)の妥当L性|妥当である

目標達成度 |達成している
有 1...，;.:，. .~'" ""，;.:、|

| 効ヘ|類似事業の存在 |存在しない
性 1":";.~ ，..， :;.."........h ，.....，，，.，...，， .1

|上位施策への貢献度1貢献している

効 I竺|雪雪雪許.空F烹?肝!1T1と1ι;一….. 宅川‘ | 空F至三史雪三汀|目JlJI閉'!I!HE里R守1m胃.秀汗雪望精育子衿合全?矧門何11;:点思!と仔:ささ空主lii-0ゴ三ゴ

率 1受益者者!負担の適正化|適正である

|性 t;'~;~~'$....".......;.....~..';I....iiË.~~~...1
21::1スト効率 1 適正である|必要最低限の開催であり、適正である。

.レ
課題

、

今の向後性方〆 計画どおり事業を進めることが適当
改善

時期

劃一



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所得)I 環境課 環境保全係

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

環境保全協定及び事前協議に関する事業

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円)

国庫支出金

支
出、

内 J

財源割
県支出金

内合
地方債

訳 訳 その他

一般財瀬

合計 。 。 dロL 計

人件費概算 l入識でi1rift;241|官見|無|同問| 一般

百覇指標または成果指標

1 1環境保全協定の締結事業所

H25 

(随時)

H26 

(随時).58荘.........1'......... 50荘

21事前協議の提出

3 

目的の妥当性 妥当である|環境保全のための協定であり、妥当である。
妥 f…...・H・............・H・...叩.，....."...1.............................1・
当 |自治休関与の妥当性|妥当である I事事:業所と市で締結される協定であり、妥当であるo

性性， Iトトトト.. 山……….. 山……….. 山….. 山….. 山..“山“山……….“山….. 山….. 川…….. 川山.. 山山.. 山‘“...川…‘"刊山.“山..“山....刊M山…'叫川.…一…

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である I市内事業所との協定であり札、妥当である。

。

匹[TI

決算額(円}

。
経常

'目標達成度 I概ね達成して川|市内主要事業所とは、協定が締結されているため、概ね目標を達成しているo

有 1;.';.. . .. . ;. ， " ":.，， ， . .. ...;..， . ;; " ~..".. .1 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 I;，"...~.:.;:._.，._;..，...~..."..，...;:;_.;;;， !"I

.上位施策伐の貢献度|貢献している

実施主体の適正化 |適正である|事業所との協定締結は、自1治台体が実施すベき事業のため、適正であるo

効 |ト卜トト"………….. …… .. ………… .. …… .. …… .. …....………….日……….. …….“….. 一.......…………且H山…圃H山且u且.. ……… .. 山…….. 山山山….“山山.. 叫山.“山‘..向….. 山..一一…….. … .. トl
、率 |受益者負担の適正化|適正である|費用負担はないため、適正であるo

j 性 1..'..，"，....……・……山..;，.，..+............................1
'コスト効率 ム |適正である|経費は、かからないので適正である。.. 

課題

今の後方} 計画どおり事業を進めることが適当
向性

、改時期善



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)1 環境事業課 |小野田浄化センター| 回コヨ
中項目(施策)

環境衛生の向上

示事百T基本事葉7
し尿処理体制の充実

小野田地区一般廃棄物(し尿等)処理事業

歪122253よ522ZEZ臨時舵宅|対象|一目し尿及ー汚泥

ま|いる。市では許可により収集・運搬し、小野田浄化セン|手段|許可業者が収集・運搬したし尿等を処理・処分するo

遣|ターで処理・処分を行っているo

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 49，249，000 53，067，373 国庫支出金

支 役務費 201，000 194，424 
出

委託料 4，032，000 2，731，611 
内

源財 割
県支出金

内合
地方債

訳 その他 48，000 38，400 訳 その他

一般財源 53，530，000 56，031，808 

且ロ』 言十 53，530，000 56，031，808 iロh 言十 53;530，000 56，031，808 

lXヱ数(人役)1人件費(円)1 1交付税 1drtt 1 長;ム""，1 ~Tù l 
人件費概算 1 0.41 2，249，州 | 算入 | 無 II会計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 • 1 H25 1.. H26 1 I H27 1目標 l

1 1 I 1達成
1 1し尿及び浄化槽汚泥処理量 r'"・3":i:"iiii3.;rl....T.・55:SEEn---| fu--5i:2852H・H・| 度

2 

3 

卜 I目的の妥当性 |妥当である|市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当である。
妥 l・....・H・-…-…...o....・R・H・'"…1..・+

当 |自治体関与の妥当性|妥当である I一般廃棄物に係る事務は市で処理すべきであり妥当である。
件い・…♂…....・.....・H ・H ・'"・...'....1.............................1.

|対象(受益者)の妥当性l妥当である l市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当である0

.目標達成度 |達成している.
有 t........................;.，.................1
効 |類似事業の存在 |存在しない

|性 h...'.; ，';.，..;."...........~;.;........， ....1

.上位施策への貢献度|貢献している

効主性??空~~~.;.....I....~王立三 I.~.~!.?待望ffff?万台.C??rT??:
:率 |受益者負担の適正化|適正である|し尿等の処理は市が行うべきものであり適正である。
性}……山山M ・M ・-川

課題

F 

今の向後性方… 

特記
事項

コスト効率 適正である|設備の老朽化が進行し、修繕料が嵩む。浄化槽汚泥の搬入量増により薬品等の使用量増。

... 
稼動開始後28年が経過し老朽化のため故障等不具合が発生している。そのため、修繕料の確保が必須となるが、稼動維持
に見『合う予算措置とならないことで苦慮している。
山陽中継所で一時貯留したし尿等が搬送され、浄化槽汚泥の搬入割合が増えたことで沈砂物が堆積しており処理に支障が
発生している。
大型機械はリスク回避上予防保全する必要があるため適正な予算措置が望まれる。
水槽に沈砂物が堆積しているため、これを除去する予算措置が望まれる。

計画どおり事業を進めることが適当
改善
、時期



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 環境事業課 |小野田浄化センター|

中項目(施策)

環境衛生の向上

士 1市内で、発生するし尿及び浄化槽汚泥の収集・運搬及び
事|処理・処分は廃棄物処理法により市の固有業務となって
概|いる。市では許可により収集・運搬し、小野田浄化セン
要|ターで処理・処分を行っている。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

j 需用費 1，235，000 1，223，532 

支 役務費 24，000 10，256 
出

委託料 25，334，000 25，052，766 
内

J 訳

』ロ』 言十 26，593，00。26，286，554 

山陽地区一般廃棄物(し尿等)処理事業

歳 入十 予算事額(円〉

国庫支出金

Fオ 県支出金
j原害Ij

地方債
内合
訳， その他 383，000 

一般財瀬 26，210，000 

」ロ』 言十 26，593;000 

人件費概算
(円)I I交付税 I__ I IムL措口|

| 0吋 色川~I 算入 |無 II会計種別| 一般

2 

3 

m言語崩票詞市市果樹票 H25 

100% 
し尿及び浄化槽汚泥の小野田浄化センターへの 1

搬送量

※上段:目標中段:実績下段:達成率

目互吉一寸 I H27 I目標

達成
度

匹DO

決算額(円)

。
経常

目的の妥当性 J 妥当である |市は生活環境の保全及ひ'公衆衛生の向上を確保するため、一般廃棄物を管理し、適Eな処理を行う責任を負う。
妥 1"';・H ・-…….......・H・...…・....・I・............................1
当 l自;治台体関与の妥当1性生志I妥当である|一般廃棄物に係る事務は白f治台事務で、一般廃棄物の総括責任を負う弘。
性 |トトト‘日山.. 山…‘h且

対象(受益者)の妥当性| 妥当である|山陽地区における中継基地であり妥当であるo

目標達成度い |達成している
有 ιト |
効 l類似事業の存在、 I存在しない
性~.....;.;;...;...;.;....， ....;......'........;;.I

上位施策代の貢献度|貢献している

-実施主体の適正化 |適正である I一般廃棄物に係る事務は、市が主体で実施することが適正である。
効 hドト...一.. ……… .. … .. …...……… .. … .. …...… .. …叫“…“……....山山….. … .. ….一...………….. ……… .. 山….“山圃“..υ判山‘“.，ト.............................ト
率 |受益者負担の適正化|適正である I市民が排出する一般廃棄物は100%処理・処分している。
性 f~ .・H・....・H・.'10.・H・H・H・-…....・H・+............................，ト

|コスト効率、 I適正である|市内で発生するし尿及び浄化槽汚泥を適正に処理するため適正。

4易
小野田浄化センター受入と搬送業務の連携を図って適正な廃棄物処理を目指す必要がある。

課題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

I =~' 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課同局・室・所(係)I 環境事業課 |小野田浄化センター| 回三日
大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり
同研計画名

上

才
一
向

査
の

福山一生
j

j

 

i
{
 

日刊一醐

小野田浄化センター運転管理業務

士 E新ごみ瓦面施設の建て替え伝子手伝:平面6年度に小野
喜|田浄化センターの汚泥焼却設備を廃止し、汚泥搬出設備

|を建設する。設備の変更に伴う業務量の変化と汚泥搬出
雲|用車両の受託者側の負担による委託料の増加。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 51，030，000 49，717，800 

支
出
内

l訳

dロ~ 計 51，030，000 49，717，8001 

小野田浄化センターの運転管理

手段|委託業者による搬入の受付と脱水汚泥の搬出

生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

歳 入 予算現額(円) 決算額〈円)

国庫支出金

Rオ 県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他、

一般財源 51，030，000 49，717，800 

合計 51，030，000 49，717;800 

人件費概算 |人工数(人間人tt。11想見|無 II会計種目IJI 一般 I ~~.~a~ I 

H25 

100% 

活動指標または成果指標 H26 

1 Iし尿及び浄化槽汚泥処理量

2 

3 

|同目的の妥当性 、 |妥当である I市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当であるo

妥 トトい"川川.. 刊…R

当 |同自治1休本関与の妥当性| 妥当である I一般廃棄物は市が処理すベきであり妥当である。
性 lトトトト.. …川.. 川.叫山句h山川川1一ω叫山川.凶山…‘h山….“一...山………圃“山………目凶山….. 山…困“川.凶'"……….. 山….. 山.. 且.. 山……….. 山…….. 山…且"山..……... “…… .. 山…….. 山….. 山什.. 

対象(受益者)の妥当性| 妥当である|市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当である。

|旧目標達成度 I達成している
有 1...，'，.，..'..，.........:..~':.， .............i:.1

a 効 |類似事業の存在 I存在しない
性 Iト….. ……… .. ……….ι………...一.“山‘"日…一.. “…h 

よ位施策〆伐¥の貢献度|貢献している

実施主体の適正化 適正である|し尿等の処理は市が行うべきものであり適正である。
効 1'，・H・-ー・り・H・H・h..・H・.....・M・.....・H・I.............................j
率 |受益者負担の適E化|適正であるし尿等の処理は市が行うベきものであり適正である。

可¥、1性生 f.;川負

コスト効率 • I 適正である|設備の老朽化が進行し、修繕料が嵩む。浄化槽汚泥の搬入量増により薬品等の使用量増。

.レ
施設が老朽化しているため、必要な定期整備や修繕が適正に行われなければ、万全な状態で運転管理委託ができない。

課 題

今の向性後方、 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

特記
、事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課M 局冒室R所得)I 環境事業課 |小野田浄化センター|

天頂百T扇東〕

資源、循環型社会のまちづくり

中項目I極東〕
環境衛生の向上

小野田浄化センター維持整備事業

;1し尿処理施設(小野田浄化セル)はし尿及び浄化槽
汚泥を衛生的に処理する施設であり、施設の安定稼動の

町ために必要な修繕や整備を行い、施設を維持する。

要

歳 出 予算現額(円): 決算額(円)

需用費 2，576，945 2，576，945 

支
出
内
訳

合計 2，576，945 2，576，945 

j 人件費概算

活動指標または成果指標 H25 

1 1し尿処理施設の修繕整備

2 

3 

歳 入 予算現額(円)

国庫支出金

財 県支出金

j内原 割合 地方債

訳 その他

一般財j原 2，576，945 

.g. 計 2，576，945 

一般

H26 

回コヨ

決算額(円)

2，576，945 

2，576，945 

経常

|旧目的のの、妥当性 I 妥当である I市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当であるo

| 妥 Iト"山山川..山..川.叫山刊ゼμ何.円川Fμ.......山…..叩..山……..山………..川…..山山..川....川"‘
当 |同自治1体本閑与の妥当性| 妥当である|一般廃棄物は市が処理すベきであり妥当であるo

》 性 、}ト一..…，.ι....山…….叫山..…....円・H ・H ・H・H・...“・υ1.............................1ト
対象(受益者)の妥当性|妥当である|市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当である。

目標達成度 三 I達成している』

1 !I精子55:::::|:512J::
上位施策への貢献度|貢献している

効 l実施主体の適正化 j適正である|し尿等の処理は市が行内ものであり適正である。
~~~~;.;.;~...'....;.・M・ .j"..; ..~...・H・・・4・・・;，.............................，ド

I : l黙空警翌.f空~.~.H 空EfT2lfF72作史fTfj?ご;三日ゴヂ供三校:
コスト効率 I適正である|設備の老朽化が進行し、修繕料が嵩む。浄化槽汚泥の搬入量増により薬品等の使用量増。

• 
課題}

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 、改時善r

期

豊]



. 

様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課圃局直・所得)I 環境事業課 |小野田浄化セン亨士1

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

実施計画名

小野田浄化センター定期整備事業

古川、野田浄化センターに設置されている機械設備等は万
事|全の整備が必要であることから、定期的に分解整備(予防
虫|保全)を行うこ左により、施設の安定稼動を目的とする。

要

歳{出 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 4，155，000 3，693，600 

支
出
肉

言R

辺E〉ヨ. 計 4;155，000 3，693，600 

小野田浄化センタ}

歳 入 予算麗額(円)

国庫支出金

財源割
県支出金

内合
地方債

訳 その他

'， I~般財j原 4，155，000 

iE〉コ. 計 4，155，000 

. 出 4e . 由

人件費概算 !人瑚(人間人{22。けずいJl::竺| 一般

i 活動指標または成果指標 H25 H26 

破砕機(3台)、浮上分離槽上部集泥装置(1式)、 ............................. 

空気圧縮機(1台)、 uv計(1台)、冷却設備(1式)
の分解整備

............................. ........................・・・・・

軸流境持機(1台)、汚泥脱水機(1台)、空気圧縮-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4・・・・・・ -・・a・・・.......寧且・・・・..且......
2 

機(1台)、脱臭装置(1台)の分解整備 ............................• -・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・・・・・.

破砕機(1台)、前処理装置(1式)、空気溶解機 .......................・・・.，.-・・・・...........冒・・・・・・・.....
3 (1台)、空気圧縮機(1台)、曝気ブロア(2台)の

分解整備 -・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・........・・........且・a・・....且・・・a

匹I15 I 

決算額(円)

3，693，600 

3;693，600 

臨時

目的の妥当性 妥当である|市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当である。
妥 ト!'.OI:O;;.・・・w・....・H・.....・....・H・....・・，.............................，

当 |自治体関与の妥当性|妥当である|一般廃棄物は市が処理すベきであり妥当である。
性l

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|市民の排出するし尿等を衛生的に処理し、公衆衛生に寄与することから妥当である。

目標達成度 1達成している
有 l・.......................;;...，............，'.，

~..'I類似事舎の存空 |存在しない
| |上位施策への貢献度|貢献している

|実施主休の適正化 1適正である|札し尿等の処理は市が行うベきものであり適正である。
効 、}トトト-円山.. …….“山…a“山山.. 山山…..川山……..山山..凶山且“山山…‘“山山..川山..叩..

〆率 |受益者負担の適正化|適正である|札し尿等の処理は市が行うベきものであり適正である。
性性ト lトトトい“山……….. 川.“山….“山.. “川.

|1:3コ=スト効率 、 1適正である|設備の老朽化が進行し、修繕料が嵩む。浄化槽汚泥の搬入量増により薬品等の使用量増。

今の向後方性

P特記
事項

...... 

計画どおり事業を進めることが適当 改時期善



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課品E室刷所(係)1 土木課

中項目(施策〉

環境衛生の向上

管理係

有帆緑地処分場管理事業

.....，公共事業の産業廃棄物等を処分するために建設した「有

芸|帆緑地処分場」を適正に管理し、施設周辺に迷惑をかけ
概!ないようにする。

処分場周辺住民及び公共事業発注者

要

歳 出 予算現額(円)， 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

需用費 566，762 566，762 国庫支出金

尋主王こ3出丙問を三主

役務費 38，000 37，662 

委託料 216，000 216，000 

機械器具借上料 1，381，000 1，379，808 

源財 割
県支出金

地方債
内合

のf也訳 そ

公課費 8，000 7，800 ー般財源 100 2，209，762 

ぷE』Z 言十 2，209，762 2，208，032 dE』3 計 2，209，762 

人件費概算 !人工数明人{鬼怒~ I官|無|也記 一般

活動指標または成果指標 γ H25 

搬入量

H26 

搬入量

1 1年間搬入量(建設残土等) 50485トン 50125トン

0件 1 0件

21水質基準不適合件数 。件 1 0件

3 

100.00% I 100.00% 

妥 目的の妥当住 C'I 妥当である快設の維持管理であリ当である。

当、|自治体関与の妥当性| 妥当である|市が設置した施設であり、妥当である。
性ト….........-...…H ・H ・........・ H ・1....................... 十

|対象(受益者)の妥当性|妥当であるいと共事業であり、妥当である。

三一1慢性...己・;，，1 黙とご.~.~~..I:.~空~ii{.i$~来日常日庶民
効 |類似事業の存在うつc01存在しない

性五五員二伝説|説仁三;Z院長持説逼宅福説ぷi;:説日;:L;
|実施主体の適正化 |適正である|市が設置した施設であり、適正である。

: 効 一l…ふ，;.吋L瓦石Lλi正玩示.，.…，.. 山掬.. 二人ぷぷ，.，.山玉'..一J

一
...ら…山}い.

占率了:1費受!益者負担め適主化 1適王である|搬入者から建設残土処理手数料を徴収しており弘、適正である。
唱注 L .. … .. …...… 

lbコスト効率
， 

1適正である i市が直接管理しており、適正である。.ト
処分場の埋め立ては、ほぽ完了しており、今後は事業の完了にむけての準備が必要となる。

f

課題

今の後
方 計画どおり事業を進めることが適当 改時善

期
向性d

LE雪

回三ヨ

決算額(円)

2，208，032 

2，208，032 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局室・所得)I 土木課 管理係 匹I26 I 

歳 出 予算現額(円) 2た里塑(円) 歳 人 予算現額(円) 決算額(円)も

三三苗重よ訳向ミ三子E 

工事請負費 4，981，238 4，693，680 国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
内合
訳 その他

r 一般財源: 100 4，981，238 4，693，680 

合一計二 4，981;238 4，693，680 合計 4，981，238 4，693，680 

|人工数(人役)1人件費(円)I I交付税 I4w: I I AU岳山II . ~fù I 
人件費撤算 I 0叫 86抗m11算入三 .1 無 1 1会計種目| 一般 | 臨時

※上段:目標中段.実績下段:達成率

活動指標または成果指標 I H25. I H26 I I H27 |目標 l

1 搬入量 | 搬入量 1 I 搬入量 |達成

年間搬入量(建設残土等) 1 50458トン 1 50125トン 1 I 39021トン | 度

2 

3 

目的の妥当性三 |妥当である|施設の維持管理であり、妥当である。
l 妥 1・H・H・...・4川両......…H・M・-…I・M・.........................1
言 l即時関与号妥当性|妥当である r~.~~設置した施設であり、計三ぞ?。

|対象{受益者)の妥当性|妥当である|公共事業であり、妥当である。

ニ|目標達成度、
有 I..............;......;............;;~;.:.:;.I

よf効 I類似事業の存在 |存在しない

性 詞議;芯=芯品説長説|説Cぷ2ぷ;;石司五司|陣逼孟王=必語泌通毛逼長語漏扇i両両必両LL正l戸日;

| う ~I裏施主休の適正化 |適正である|市が設置した施設であり弘、適正であるo

三劫三 lド尋"……….. 山….. 山....…….. 川山司"叩.... ………… .. …… .. … .. …"……… .. … .. 吋.

二三子率 I受益者負担の適正化| 適正である|搬入者から建設残土処理手数料を徴収しており、適正である。
性 1.....…・…句会訂以…....・.1.............................1

|コズト効率士 1適正である|施工金額を指名競争入札で決定しており、適正である。.. 
処分場の埋め立ては、ほぼ完了しており、今後は事業の完了にむけての準備が必要となる。

課題

z 今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

、向性
時期

平成27年度末で、埋立率は94.3%となっており、新規受入れは行っていない。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 環境課 生活衛生係

. 

大項目(政策) 中項目(施策)

資源循環型社会のまちづくり 環境衛生の向上

埋火葬関連事業

.".，.1火葬業務は市の固有の事務でありL値瓦両立安定両な処

芸|理が求められている。火葬場は、山陽斎場及び小野田斎
四|場の2箇所があり、いずれも指定管理者による運営等が

室|行われている。施設は老朽化が著しく、建替えまでの維持
|管理が必歪である。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入

斎場指定管理委託料 26，644，000 26，643，600 国庫支出金 J

支 燃料費 4，808，000 3，205，940 
出

修繕料 1，270，000 1，076，760 
内

源財内 割
県支出金

;;:ロ〉ギ 地方債

訳 設備保守委託料 209，000 204，119 訳、 その他

その他 125，000 102，394 一般財源

ぷE』3 計 33，Oq6，000 31，232，813 合 J 計

人件費概算

E 血 4， ヨ 由

|人工数(人役)1人件費(円)1 
|0.451 2，595，8231 想見|無|

活動指標または成果指標

1 1火葬件数(胞衣、身体の一部除く)

21斎場施設の重大な問題・苦情件数

3 

H25 

随時対応

893件 1 934件

1件対応できずI
随時対応 | 随時対応

I............i五二:I::::EE:
解決済み

|会計種別|

目的の妥当性 I妥当である|火葬業務は市の固有の事務であり、妥当である。

予算現額(円)

33，056，000 

33，056;000 

一般

|女イr・..…山一…..………1.....-:.:.:.:.......:.........1
当 I自治体関与の妥当性|妥当である|墓地及び埋葬等に関する法律に基づく経営であり妥当である。
性 トH ・H ・...・H ・-山….………陶山………、一…….. 山.“.. 山……….. 山……….. 山……….. 山…….. 山…一.. 山.. 

|対象(受益者)の妥当性|妥当である|

ZZJ;防勺

|類似事業の存在 |存在しない

lf1 t土日 員二品問|貢献している

|)効 |際問脅黙警性主烹性勿?竺空肝円E烈黙吹11::ι与1LJ:J|空円E三芝f吹三 |防?竺K照存性伊丹芳守"竺?許望?門門守円円!;::1'3士;::1'3土:どどr口y三三，'""(三史:ごヨ1

;率 j受益者負担の適正化|適正である
性 J ト川・L・...・M ・-ー川 、 l 

匹[EJ

決算額(円)

31，232，813 

31，232，813 

経常

コスト効率 概ね適正である|指定管理者制度を活用しており、自主運営よりコスト削減は確実で、適正で、あるo

..... 
-両斎場とも供用開始から30年以上が経過しており、施設の老朽化が著しい状況である。
-施設の定期的な保守点検を継続し、不具合が出る前の保守管理を徹底する必要がある。

|課題

今の向後性方 計画どおり事業を進めることが適当 |改善
時期

笠|



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局冒室・所得)I 

支項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

実施計画名

霊園管理整備事業

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

斎場・霊園整備委託料 1，000，000 981，7201 

支
出
内
~R 

dE』Z 計 1，000，000 ， 981，720 

l人工数(人役)1人件費(円)1 
10.41 2，307，3981 

人件費概算

環境課 回三ヨ生活衛生係

中項目{施策)

環境衛生の向上

霊園管理整備事業

手段|市職員又は業務委託による除草・立木伐採作業等

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
内合
訳 その他

一般財j原} 1，000，000 981，720 

s- 計 1;000，000 981，720 

引見|無||会計種別| 一般 経常

活動指標または成果指標

1 1職員による清掃維持管理

一
応
…
応
…
成

β
一
対
…
対
一
遠

出
一
時
…
時
…
ね

i

一
随
…
随
…
概

ι

一
応
…
応
…
成

詔
一
対
…
対
…
達

同
一
時
一
時
…
ね

l

i

l

-

随
一
随
…
概

2 

3 

目的の妥当性 | 妥当である|区画貸出希望の需要に応える必要があり、適正管理は妥当である。
妥ト.........~・H・………H・M・M ・ ...1.............................1

当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|墓地及び埋葬等に関する法律に基づく経営であり妥当である。
性 1..，;...・M ・...・H ・H ・.•. ~... • •.• ..…....・M・1.............................1

対象(受益者)の妥当性| 妥当である

目標達成度 E概ね達成している|墓参者が集中する時期には、清掃管理の対応はしてしも。
有 ト"……a“山山…….. 川山……..山山…….. 川山川…..山川川.. 山川.白引…F円押司.. 

効 |類似事業の存在 I存在しない
性.f ~ ， .: ，.，: • ;. ..:. • ，.. • • .;... ， ..， • "'， • ~ .. • "，: I 

|上位施策への貢献度|貢献している

|実施主体の適正化 |検討が必要|更に安定した維持管理ができる体制を検討する必要があるo

f 効 ♂ l…… .. 川山…….吋山山‘“仙山.“川..…….叫山'"刊圃“叫且“川4
率 |霊受!益者負担の適正化| 適正である

シ性ト..o..・山.........山山川…-…+...…H ・H ・.....・H ・...・H ・1

l Iコスト効率 |概ね適正である|職員対応でコストを抑えており、予算額以上の効果はある程度確保されている。.. 
-市営墓地は、小野田霊園約3，300区画、南墓地公園約550区画、東墓地公園約200区画、南中川墓地区画未定の約700基
と膨大な区画と領域であり、年聞を通じて安定した維持管理の確保が難しい状況である。

課題
-安定した清掃委託ができるように予算確保に努めるとともに、人手不足で、はあるが墓参が集中する時期前には職員による対
応を今後も続ける必要がある。

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

、特記

事項、



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 環境課 生活衛生係 回三日

7-備
葉
一
整

事
一
の

一
本
一
園

基
一
霊
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一
斎

Z
B
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-
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I'-

山陽小野田市新火葬場建設事業

事|昭和55年に建設された小野田山陽両斎場とも築30年以
~I上が経過しており、施設の老朽化が著しい状況である。合
言|併特例債を利用して、小野田・山陽岡斎場を統合し、新し

要1"

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

用地購入費 12，003，000 12，002，400 

支 調査設計委託料 11，042，000 2，800，000 
出

火葬炉技術審査委託料 500，000 255，960 
内

訳 報償費 20，000 14，000 

ムロ 計 23，565，000 15，072，360 

歳入 予算現額(円) 決算額(円) 1 

国庫支出金

財 県支出金
j原割

地方債 合併特例債 14，300，000 14，300，000 
内合
訳 }その他

一般財調' 9，265，000 772，3601 

tロh 計 23，565，000 15，072，360 

人件費概算
|人工数(人役)1人件費C円)1 1交付税 1-k- 1 1 札口"I 
| 11 問問~ I 算入 |有 II玄計種別| 一般

臨時

活動指標または成果指標 マ 1 H25 1 H26 

1 1基本計画の策定
新火葬場建設に向けての条件整備を行い、年次 I.............................t

1 If~~~~~::=/~ll:-~~ -J-~~~~~~Vtw(!_ -1 J V .， ，-1/' I I基本計画の策定
的な計画に従い事業を推進する。 1.............................1

2 

3 

目的の妥当性 妥当である|基本方針、計画により、市には必ず必要な施設であるとしている。

i lH4RHEa-4E:[::23152:民主税者五円fZEE-1i57155::::
| 人 |対象(受益者)の妥当性|妥当である

有 l目園円ザ号宇竺界照 I~.~~空烹nXG三三-C~\三ゴ1ど~\Q三ゴfゴI.~.~~空r三Zご三士三二二ご:f7土♂Tヒ巳'1思!
効 |類似事業の存在 ， 1存在しない

性.I上長施策二の貢献度|貢献しぶる

.実施主体の適正化 |適正である|火葬業務は、市固有の業務である。
効 t卜勺.. 日 山.. 川.. …… .. 山….. … .. 川.

γ 率 I受受i益者負担の適正化| 適正である
性〆l・h・....，..…-………...・H ・..・|…・H ・H ・.....・H ・....・H ・.j........

| . Iコスト効率 l適正である|関係業者と幾度となく協議を重ね、経費節減に向けて努力している。

.い
課題r

今の向性後方 計画どおり事業を進めることが適当
改善
、時期 j

平成27当初の調査設計委託料11，042，000円のうち、平成28年度に8，076，680円繰越している。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局冒室・所(係)I 環境課 生活衛生係 回コロ
大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

〆実施計画名

環境美化向上事業

中項目(施策)

環境衛生の向上

アダプトプログラム事業

ー本事葉l王自分たちの街は自分たちで吾瓦いにしようとい
宝|う理念、の下、市民と市が留協J働で

毒副I~る。活動は個人でも団体でも参加でき、市はその活動に|手段|ごみ袋、清掃用具の支給実践者名を記した看板の設置
要|対してごみ袋や清掃用具を支給し、集められたごみの回

l収・処理を行う。また、参加者の保険加入も行っている。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

消耗品費 124，000 103，775 

支 保険料 90，000 51，660 
出
内
訳

MEbヨ、 計 214;000 155，435 

歳 入 予事現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原割

地方債
内合
訳 その他

ー般財源 214，000 155，435 

ムロ 計 ，.1 214)000 155，435 

l 人件費概算 !人工数(引人件 記 入II ~~~R I無|也画 一般 経常

50% I 50% 

活動指標ま王冠蔵裏福事 6
一
体
一
体

也
一
団
…
団

t
l
-
n
L
7
1
 

主
体
…
体

問
一
個
一
咽1 1新規活動団体数

21参加団体数
…・・・25苗床....r.....23国{;f.....

3 

l 妥 l目円明?門史妥雪性 | 妥当三あ~....I全共用地の美化環境を保全を目的とする砧ものであ制りM当であるo
i 当 |自治休関与の妥当性|妥当である|公共用地の美化.環境を保全を目的とするものであり仇、妥当である。
性 1:.….....

対象I受益者)の妥当性| 妥当である 11活舌動者への支援であり玖、妥当であるo

有 I~.~~:ザ;.~.，...................I 望!lltL--C v 三'..I.~.~とでさ雪.fff.?黙ゴ♂.:T:
効.I類似事業の存在 |存在しない
性 1..:....・þ~"一川・・;;;:......;.....，.;:.1

;|よ位施策(の貢献度|貢献している

実施主体の適正化 I適正である|個人・団体がボランティアで参加しており、適正である。
効ト.1..・H ・...・H ・......・H ・...・H・...:::....，.............................，

率 1受益者負担の適正化|適正である|必要最ノト限の支援を行っており、適正である。
性 ρ ト……...・H ・..……・H・H・.......1.............................，

ノ Igスド効率 I適正である|必要最小限の支援を行っており、適正である。.. 
両齢化による活動を辞退する団体が出てきている。 HP等によりPRし、新規の参加団体の増加を図る必要がある。

課題、

ι 

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

特記
事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課骨呈・所(係).1

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

環境課 回三日生活衛生係

軍

狂犬病予防、犬・猫保護等関連事業

事|狂犬病は人聞にも感染しJ死二亡率が非常に高下扇気で、
業|蔓延を予防するために狂犬病予防法が制定され、犬には
概|年I回の予防接種が義務付けられている。
要|また、犬・猫等の適正な飼養方法の徹底を図る。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

消耗品費 84，200 61，980 

支出
県動物保護管理協会負担金 47，000 47，000 

内
訳

dE』ヨ 計 131，200 108，980 . aE aUL' ， d円圃、. 11.1_':主主.， 、

人件費概算

活動指標または成果指標

1 1狂犬病予防注射の実施日数

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
訳内合

その他

一般財j原 131，200 108，980 

ムロ 計 131，200 108;980 

H25 

7日

一般 経常

7日 7日

ν
2
所
一
所

。
一
カ
山
カ

ρ
し

-
q
d
u
q
J

1
1
-
n
u
山口
V

-
1
1ム
“

1
1ム

ν
均
一
所
…
所

ο
一
カ
…
カ

n
u
-
q
d
u
η
J
 

市

i
-
A
U
山
内

U

T
Eム

"
t
Eム21集団接種箇所数

100% I 100% 

4，052頭 1 3，985頭

2，545頭 1 2，453頭31予防注射実績(動物病院分含む)

62.81% 61.56% 62.37% 

主I目的の妥当性 |妥当である|人と動物が共生できる生活環境は維持できている。
，.・・・・・・・..・・・・・司・・・・・・，.'I~'I'" ....・・a・9・・・1..............................

| 当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|狂犬病予防法により予防接種が義務付けられており、妥当である。
性性コ }ト川“…一一……..山.... 山……….. 山………且"山….. 山….. 山....……….. 山….. ………… .. 山……….. …… .. 山….. 山……….. 山……….. …… .. …… .. 山……….. …….日…….. …...一….円…!ν円川.. 山"斗.

対象(受益者)の妥当性| 妥当である

右 l~宅.望号.P.M・.......・M ・ -|???riff|烹守主計烹全!?.:型fffRfj主三三二三!ffEtT.112:
効ヘ|類似事業の存在、ー|存在しない

|性~.:.;.::...::.".""，....，:..::..，......，， ...I

|土位施策〈の貢献度|貢献している

効 lき照子f*三翌烈klFfffl牧町貯史f:骨子黙設計竺?とごf.hF.tfE
率 |受益者負担の適正化|適正である
性 1....::.:.，...;，......."...;....:..:'"..;.;，，1

コスト効率 l 適正である .. 
-飼犬が死亡した際に、飼い主からの死亡届の提出がされなし、ことが多く、実際の犬の数と登録数に差がある。(→登録が
残ったままとなり実施率が悪くなる)

一， -飼し、主に犬の登録や抹消などの届出を忘れないよう更なる周知徹底を図ることが必要。
，課題

I 今の向後性万f 計画どおり事業を進めることが適当
改善

|時期

特記
事項



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室R所 得 )I 環境課

中事百て施策)

環境衛生の向上

事|公衆衛生の向上を図るため、山陽地区の天満町ど渡場の
1:12箇所に公衆便所を設置し管理している。

生活衛生係 回三ヨ

生活衛生向上事業

事|また、公共施設で発生したそ族見虫(主にハチ)の駆除を|手段|清掃管理、そ族見虫の駆除、消毒作業などを実施
要|実施している。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円)

公衆便所清掃委託料 245，000 214，800 国庫支出金

支 役務費 36，000 25，740 
出

需用費 30，000 26，781 
内

財 県支出金
源割

地方債 4内合
~R 訳 その他

一般財源 311，000 

dEト耳 計 311，000 t三 267，321 ムロ 計 311，000 

l人工数(人役)1人件費(円)I I交付税 I""" I I ，.6.，;;.U;liI;l，1 I _"'''' I 
入件費概算 I 0叫2ヰ| 山

※上段:目標中段.実績下段:達成率

活動指標または成果指標 1 H25 1 H26 1 I H27 |目標 l

月5回 | 月5回 1 I 月5回 |達成
1 1公衆便所(天満町、渡場)の清掃 r.......五百箇.......T..・H ・]35白・H ・M ・'1 r・H ・H ・Fl5百H ・H ・'1度

100% I 100% 

21公衆便所に係る苦情件数
........ot手山…r........oi

i平

31公共施設の害虫駆除件数 ..随iiii苅芯:...T....随時.牙応 Ir首碍苅:応叫

l目的の妥当性 |妥当である l公衆衛生の向上や危険の回避など行っており、妥当である0

・延長 .....・ a ・...・H ・ a・....“・6・"“~.~;.....;.... " .1........ ......... ............1 
l 逼 |自治体関与の妥当性|妥当である|公共施設の衛生管理であり、妥当である。

性 lトトト町川川"引4川川.“川山宅山……..山...…M山……….. 山…….. 山.. 山….. 
E対象(受益者Jの妥当性|概ね妥当である

t 有占守男性男 :........;......1芳三点'..1.:.で今.21?ff?!??理I:tJiJJX:とゴだ:
効 |類似事業の存在 I存在しない
性ト…叩叩…-ヤ | 

1 1上位施策への貢献度|貢献している

| 効 黙聖サT.??円何幣空子幣幣空E存:1ι1~免1ι川qE1ι川.一一一i一J;J|???T土;T@守空iIE-z'd9'三2ゴl空f照照燃:汚烈烈空黙黙吹吹作性吹吹?門/1)丘刑勿?三三勿?幣.円門貯門一明幣門.男男空翌I照l:t
率 |受益者負担の適正化|適正である

|性|…… m・1…........….'I"..;;;;;.~~;....I
lコスト効率 、 |適正である|安価であり、費用対効果は、適正である。.. 
-公衆便所の管理については、清掃業務受託者の両齢化が進んでおり、今後の庭用確保が課題である。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

J 改善

向性
時期

豊j

決算額(円)

267，321 

267，321 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|骨骨 岳所{係)I 環境課 生活衛生係一寸 匹00

士 1放置自動車により生ずる障害を|嘉去することにより、公共

裏|の場所の美観及び機能を保持し、もって市民の快適な生
概|活環境を確保する。

要

歳出 予算現額I円) 決算額(円)

委員報酬 10，000 。
支
出
内
訳

ぷE〉ヨ. 言十 10，000 。
人件費概算

I瓦工敦(人役)1人体葺て同n
|0.11  576，8501 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円}

国庫支出金

目オ 県支出金
j原害IJ

地方債
内合
訳 、その他

一般財源 10，000 。
iロh 計 10，0001 。

想見l無]I 一般 経常

H25 活動指標または成果福票 H26 

1 1廃物判定委員会の開催 0回 0回

放置自動車の廃物処理件数21 
(条例に基づき最終処理に至ったもの)

時
…
ヰ

随
…
叫

E
E
E
E
E守

aaa-

時
…
平

髄…川町

3 

目的の妥当性 1 妥当である|公共の用に供する場所の環境美化の推進に繋がっており、妥当である。

5 t:~:~~!~~:!自主主[:22155::lE555説明定限定訪日115522255二.......
対象U受益者)の妥当性| 妥当である

，目標達成度 |達成してし活|条例に基づき最終処理に至った事例はないが、その過程途中において処理できている。
|有 f'.....山........・a・...“…....…イ...............・H ・H ・H ・-…l

効 I類似事業の存在 I存在しない
性 1;..;，....;................;..........i:...，.;.1

上位施策への貢献度|貢献している

デ I実施主体の適正化 I適正である|処理事例が廃物判定委員会までに至っていないが、絶えず設置できる状態は必要である。
叩 ...i............・・・・・・i...…・.....……唱・・・…………......1

| 逗 |受益者負担の適正化 1適正である
性( ト川山…… ，.........;......"..，1 

:ヨスド効率 I適正である .. 
-公共施設を多く抱える担当においては、定期的な巡回が必要である。

ι 

-基本的には個人所有物なので、盗難等も視野に入れ、今まで、どおり警察と連携していく。

課題

J、、

今の向後方性、 計画どおり事業を進めることが適当
改善
，時期

団



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課E局・室・所得)I 環境課 生活衛生係 回三日
中項目(施策)

環境衛生の向上

環境美化向上事業

事|市民に対して、ごみ問題に関する意識改善の向上を図る
業|ため、環境衛生推進団体とも協働して環境美化に対する
概|啓発を行う。また、環境衛生に関する苦情処理を積極的

要|に行う。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

環境衛生推進協議会補助金 468，000 468，000 

支
出
内

|訳

ぷE』コ 計 468，000r 468，000 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金'

財 県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財源 468，000 468，000 

d同』 計 468)000 468;000 

人件費概算 |人工数(官|人ftfL||叡見|無|匝到 一般 経常

21海岸清掃作業(焼野海岸 2回) 2回

ノ活動指標または成果指標 6
一
回
…
因

。ι一1
i

…1
i

H
一
一
年
…
年

5
一
回
一
回

ン
'
-
1
1
i
H
1
1ム

H
一
年
…
年1 I不法投棄パトロール回数

100% I 100% 

年2回程度|年2回程度

2回

100% I 100% 

31環境衛生関係苦情処理 .樋iij苅:応'1""随時王子応…Ir詰蒔苅:応叫

|悶目的の妥当性 l妥当である|伯白発的な環境美化活動の推進ができているo

} 妥 |ト卜.. 山…….，山…"山..一……….寸……"一…司H山.“...…………..叫….，一.一".“….“山山a“山…..

当旬I自j治台体関与の妥当性|妥当である|市だけでは啓発.活動等が不足するため関係団体との連携は不可欠であるo

性 I十|卜..….
|対象(受益者)の妥当性l妥当である

l 有|??里 ヤ I.~.~~~と:.~.:~I主計設計，望号百三tfjFTT.tT11ヲ:
効 |類似事業の存在 、|存在しない

性 .1'卜ト、冶山-“.… ~.. .一…j

|上位施策への貢献度|貢献している

|効|幣明日|吹台三|明空t.::-.明日.::-.if，f告と羽生二三烈開[:l:三力投

E;|男子?!??慢性..I....~.~.:~~....I
|コスド効率 ィ ド|概ね適正である|活動経費の削減に努めながらも、一定の成果をあげている。

..... 
-単位自治会と直結してしも快適環境づくり協議会とは、引き続き連携を密にし、協力体制をお願いしていく。

課題

の今向性後方 計画どおり事業を進めることが適当
j改善

時期

直1



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局，室・ 所 ( 係)1 環境課 環境保全係

大項目(政策}

資源循環型社会のまちづくり

一ー計画名

環境・公害監視事業(環境保全)

士 E市内協定締結企業を中心に工場内の大気・水質・騒音及

芸|び振動について調査している。また、市内の大気や騒音
概|等の状況についても環境基準の適合状況を調査してい 大気調査、水質調査、騒音・振動調査等

lるn要・ u

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円)

消耗品費 205，397 205，397 ;国庫支出金

支 手数料 168，000 85，536 
出r

委託料 2，416，000 2，325，120 
内

Rオ 県支出金
源割

地方債
内合

言R 使用料及び賃借料 48，000 48，000 訳 その他

その他 37，000 25，000 一般財調

dE』コ 言十 2，874，397 2，689，053 £ロ泊h 計

人件費概算
|人工数(人役)1人件費(円) 1 

|0.61  3，461，0971 引見|無|

活動指標または成果指標 H25 

1 1大気、水質、騒音等の定期調査箇所数

5回以下 I 5回以下

21企業への指導回数 0回 1 0回

3 

|会開IJ

'目的の妥当性 妥当である|市内の環境保全が目的であり、妥当である。
妥 t".・4・…..……H ・H ・..…川1.............................1・
当~ 1自治休聞与の妥当性|妥当である I市内事業所の協定及び法に基づく調査であり、妥当であるo

l 性 、十卜卜圃“..….

j1対象(受益者)の妥当性| 妥当である|市内事業所の協定に基づく調査であり玖、妥当であるo

a冶目i標票達成度 |達成してしい、泊る|計画どおり玖、実施しているo

J 有 t.;.“山…..山山…..山.“山...……..山….日山.“.… … ..山山…..川山….“山.“山..… ..“山.日白

2，874，397 

2，874;397 

一般

回コヨ

決算額{円)

2，689，053 

2，689，053 

経常

効 |類似事業の存在 | 存在しiなない|市内の環境の状況を総合的に調査してしい、泊る機関は他になく、有効である。
| 性 |卜卜"山'“ 戸川山川川"山…..ぺ付.，チ1いム………..山…………'川………..川山山.'山山'.川司..……… .. …'山.. 川.. ‘ .1...::.::.:.....:.....:-.:..1 

4上位施策への貢献度|貢献している|

1 実施主体の適正化 |適正である|市内の環境状況の調査は、市が実施するべきであり、適正である。
効ト...・H ・..............."...................1

z|害警静物空正，~.~..I 概ね適正である
|ョスト効率 |概ね適正である .. 

課題

，向今の後方f生 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

EE 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室且所得)I 

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

.....1大気汚染の状況を把握するために市内19箇所に設置し

芸|ているデポジットゲージや大気汚染物質測定用の櫓につ
概|ゲて、塗装やゲージの取替えなどの定期的な修繕を行

lフ。
要一

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

修繕料 587，000 492，156 

支
出
内

訳

dE益ヨ. 計 587，000 492，156 

目 目 .a At 写字但

人件費概算
1A工数Iλ役)1人件費(円) 1 

|0.11  576，8501 

環境課 回三日環境保全係

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
内合
訳! その他

一般財j原 587，000 492，156 

合!計 587，000 492，156 

官見|無 II会計種別| 一般 経常

| 活動指標または成果指標

※上段:目標中段:実績下段:達成率

1 1大気汚染測定用の櫓の修繕

H25 1 H26 

1箇所 1 i箇所

1箇所 1 1箇所

l00.00% 1 100.00% 

1箇所 1 1箇所

1箇所 1 0箇所

wm
一
所
…
所

∞
一
直
一
宜

、ム
-
n
U
H
n
u

』

1
-
1
1ム
訓

1
1ム

附
一
一
助
…
所

川
一
位
…
笹

山
山
一

O
一

0

1
1ム

-
1
1』
明

1
1」

21デ?ポジットゲージの取替え

31降下煤塵測定消耗器材の設置数

100.00% 100.00% 100.00% 

目的の妥当性 妥当である|大気汚染の状況を把握するための施設であり、妥当である。

i111当時期l:22161:!?日現時五五日:22152;:
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

.目標達成度 、 |概ね達成している|市内1凹9箇所に設置しており臥、順次修繕及び取替えを行う弘o 

有 lトト.“山…….. 山…….. 山圃“山.. 山…….. 山…….. 山…….. 山……且M山……圃"山.. 山.... 山…….. 山山….. 山山.“山.. 司H山….“山.日.……...….. 山….“‘
効 |類似事業の存在 | 存在しない|市内の環境の状況を総合的に調査してしい、泊る機関は他になく、有効である。
性 1"..・H・'"…H・H ・-….......…:，1.............................，

上位施策への貢献度|貢献している

効 l黙聖f*Q)翌.~~~.......I 空主主三I.~.?~.~!~.?.~.~.~~~.~~，芳男TQござ<iiJ~，存主主任
〉率， I受益者負担の適正化|適正である
I性 ト・H ・M・'，'・H ・H・..………“H・H・-・・1.

コスト効率 概ね適正である|大気汚染の状況により、設置箇所数の適正化を検討する。.. 
， 

課題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

記
項

特
事



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)1 環境課 環境調査センター| 匹I2 I 

環境・公害監視事業

歪|妻君主晶君主鵠品宝長器開努!むさZ廷|対象|事業場排水、海域・河川|跡地等の環境水、降下ばいじん

ま|さないよう企業の指導や環境展等での啓発に役立てる。
室ドのことにより、公害のない、快適で良好な生活環境の確

1保に努める。

歳 出 至算塑額(円) 決算額(円)

需用費 2，949，076 2，948，363 

支 r 役務費 65，000 63，679 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

Rオ 県支出金
出

委託料 326，960 326，592 
内

j原害IJ
地方債 下記は、 No.2，3，4の合計

内合
訳 J その他 667，040 603，950 訳 その他 受託料 3，988，000 3，945，770 

上記は、 No.2，3， 4の合計 一般財j原 20，076 -3，186 

iロh 計 4;008，076 31942;584 合計 4，008;076 3;942，584 

工数(人役)1人件費(円)I 1交付税 1.1m: 1 1..6. ... .1.~"''''， 1 1 ，~... 1 
人件費概算 1 1.31 閉山II 算入 | 無 II会計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 λ1 H25 1 H26 1 I H27 |目標 l

4，572 1 4，718 1 I 4，647 1達成
1 1水質関係調査検体数 1""・H・-ZZ??…r・H・-ZH8H・H・"'1 [".・H・-Z817"H・H・'1 度

l00.0% 1 100.0% 

2，356 1 2，035 

21大気関係検体数 2，356 2，035 

100.0% I 100.0% 

3 

目的の妥当性 1妥当である|公害のない、快適で良好な生活環境の確保が目的であり、妥当である。
妥1 白川 … -…1.............................1 r.~.:~:;:~.~..;;;.~.~.-:;;.;:，.， I....;，.~.::;..~....I環賀県.杢.菜例第'6茶ï;:まり市i三努fJ義務;ðI，あち了安当(守あ;6~"・M・-
当|自治体関与の妥当性|妥当である|

|性 f.:.:円 !川円| |企業主位耕保全協窓l液!1ゑ施棋の立王立i.~.~必要議弘量当強ゑE
.対象(受益者)の妥当性| 妥当である|環境保全に関わるものであり、妥当である。

l目標達成度 J i|達成している|計画どおり実施し、達成している。
有 lトトト.. 山………..山山……且H山山咽"山….. 山且...……….. 山….. 一….. 山.“……且H山山咽"山….. 山..... 川h

効 1類似事業の存在 1存在しない|
性 Fドいいい.. μμ山h山….. … .. 山山.“山山"叩，.… 

|止上こ位施策への貢献度|貢献してしい、泊る I環境保全対策の推進に貢献している。

|実施主体の適正化 |適正である|環境保全条例第6条により、市に努力義務があり、適正である0

2 |受益者負担の適正化|適正である|環境監視は、市の負担で行うものであり、適正である。
性 |卜!更戸主.......……….山…….. 山.“…6川川川1一山.“….

I:Jコスト効率 1適正である| 」 」

!課題

l ""'t":".-， .，:) ~....LL.'-()l..ro.) Iは、外部委託するより低い経費に抑えており適正である。

分析機器の計画的更新
施設の老朽化

.. 

#今の向後性方 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

分析を外注した場合の試算額 20，000，000円(分析)+α(用船料、試料採取料、諸経費)



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課唱・室・所(係)1 環境課 環境調査センター | 回二ヨ
大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

実施計画名

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円)

No.2， 3， 4の合計をNo.2に記載 国庫支出金

支

出内

目オ 県支出金

j内原 4 割合 地方債

~R 訳 その他

一般財源

.g. ヨ 言十 。 。 dロb陶 計 。
人件費概算 !人瑚人間人{112L||官|無|恒副 一般

活動指標または成果指標

対象市有施設に係る総検体数

21地元要望に係る総検体数

3 

H25 

3，491 I 3，735 

3，491 I 3，735 

l00.0% I 100.0% 
679 I 701 

679 1 701 

100.0% 1 100.0% 

|宴|明照明"，...，.，.....1主主主計三i合計TCF害虫JffJ:主主害計開ff.1.T??:雪.ffT:

決算額(円)

経常

当 I自治体関与の妥当性|妥当である|市有施設の排水水質測定は、市が、排出者としての義務があり、妥当である。
| 性 1;'・M ・.....………....・E・・“1.......:............:.........1，

.対象(受益者)の妥当性| 妥当である I環境保全に関わるものであり、妥当である。

有 l~開閉 i......" ιI..~~，日三|明f??!と:子仕プ乃
効 |類似事業の存在 |存在しない

住|副長二記長判長山花|副主主婦ぷ副主;;L;
.実施主体の適正化 |適正である|市有施設の排水水質測定は、市が、排出者としての義務があり、妥当である。

|効 l円・“"…...川…H・，.....・.'，'1.............................1
率 |受益者負担の適正化|適正である|市有施設の排水水質測定は、市が、排出者としての義務があり、妥当である。
性 t:・ぷ……・・1・……-| |許苗的下・結k:.c'，ぎる・静I定r王室Eおで・実施じ・;・拐・率股・主iヂで~':\6~ 主主;単・午断

|コスト効率 I適正である|
」 」

| I -.I'/J7f"" I 
J..!.!:!!...1.L... '-v:_rn.} 

Iは、外部委託するより低い経費に抑えており適正である。.. 
課題

| 
今の向後方

性

計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

分析を外注した場合の試算額 20，000，000円(分析)+α(試料採取料、諸経費)

。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)1 環境課 環境調査センター l 匹[IJ
中項目(施策)

環境保全対策の推進

受託測定事業

古|美祢市から委託を扇子二美有布両元頁幅下ほいじん及|対象|美祢市の大気(降下ばいじん及び亜流酸ガス)並びに厚狭川
喜|び亜流酸ガス)並びに厚狭川の水質測定を実施する。ま
概|た、厚狭川上流の環境把握にも資して、広範囲な判断材
要|料となる。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

No.2. 3. 4の合計をNo.21こ記載 国庫支出金
、支 財 県支出金
出
内

源内 割合 地方債J

訳 訳 その他

一般財瀬

.g-コ 計 。 。 ムロ 計 。
. 旦且.!'L' I '" . 由

|人工数(人役)1人f暗南円 |交付税r-:-lr::;:一一r--___. A'" 1 
人件費概算 1 1.51 丸胤3叶 | 算入 | 無 I I会計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標または成果指標 、 1. . H25 1 H26.. 1 1. H27 l目標 l

1 3，024 1 2，592 1 I 2，553 1達成
1 1大気測定受託検体数 r......五o2.4.........1........2.;5'()2..・H ・'''1 r….2.:555……1度

100.0% I 100.0% 

90 I 45 

21水質測定受託検体数 .....山烈 .......l............~? 

3 

100.0% I 100.0% 

|目的の妥当性 |妥当である|財源の確保に繋がり、妥当である。
妥.1-，・H・.~. .…...・H・...…~.~i"・...川1.............................1
当 |自治体関与の妥当性|妥当である|委託契約を結び、妥当である。
性 1..・H ・，.………......“H ・H ・-…4・・・H ・H ・....................1

.対象(受益者)の妥当性|妥当である|委託契約を結び、妥当である。

目標達成度' 達成している|計画どおり実施し、達成している。
有 t...，...・H ・-・・・“H ・H ・..…山・H ・H ・""1
効 |類似事業の存在 |存在しない.
性、卜...，..ò，山……，~.，..・H ・H ・H ・...・I・H ・.........................1

|上位施策への貢献度|貢献してし渇|環境保全対策の推進に貢献じている。

|実施主体の適正化 |適正である l委託契約を結び、妥当である。
効 }トト.. 山….山山……白向山.. …...….“山山…‘“川山.. 町..… .. ………… .. ……… .. …山.. 川冒.OO'……….. 山…….. 山山.. 叫.，.，…….. 叩山，，，“..."….
率 |受益者負担の適正化|適正である l経費の計算結果、収益があり玖、妥当である
性性〆 }ト卜い"山……….. 山….“山………圃“山….. 山….. 山，...……M川….... ………圃“山…….日…….. 山.“...…咽"川山….“山山‘u川.“...……"山….“.. ….  

|hコスト効率 I 適正である|言言計十画的に一緒にできる測定はまとめて実施し、効率性を上げているo... 
予課題

今後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

の向性 時期

受託料収入のある事業。 27年度実績3，945，770円

。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課局冒室‘所(係)I 

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

実施計画名

環境監視関連設備整備事業

環境課 環境調査センター l ~己

分析機器等の計画的更新等

環境調査センターの老朽化した機器

手段|更新又は定期点検・修繕

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) I 

3 
修繕料 226，800 226，8001 

支 消耗品費 119，124 
出

内
訳

合計 345i924 345，924 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

j 国庫支出金

財 県支出金

j内原 割合 地方債

訳 その他

一般財j原 345，924 345，924 

ムロ 言十 345，924 345，924 

人件費概算 F内定l人{雪国|官|無|也到 一般 臨時

100.0% 

活動指標または成果指標

1 1更新機器台数

21点検・修繕機器台数
• • • • • • 

1

・

似

m
一

川

ハ

り

-

山

仏
一

o一
O

A

U

-

F

 

t

E

A

E

H

 • • • • • 
-

E
E
E
E
4
E
E
E
E
 

• • • • • • • • • 
向

L
H
nノ

L白

• • • • • • • • 
・

3 

目的の妥当性 I妥当である|環境・公害監視事業を行うのに必要であり、妥当である。
妥 ト山川町山門……"…...~ ..斗・ | 

当.I自治体関与の妥当性|妥当である|市所有の機器に関するもので、妥当である。
卜性ト....・H・-一…H・H・.....・H・.....・H・..，.............................，

.対象{受益者)の妥当性|妥当である|環境保全に繋がるものであり、妥当である。

有 I.~.!:達蹴 |達成している|計画どおり実施し、達成している。

勃 |類似事業の存在 |存在しない|調査センターで分析することにより、外部委託するより低い経費に抑えており適正であるo

'1'+ T・・・山…・・・川・……山内…・・・叩・・・・・…・・・・・・・・・・・・ 4 

上位施策への貢献度，貢献している|環境保全対策の推進に貢献している。

効 |実施主体の適正化 |適正である|市所有の機器に関するもので、妥当である。
..; • •• i '，; ~ .・・h・...目、，.，;.. ，..~.. ‘ ........1.............................1 

}率 I受益者負担の適正化 I適正である|環境監視は、市の負担で行うものであり、適正である。
性 1;...・H・.........・M ・....……"・・H ・...1.............................1

コスト効率 適正である|計画的なオーバーホール等は、機器の延命化とスムーズな業務に繋がり適正である。

分析機器の計画的更新
施設の老朽化

課題

今の向性後方 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

.. 

機器を更新する際は、補助金制度をなるべく活用する。



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所得)I 匝仁己環境課 環境保全係

中項目(施策)

環境保全対策の推進

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり
由...".計画名

相談・苦情処理事業

歳出 予算現額(円)、決算額(円)

支
出

内

訳

dロ』 百十 。 。

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債
内合
訳 その他

一般財j原

ムロ 言十 。 。
人件費概算 l人工数判竹宮司|鷲見|無|同問l一般 経常

活動指標または成果指標 間
一
伽

1 1相談・苦情件数 l ・・・ 'fiu平 r.......56{;平… 

2 

' M・・・・n ・・・・・..........・・・・・・・+・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E ・・・・・・・・・・・・・・・M ・M ・.......・ l

3 

目的の妥当性 | 妥当である|市民レベルでは解決が困難な事業所から発生する公害苦情の対応を目的としており、妥当である。
妥 f"・H ・-………H ・M ・..........・H ・.1・M ・-…・|
当 |自治体関与の妥当性| 妥当である|公害苦情に関する初期対応を市が行うことは、妥当である。
性 ト....・P・......・H・...….....・H・-向山・・1.............................1

|対象(受益者〉の妥当性| 妥当である|市民からの相談であり、妥当である。

旧標達成度
有 f...' ，~，…...・H・........・;~."..... ...... .;1 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性、 1....;....……山・，，，，，，....... .~.I 

土位施策への貢献度|貢献している

効 .実施主体の適正化 |検討が必要|近隣附ルが原因の苦恥多く、どこまで市が対応する必要性があるか、検討する必要が肱
.....-...，.....................1・....・圃....・・・・・1.............................1

率 |受益者負担の適E化|検討が必要|原因者不明の油流出事故などの初期対応、事後対応について負担割合を検討する必必、要がある。
/性 |ト.. 山…….. 山…….“山…….“山……..山..山.“...…..川一….仰川川...…..川……"山…….. 川………"山……….. 山………..山…"山….. 山..….山.“..，.............................，

| Iコスト効率 七 |適正である|人件費以外の費用はなく、適正である。

.レ
近隣トフブ、ノレが原因と考えられる苦情が多く、対応に苦慮している。

へ課題

/今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期
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様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

ー←計画名

歳出 予算現額(円7決算額(円)

支

内出

訳

.dロ，.. 計 。
一01

目 E' 主l!L..， I J n.、. . "・ =主主. ， 、

人件費概算

環境課 匹OD環境保全係

中項目(施策)

環境保全対策の推進

山陽小野田市率先実行計画推進事業

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金
財 ω

県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財源

dロb陶 言十 。 。

H25 

一般 経常

活語福嘉吉正直雨裏商事 H26 
27年度までに5%削減127年度までに5%削減

2.2%削減 1 4.6%削減1 1温室効果ガスの削減

44.00% I 92.00% 

21ノーマイカーデー実施率(本庁)

w河
川

W
河

口
U
叫

f
i

7
H
6
 

E

・E

・-，
... ，
 

W
殉
山

w
m

A
H
V
H
p
n
v
 

ワ
t
H
R
U

31ノーマイカーデー実施率(本庁以外)

94.30% 87.10% 

50% 
山
町
品
川
山
似
M

ν均
九

日

U
九
円

U

印
弘
山

RU巾
…
良
川

5
2
4
…7
 

川

q
d

山

P
O

50% 

42% 36% 

84.00% 72.00% 

| 妥 l占目的φ妥当性 | 妥当である|地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく取組であ制りリ当であ抗る。
・・・・・a・・・・a・...............・・・・・・・・ ・・ ‘・・.・.............................t

当 |自治1休本聞与の妥当性| 妥当である|悼白1治台体が取り組むべき事業であり玖、妥当であるo

性 lトトト.. 山…盾"山...山……….. 山….. 山….“山.“山….. 
〈|対象(受益者)の妥当性|妥当である|自治体職員が対象であり、妥当であるo

|目標達成度 |概ね達成しーている|現在のところ、計画通り削減されており、達成している。
有ト・H・H・-…川 ."...10・・・1.............................1
一効 |類似事業の存在 | 存在しなしい、 E

性 lド二…H叩山….“山.. 山E

I上位施策への貢献度|貢献している

| 効 |医警黙聖性主空附勿?史?;空空E史!1‘ | 翌E三史f三|廿?史f汚守で:空許型士士万'6*空号で:芝f士，，?，空思王:烹芝f土.三?
率 1:受受益者負担の適正化| 適正である
性 l・h・................・a・-……..".・a・-・・|・・…......................1・

Iコスト効率 I適正である|コストはかからないため、適正である。

....... 

課題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
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様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局室蘭所(係)I 環境課 環境保全係

大項目(政策)

資源循環型社会のまちづくり

ー一計画名

地球温暖化対策事業 山陽小野田市省エネルギー推進事業

士 I山陽小野田市役所の省エネルギー活動を効果的に推進

芸|することを目的として「エネノレギーの使用の合理化に聞す
~Iる法律J Iこ基づく「エネルギー管理標準Jを設定し、エネル
霊|ギー消費効率の向上及び効果的な伎用に努め、エネノレ

lギー消費改善を図る。

歳 出 予算現額{円) 決算額〔円) 歳入

2 

3 

旅費 12，000 11，820 国庫支出金

支出 研修負担金 18，000 17，100 

内

財 県支出金

源内 割合 地方債

訳 訳 その他

一般財j原
dロ』 計、 30，000 . 28，920 iロl>. 言十

|人工数(人役)1人件費(円)1 
011 576，8501 

人件費概算 想見|無 II会計種別|
j昔童画崩票またほ成果指標 H25 H26 

年平均1%以上削減l年平均1%以上削減
過去5年間のエネルギーの使用に係る原単位を I.....-::.~~.，;ï.~.;i~....t 

1 1.9%削減 1 1.9%削減年平均1%以上削減する。 I......:.:':..:.'!.':!:~.':":::....!

. 
目的の妥当性 妥当である|施設の省エネを目的とした事業であり、妥当である。

妥卜..òi・...・H・-……......・H・..~.・M ・ "j" ・ H・…・…・… 1

予算現額(円)

30，000 

30，000 

一般

当 1自治体関与の妥当性|妥当である|市は、省エネ法で定められた特定事業者であるため、妥当である。
性 h…………"川山……，.1.............................1

l |対象(受益者)の妥当性|妥当である|特定事業者である市の施設が対象であり、妥当である。

目標達成度 |達成している|現在のところ、順調に削減されており、目標を達成している。
有山川..~・ H・H・-………H・H ・ ..1.............................1

匹Eヨ

決算額(円)

28，920 

28，920 

経常

効 |類似事業の存在 | 存在する |温室効果ガス削減を目的とした市職員の行動指針を示す山陽小野岡市率先実行計画がある。
性ト…"…………一…1.............................1

|上位施策への貢献度|貢献している

効|雪竺衿?幣~~;~.......I 空王立三|明?dffTた，t)， ~IE芝生
率 |受益者負担の適正化|適正である
，'I-q:;: ...・H・H・.....・・・.... ，'， .... ，. i...... . . . . ~"， . ， . ..1・・・・・・・・・・・・・・・・・・M ・M ・.....ー

|コスト効率 、 |概ね適正である|省エネ機器の導入が中心的な取組であるため、導入コストとランニングコストの比較検討も必要となる。.. 
F 課題

F 

今の向後性方 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

L21 



様式1号(事務事業評価)

平成27年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 環境課 環境保全係 INol 14 I 

歳 出 J 予算現額(円) 決算額(円)

地球温暖化対策協議会補助金 30，000 30，000 

支 消耗品費 67，000 66，7621 
出

内
訳 J

dE』2 計 97，000 96;762 

人件費概算
人工数(人役)1人件費(円)

0.35 2，018，973 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割

地方債内合
訳 その他

一般財源 97，000 96，762 

Aロ、 言十 97，000 96，762 

|官可下 II会問IJI 一般 | 

活動指標または成菓子宮覆 6
一
回
一
回

2
-
1
…1
 

H
一
年
…
年

5
一
回
…
回

ワ
ι
-
1
i

…1
i

H
一
年
…
年1 1協議会開催数

21普及啓発活動数

l00.00% I 100.00% 
10回 I 10回

13回 1 11回

130.00% 1 110.00% 

3 

目的の妥当性 |妥当である|地球温暖化対策の推進に関する法律に基づく取組であり、妥当である。
妥，1..:..・..古H ・H ・....・M ・.，.・………，.............................1
当 |旧自治体関与の妥当性|概ね妥当である叶|地球温暖化対策は、市民、事業者、行政が協力して取り組む課題であり、妥当である。
性 fい."句〈竺?川.“山且川山n

、|対象(受益者)の妥当性l妥当である|市民向けの地球温暖化対策であり弘、妥当である。

有 l.~持空幣空幣性幣黙空竺ιι;……"山.::.......::.，.1 幣黙渋と日とピ三rごi刀Jど点叶叶1ど守叶:三オ叶T刊引I.~!:存:0)三竺èヲ己:主塑努
、J、効 |類似事業の存在 、|存在しない
性 f:.:::.;:.山

.土位施策伐の貢献度|貢献している

効|実施主体の適正化 |概ね適正である|多くの市民の方々に参加してもらえる協議会になれば、より効果的になる。
.......‘圃・・a・・・・・ー且・・.....‘q..，.....‘.......， ‘ 

率率 I受益者負担の適正化|検討が必必、要|財源不足による活動の停j滞帯が懸念される。
性 fトト.“山…….. 山…….. 山.. 山....…….日.ヤH山.. … “山…….パ…iら.… .. ….“山…….. ……….パ…Jι…...山川.“.

r I:Jコス卜効率 1適正である|協議会委員は、ボランティア活動であり、コスト効率は良く、適正である。.. 
緑のカーァンなど、の身近な温暖化対策を地域に広めて、市民の方々が取り組めるような活動の普及啓発を図る。

課題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

LPE 
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